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要旨 

 

本研究は平成 30 年度厚生労働省老人保健健康増進等事業「認知症施策のアウトカムとしての認

知症のご本人やご家族の視点を重視した評価指標の確立に関する研究」として、認知症のご本人

やご家族の「生活安寧状態」を定量的に評価するための指標を開発するため、12 名の有識者で構

成した研究委員会、全国の介護支援専門員による認知症のご本人とご家族と介護支援専門員自身

が回答するアンケート調査を実施し、「認知症のご本人やご家族の生活安寧指標；2カテゴリー全

24 生活状態項目」を開発した。 

当該研究における「生活安寧状態」とは、「生活安定度・生活の質・精神的健康状態（認知症の

ご本人とご家族）」などの質的側面の価値の実現状態と仮定し、「能力・頻度・重症度」などの量

的な達成状況とは区別した。活用の想定は地域全体や施策のアウトカムの評価指標、自治体によ

るニーズ調査などとした。生活安寧指標を構成する生活状態項目を「実現したい程度」は①可能

な限り属性による偏りなどの影響を受けないこと、②フォーマルサービスやインフォーマル・サ

ポートをうけながら実現できることとした。 

「生活状態項目」の原案は、認知症のご本人やご家族の視点に立ち、「認知症などの病気により

自分の考えをうまく伝えることが難しくなっても介護保険サービスやご家族の支援を受けながら

実現したい生活状態」として 26 項目を作成した。 

調査内容は「生活状態項目案」について「認知症などの病気により自分の考えをうまく伝える

ことが難しくなっても実現したい程度」と、「現在、介護保険サービスやご家族等の支援をうけな

がら実現できている程度」、「属性」、「生活安定度；VAS」、「生活の質；short QOL-D」、「精神的健

康状態；WHO-5」とした。調査期間は予備調査：平成 30 年 10 月 5 日～10 月 23 日、本調査：平成

30 年 11 月 12 日～12 月 3 日とした。抽出方法は 47 都道府県毎の多段抽出（介護支援専門員）と

し、介護支援専門員が担当する任意の認知症のご本人・ご家族・介護支援専門員自身の 3 者が回

答した。調査結果の回収率は予備調査 50％（ｎ＝101）、本調査 29％（n＝247）であった。なお、

解析に用いたデータは、認知症のご本人とご家族の視点をより正確に反映するため、介護支援専

門員の判断で「ご本人」と「ご家族」回答内容の「信憑性が高い」及び「家族関係が普通から良」

の結果とした（予備調査；ｎ＝58、本調査；n＝139）。 

解析では、まず予備調査結果に基づき「生活状態項目案：全 26 項目」毎の信頼性と妥当性の検

証及び項目の過不足を検討し、他項目と類似性の高かった 2 項目を除外し全 24 項目とした。次

に、本調査結果に基づき 2カテゴリー構造（13 項目カテゴリーと 11 項目カテゴリー）とし、構造

的側面の信頼性と妥当性を検証し「生活安寧指標」の構造を確定した。 

今回、「認知症施策のアウトカムとしての認知症のご本人やご家族の視点を重視した評価指標」

として「認知症のご本人やご家族の生活安寧指標（2 カテゴリー：全 24 生活状態項目）」を開発

し、信頼性と妥当性が担保されていることを検証した（図１）。 
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第１章 研究事業の概要と研究検討委員会の設置 

 

I. 研究事業の背景 

 

認知症施策総合推進戦略（新オレンジプラン）では認知症の人の意思が尊重され、できる

限り住み慣れた地域のよい環境で自分らしく暮らし続けることができる社会の実現を目指す

ことを基本的考え方とし、「医療・介護サービス等の提供に関し、個々の資源の整備に係る数

値目標だけでなく、これらの施策のアウトカム指標の在り方についても検討し、できる限り

の定量的評価を目指す」としており、標準的な指標の確立が求められている。 

認知症の人とその家族に対して、生活の安寧度を示す認知症施策による具体的な評価要素

を踏まえつつ、認知症施策に関する適正なアウトカム指標を作成・設定するとともに、その

有効性を検証し、その評価指標を確立・普及する必要がある。 

 

II. 研究事業の目的 

 

当該研究は、今日、多様に展開されている認知症施策のアウトカム指標の確立を目指し

て、個々の認知症の人とその家族の生活の安寧度（生活安寧尺度）をもって、定量的に評価

する指標を作成・設定し、信頼性・妥当性を検証する。 

 

III.研究検討委員会の設置 

 

1. 設置目的 

 

  社会福祉法人浴風会 認知症介護研究・研修東京センターは標記調査研究事業を実施す

るにあたり、以下の通り「認知症施策のアウトカムとしての認知症のご本人やご家族の視

点を重視した評価指標の確立に関する研究検討委員会（以下、「研究委員会」という。）」を

設置し、研究事業の設計、実施、集計、分析、検証、報告書の作成等における助言の他、認

知症の人やその家族の安寧な生活の確保はもとより、認知症の人やその家族を支える地域

住民のエンパワーメントによるコミュニティの強化、国民全体が 小の投資で 大の効果

を得る効率的な仕組み、及び今後の新オレンジプランの発展的見直しに寄与することを目

的とする。 

 

 

2. 実施主体と研究委員構成 

 

1） 本研究委員会の実施主体は、社会福祉法人浴風会 認知症介護研究・研修東京センタ

ーとする。 

 

2） 本研究委員会は、社会福祉法人浴風会 認知症介護研究・研修東京センター   

佐藤 信人 副センター長を研究代表者とし、その他の委員は下記の通りとする。 
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3） 研究委員会委員（敬称略、50 音順） 

 

委 員 内田 千惠子 公益社団法人 東京都介護福祉士会 常務理事・事務局長 

委 員 大島 千帆 埼玉県立大学 保健医療福祉学部 社会福祉子ども学科 准教授 

研究代表者 佐藤 信人 認知症介護研究・研修東京センター 副センター長 

委 員 佐藤 美穂子 公益財団法人 日本訪問看護財団 常務理事 

委 長 下垣 光 日本社会事業大学社会福祉学部 福祉援助学科 准教授 

委 長 寺田 整司 岡山大学大学院 医歯薬総合研究科 精神神経病態学教室 准教授

委 長 内藤 佳津雄 日本大学 文理学部 心理学科 教授 

委 長 能本 守康 一般社団法人 日本介護支援専門員協会 常任理事 

委 長 花俣 ふみ代 公益社団法人 認知症の人と家族の会 副代表理事 

委 員 菱沼 幹男 日本社会事業大学社会福祉学部 福祉計画学科 准教授 

委 員 村田 幸子 社会福祉評論家 

助 言 者 山口 晴保 認知症介護研究・研修東京センター センター長 

 

【オブザーバー】厚生労働省老健局総務課認知症施策推進室 

        室長補佐 余語 卓人           

認知症専門官 石井 伸弥 

 

【 事 務 局 】社会福祉法人浴風会 認知症介護研究・研修東京センター 

佐藤 信人、花田 健二、藤生 大我、寺崎 一永 

 

3. 研究委員会の回数及び各回での検討事項 

 

＜第 1回研究委員会＞ 

 

日時：平成 30 年 7 月 31 日（火） 13:00～15：00 

会場：フクラシア東京ステーション 6 階会議室 E 

1）委員紹介 

2）報告事項 

（1）調査研究事業の概要について 

3）検討事項 

（1）生活の安寧（度）の定義と実体について 

（2）指標における重症度の扱いについて 

（3）指標の頻度軸の扱いについて 

（4）指標の内容について 

（5）指標活用時の回答方法について 

（6）サンプリング方法について 

 

＜第 2回研究委員会＞ 

日時：平成 30 年 8 月 27 日（月）13:00～16:00 

場所：フクラシア八重洲（東京）Room6 

1）報告事項 

予備調査票及び、調査マニュアルの概要について 

2）検討事項 

（1）予備調査手法について 

（2）予備調査項目について 

（3）予備調査項目の信頼性・妥当性検討のための外的評価指標について 
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＜第 3回研究委員会＞ 

日時：平成 30 年 10 月 2 日（火）10:00～12:00 

場所：フクラシア八重洲（東京） Room 6 

1）報告事項 

予備調査実施概要について  

2）検討事項 

解析計画の検討 

 

＜第 4回研究委員会＞ 

日時：平成 30 年 11 月 6 日（火）10:00～12:00 

場所：フクラシア八重洲（東京） Room 6 

1）報告事項 

予備調査結果について 

（1）基礎統計 

（2）妥当性の検討（基準関連妥当性） 

（3）信頼性の検討（内的一貫性） 

2）検討事項 

本調査項目の検討 

 

＜第 5回研究委員会＞ 

日時：平成 30 年 12 月 18 日（火）10:00～12:00 

場所：フクラシア八重洲（東京） Room 6 

1）報告事項 

本調査結果について 

基礎統計 

2）検討事項 

予備調査及び本調査結果を踏まえた、生活安寧指標案の検討 

 

＜第 6回研究委員会＞ 

日時：平成 30 年 1 月 11 日（金）10:00～12:00 

場所：フクラシア八重洲（東京） Room 6 

1）予備調査、本調査、研究委員会での議論を踏まえた生活安寧指標案について 

2）検討事項 

施策の成果指標としての生活安寧指標案について 
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IV. 調査研究の実施（図１） 

 

1. 調査研究の全体構造 
 
認知症のご本人やご家族の視点からみた「安寧が保持された生活に必要な事項」は、

認知症のご本人やご家族の判断に依るべきものであるから、次の過程で研究を実施し
た。 

 
段階1； 先行研究に基づく調査項目原案作成 

「安寧が保持された生活に必要な項目」の設定に関する先行研究を踏まえた
調査項目原案を作成し項目の選別基準は、「おだやかさ」「所属」「承認」
「役割」「自己決定」などとした。 

 
段階2； 研究委員会による調査項目案の検討・作成 

学際的研究者により構成する研究委員会による調査項目原案を検討・作成し
た。（研究委員会４回開催） 
 

段階3； 予備調査の実施と調査項目の確定 
研究委員会が検討した調査項目案について有効な項目を検証し絞り込むため

の予備調査を実施した。（200客体） 
 

段階4； 本調査の実施 
予備調査により確定した調査項目により、認知症の人とその家族、担当する

介護支援専門員の三者を対象に調査を実施した。（960客体） 
 

段階5； 生活安寧指標案の検討 

調査結果の収集・分析、妥当性・信頼性の検討を踏まえ「安寧が保持された

生活に必要な生活状態項目」を検討した。（委員会２回開催） 
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2. 先行研究・参考文献調査（資料１） 

 

1） 調査目的 

本研究における「生活の安寧」の定義と仮定する「認知症の人とその家族、地域

社会の安らかな生活の様式（の程度）」を包摂する既存・類似尺度の有無や、生活状

態項目立案の参考にした。 

 

2） 調査方法 

 

（1）安寧の定義・概念 

国内の一般的な国語及び医療介護福祉関係の辞書・辞典に記載されている「安寧」

の定義・概念を調査した。合計 25 冊の辞書・辞典を調査対象とした。 

 

（2）認知症の人の「安寧」に関する評価尺度 

① 国内（和文、英文邦訳含む）文献レヴュー方法 

認知症の人の安寧に関する国内（和文、英文の邦訳含む）の文献を医学中央

雑誌（web 版）を用いて検索した。キーワードは「認知症」「高齢者」「尺度」「安

寧 or 安楽」「幸福」「生活の質または QOL」とした。 

 

② 国外(英文)文献レヴュー方法 

認知症の人の安寧(Well being) に関する国外の文献を Scopus（web 版）を

用いて検索した。なお、今回は辞典・辞書及び国内先行研究レヴュー結果にも

とづき安寧＝Well being として検索した。キーワードは「Dementia」「Well 

being」「Scale」「Elderly」とした。 

 

（3）参考文献・資料 

 生活安寧指標及びその構成要素と仮定した生活状態項目の立案の参考となる文

献・資料・Web 情報などを幅広く調査した。 

 

 

3） 先行研究・参考文献まとめ 

安寧の定義・概念および認知症の人の「安寧」に関する評価尺度 1~44） 

 

辞書・辞典による「安寧」の定義・概念は一般の国内辞典・辞書では「より静的

な場の状態」を、医療介護福祉辞典・辞書では「健康概念に関する個人の良好な質

的状態」を含意していると考えられた。 

認知症の人の「安寧」の評価尺度は見当たらなかった。一般の人を対象とした

「安寧感」の指標は国外近似概念の既存尺度を邦訳して代用したものがあった。 

認知症の人の「生活の質または QOL」の評価尺度は多数あった。それぞれの尺度

は尺度特性や属性に応じて適用に制約があった。尺度は概ね国外開発尺度の邦訳版

であった。 

国内の医療福祉介護領域においては WHO 憲章における Well being を安寧と邦訳

されたことにもとづき、安寧＝Well being として英文献を検索した。 

安寧＝Well being の定義・概念の特徴は「よい生活または QOL の構成要素の一

つ」「感情や人生についての心理的・主観的な感じ方」「より連続的・長期的な状

態」をあらわしていると考えられた。 

認知症の人の Well being 評価方法はみあたらなかった。一般の人を対象とした

Well being 評価方法では感情と思考、宗教的な質問や人生の意味・目的などを問

う Well being 評価尺度があった。Well being と関連性があり邦訳版が普及してい

る認知症の人の QOL 評価方法は散見された。 

国内外先行研究における既存の評価尺度は当該研究における「生活の安寧」の定
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義と仮定する「認知症の人とその家族、地域社会の安らかな生活の様式（の程

度）」を包摂する尺度とは言えない。 

 

4） 生活安寧指標作成のための参考文献・資料 

（1）生活安寧状態の捉え方 

貧困研究における Townsent の「人々が社会で通常手にいれることのできる栄

養、衣服、住宅、居住設備、就労、環境面や地理的な条件についての物的な標準

にこと欠いていたり、一般に経験されているか享受されている雇用、職業、教

育、レクリエーション、家族での活動、社会活動や社会関係に参加できない、

ないしはアクセスできない」状態のような、「絶対的・相対的な概念」などの捉

え方を参考にした 45-49）。 

高齢者が人生の中で蓄えてきた、金銭の支払いを伴う有償労働ばかりではな

く、ボランティア活動、家事・育児・介護などの無償労働などをも含めたプロ

ダクティビティーをサクセスフル・エイジングの要件とすること 64,65）などを生

活の安寧を考える上で参考にした。 

 

（2）生活状態項目の捉え方 

認知機能と生活機能（例えば内服管理能力や買い物の能力）を同時に評価で

き、評価結果が生活支援に直結する「DASC-21」50,51)。生活行為向上マネジメン

トとして、医療機関からの退所時に同職種間や介護支援専門員などの関係職種

との連携ツールとして様々な生活項目からなる「興味チェックリスト」や「生

活行為申し送り表」52~54)など、目指す生活状態項目は能力評価とは区別するこ

ととしたが、具体性があり支援に反映しやすい視点での項目立案を参考にした。 

 

（3）認知症のご本人の視点 

本人の意思が尊重され、住み慣れた地域で暮らし続けられる社会を目指すと

して、人権や個性への配慮、切れ目のない医療と介護、地域の一員として社会

参加するなど「新・京都式オレンジプラン；10 のアイメッセージ」55）。話をき

いてくれる、ものごとに集中できるための視覚刺激など環境の配慮、くつろぐ

ためのなじみのものなどへの配慮について、認知症の当事者としてメッセージ

を発信している「クリスティーン・ブライデンのメッセージ」56)。前を向いて

生きること、社会の一員としてチャレンジすること、本人同士のつながり、暮

らしやすいわがまちつくりについての「日本認知症本人ワーキンググループ

JDWG；認知症ともに生きる希望宣言」57)、など認知症のご本人の視点を基盤と

した生活状態項目の立案の参考にした 58～63)。 

 

（4）その他 

認知症のケア 68～74)、認知症の予防 75,76)、生活の構成要素 77,78)、生活の環境
79,80)、地域ケア 81-87)、在宅ターミナルケア 88）、アセスメント・ケアプラン 89～91)、

家族介護者 92～94)についての視点を参考にした。  
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3. 生活状態項目の立案（表３） 

 

1） 安寧な生活のとらえ方 

当該「生活の安寧」が保持された状態は、認知症のご本人やご家族の「生活行為・

活動（生活状態）」に表れるから、認知症の人やその家族が、「（ご本人またはご家族

の一員が）重い認知症になっても確保したい生活の状態」と捉えた。ただし、「重い

認知症」の説明表現は、能力からみた視点となっており、認知症のご本人の視点か

らみると「家族の顔もわからなくなり怖い」、「出来ていたことができなくなってい

く不安」などが考えられることから、設問内容に本人の主観的な要素を反映させた。

認知症が軽度の段階で想定していた安寧な生活と、実際に自らの意思を表明するこ

とが難しくなった時に確保したい安寧な生活は若干異なる部分が推察された。この

点については、認知症が重度になった時の認知症のご本人は、「安寧な生活」を自ら

語り、図ることができづらいと推察し、当該研究では調査協力介護支援専門員が「ほ

ぼ正確に自らの意思を表明できる」と認めた認知症のご本人の「認知症などの病気

により自分の考えをうまく伝えることが難しくなっても介護保険サービスやご家族

の支援を受けながら実現したい生活状態；以下：実現したい生活状態」回答をもっ

て、推察のもと調査研究を遂行した。 

 

2） 生活状態項目の原案作成 

認知症のご本人やご家族の視点に立ち、「認知症などの病気により自分の考えをう

まく伝えることが難しくなっても実現したい程度」として、生活実感を表した生活

項目・表現が適切と考え 26 項目の原案を作成した。項目原案の作成に当たっては以

下について検討し、幅広く項目を設定し、調査結果に基づいて絞り込むこととした。 

当該研究で目指す指標は全国どの地域においても使用できる指標を想定している

ことを踏まえ、平準化の観点から、生活実感の多様性から生活状態項目を厳選する

ための除外の目安として、習慣、価値観、趣味・趣向等、個性、地域特性の影響があ

るものは指標とならないと考えた。なお、性差の影響はある程度容認する必要があ

ると考えるが、明らかに性差が現れると予測される項目は除くこととした。一方で、

生活実感の本質における個性の重要性（例えば生きがいややりがい、本人のこだわ

りなどの価値観の要素）や、生活が社会の中で成り立つことから地域特性（例えば、

地域によって仕事は漁業であったり畑仕事であったりと異なることなど）は重要で

あり、個性や地域性を活かす生活は大切で重視されるべきであると考えた。しかし、

生活実感として表すと千差万別となり、具体的に生活項目を設定することは多様な

ため、カテゴライズして例示することとした。フォーマルサービスである介護保険

という限られた財源の中で生活としてどこまで確保すべきか、という視点でも項目

を精査し、例えば、異性と交流する・居酒屋に行くなどは含まないこととした。 

 

3） 調査に協力する認知症のご本人 

認知症のご本人の意思をより正確に把握する必要があるが、認知症の告知がまだ

一般化しているとは言えないこと、病識が低下しており認知症と自覚していない人

もいることを鑑み、調査協力介護支援専門員に普段の関わりの中で「ほぼ正確に自

らの意思を表明できる」と認めた人の中で選定することとし、確定診断は問わない

こととした。加えて、介護認定調査における「認知症高齢者の日常生活自立度」の

判定においてⅣ、またはＭに該当する方は調査の対象とはしないこととした。高齢

者と若年者でニーズが異なることが推察されるため、当該調査では対象年齢は 65 歳

以上とし、若年性認知症の人は調査の対象とはしないこととした。調査しやすい方

や好事例に偏ってしまう選択バイアスの可能性に対しては、47 都道府県毎の多段抽

出による介護支援専門員の抽出方法とサンプリング数を多くすることで平準化を図

ること、属性との関連性を解析することとした。独居の方とご家族など同居人がい

る方の生活様式は異なるものと推察し、より正確に認知症のご本人の生活の状況を

把握していると推察される同居家族がいる人を対象とした。また、認知症のご本人
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とご家族に対して侵襲性がないよう十分配慮すること、聞き取りをする介護支援専

門員個人の姿勢や価値観が結果に反映されるなどの差が出ないように、読み上げ文

章付きの研究調査マニュアルを作成して、聞き取り調査を実施することとした。 

 

4. 調査概要 

 

1） 調査手法 

実施主体である社会福祉法人浴風会 認知症介護研究・研修東京センター（以

下：実施主体）から、一般社団法人日本介護支援専門員協会への一部実施委託協力

により、任意に抽出された全都道府県の居宅介護支援事業所に属する介護支援専門

員に調査を依頼した。 

 

2） 倫理的配慮 

調査協力介護支援専門員については、本調査協力は任意であり、協力の有無で不

利益を被ることはないこと、調査データは、氏名や住所などの個人を特定できる情

報を含まず、連結不可能で匿名化されているため、実施主体と日本介護支援専門員

協会において個人情報を知り得ることはないこと、調査協力への同意については、

調査票の返送をもって同意を頂いたものとすることを文書で伝えた。 

認知症のご本人とご家族については、調査協力介護支援専門員を委嘱した上で、

調査業務にあたって知り得た個人情報の取り扱いについて、次の５項を遵守して頂

くことを文書で伝えた。１．個人情報を厳格に保持し、第三者に開示・提供しては

なりません。２．個人情報を他の目的のために使用してはなりません。３．上記１

と２については、委嘱期間終了後においても同様とします。４．個人情報が漏洩等

することのないように、必要かつ適切な措置を講じるものとします。５．その他、

個人情報の保護に関する法律（平成 15 年法律第 57 号）等関係法令を遵守するもの

とします。 

 

5. 予備調査の実施（表２～５） 

 

1） 内容 

生活状態項目 26 項目について「認知症などの病気により自分の考えをうまく伝

えることが難しくなっても実現したい程度」を「必ず必要～必要ではない、わから

ない」の 5段階と「現在、介護保険サービスやご家族等の支援をうけながら実現で

きている程度；以下：実現できている程度」を「できている～できていない、今ま

でしていない、わからない」の 6段階で調査した。また、「属性」、「生活安定

度；VAS」、「生活の質；short QOL-D」、「精神的健康状態；WHO-5」を調査し

た。 

 

2） 期間 

平成 30 年 10 月 5 日～10 月 23 日 

 

3） 形式 

郵送式アンケート 

 

4） 対象 

200 ケース（認知症のご本人・ご家族・介護支援専門員） 
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5） 抽出 

47 都道府県毎の多段抽出による介護支援専門員が担当する認知症のご本人とご

家族を調査した。 

 

6） 調査方法 

調査マニュアル（読み上げ文章）を用いて、認知症のご本人とご家族の自記ある

いは、自記が難しい場合は、介護支援専門員による聞き取り調査とした。 

 

7） 回収率 

50%（n=101） 

 

6. 本調査の実施（表２～４） 

 

1） 内容 

生活状態項目 24 項目について、「認知症などの病気により自分の考えをうまく伝

えることが難しくなっても実現したい程度；以下：実現したい程度」を「必ず必要

～必要ではない、わからない」の 5段階と、「属性」について調査した。 

 

2） 期間 

平成 30 年 11 月 12 日～12 月 3 日 

 

3） 形式 

郵送式アンケート 

 

4） 対象 

960 ケース（認知症のご本人・ご家族・介護支援専門員） 

 

5） 抽出 

47 都道府県毎の多段抽出による介護支援専門員が担当する認知症のご本人とご

家族を調査した。 

 

6） 調査方法 

調査マニュアル（読み上げ文章）を用いて、認知症のご本人とご家族の自記ある

いは、自記が難しい場合は、介護支援専門員による聞き取り調査とした。 

 

7） 回収率 

29%（n=245） 

    

8） その他 

解析に用いたデータは、認知症のご本人とご家族の意思をより正確に把握し指標

に反映するため、介護支援専門員の判断で「ご本人」と「ご家族」回答内容の「信

憑性が高い」及び「家族関係が普通から良」の結果とした。（予備調査；ｎ＝58、

本調査；n＝139） 
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7. 解析方法（表６） 

予備調査結果では、主目的を生活状態項目の確定とし、基本属性の基礎統計、生活状

態項目の基礎統計、妥当性と信頼性の検証を実施した。本調査では、主目的を生活安寧

指標の確定とし、構造的側面についての妥当性と信頼性の検証を実施した。 

統計解析ソフトには解析手法に応じて R version 3.5.2、IBM SPSS Statistics 

version 25、IBM SPSS Amos 25、Microsoft Office 365 Business Excel version1901

を用いた。 

 

1） 解析の主目的；生活状態項目の確定（表 7～40） 

 

（１）基本属性の基礎統計（表７～10；Fisher's Exact Test・度数分布） 

① 予備調査と本調査の回答者間の属性毎の関連性 

② 問 1～12 毎の属性内傾向 

 

（２）生活状態項目の基礎統計（表 11・12；度数分布） 

① 予備調査と本調査の「実現できている程度」、「実現したい程度」毎の程度の高

低分類  

② 認知症のご本人の「実現したい程度」のニーズの高さによる分類；下位尺度の

目安 

 

（３）妥当性の検証；生活状態項目毎の一般化可能性の側面 

        「実現できている程度」、「実現したい程度」の生活状態項目毎の各属性との関

連性（表 13～31） 

 

（４）信頼性の検証；生活状態項目毎 

① 予備調査と本調査毎の「実現したい程度」の生活状態項目毎の評価者間（認知

症のご本人・ご家族・介護支援専門員）の判断一致度（表 32；Spearman 順位

相関係数） 

② 「実現できている程度；高低 2群」の評価者間（認知症のご本人・ご家族・介

護支援専門員）の判断一致度（表 33；Cohen's Kappa 係数） 

③ 予備調査と本調査毎の「実現したい程度」の生活状態項目間の評価者内（認知

症のご本人・ご家族・介護支援専門員）の判断一致度（類似項目）（表 34；

Spearman 順位相関係数） 

④ 予備調査と本調査間の「実現したい程度」の生活状態項目毎の評価者毎（認知

症のご本人・ご家族・介護支援専門員）の判断一致度；再テスト（表 35；

Mann-Whitney U test） 

 

（５）妥当性・信頼性の検証；自由記述意見（表 36；一覧表） 

 

（６）妥当性の検証；基準関連妥当性の外的基準の基礎統計（表 37） 

① 生活安定度；VAS の評価者間（認知症のご本人・ご家族・介護支援専門員）の

関連性（表 37-1；Friedman 検定・Wilcoxon 符号付順位和検定・Spearman 順位

相関係数） 
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② 精神的健康状態；WHO-5（認知症のご本人・ご家族）の関連性（表 37-

2Wilcoxon 符号付順位和検定・Spearman 順位相関係数） 

③ 生活安定度；VAS、精神的健康状態；WHO-5、生活の質；short QOL-D の関連性

（表 37-3；Spearman 順位相関係数） 

 

（７）妥当性の検証；生活状態項目毎の基準関連妥当性（併存的） 

① 「実現できている程度」の評価者毎（認知症のご本人・ご家族・介護支援専門

員）と生活安定度；VAS（認知症のご本人・ご家族・介護支援専門員）の関連

性（表 38；Spearman 順位相関係数） 

② 「実現できている程度」の評価者毎（認知症のご本人・ご家族・介護支援専門

員）と精神的健康状態；WHO-5（認知症のご本人・ご家族）の関連性（表 39；

Spearman 順位相関係数） 

③ 「実現できている程度」の評価者毎（認知症のご本人・ご家族・介護支援専門

員）と生活の質；short QOL-D の関連性（表 40；Spearman 順位相関係数） 

 

2） 解析の主目的；生活安寧指標（構造的側面）の確定 

 

※質問「現在、介護保険サービスやご家族等の支援をうけながら実現できている程

度」については、予備調査の結果、2項目を削除した以外は項目変更の必要性が生

じなかったため、予備調査のみで実施することとし、本調査で確定した下位尺度構

造の検証にも用いた。 

 

（１）妥当性の検証；構成概念妥当性（表 41；因子分析）本調査の生活状態項目を

「実現したい程度」の評価者毎（認知症のご本人・ご家族）と二者間の共通因子

（下位尺度）構造 

 

（２）信頼性の検証；構造的な内的整合性（表 42；Cronbach α 係数）確定した下位尺

度（2カテゴリー）に基づいた「実現できている程度；ご家族評価」の一貫性 

注）下位尺度の検証は予備調査の「実現できている程度」に因子分析で確定した 2

カテゴリー構造を適用 

 

（３）妥当性の検証；構造的な一般化可能性の側面（表 43；Spearman 順位相関 係

数・Mann-Whitney U test）「実現できている程度；ご家族評価」の下位尺度（2カ

テゴリー）毎と基本属性の関連性（性質・解釈の一貫性） 

 

（４）妥当性の検証；構造的な基準関連妥当性（併存的）（表 44；Spearman 順位相関係

数）「実現できている程度；ご家族評価」の下位尺度（2カテゴリー）毎の生活安

定度；VAS、精神的健康状態；WHO-5、生活の質；short QOL-D の関連性 

 

（５）全体構造の検証（図２；共分散構造分析；パス解析）「実現できている程度；ご

家族評価」の下位尺度（2カテゴリー）、生活安定度；VAS（認知症のご本人）、精

神的健康状態；WHO-5（認知症のご本人・ご家族）、生活の質；short QOL-D の関連

性（構造と影響） 
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（６）妥当性の検証：内容的・実質的側面（表 45,図 3；Pared t-test）「実現できてい

る程度；ご家族評価」の下位尺度（2カテゴリー）得点の算出と平均値の比較 

 

（７）課題の検証（表 46,47；x²検定）下位尺度（2カテゴリー）を適用した予備調査

と本調査の「実現できている程度」、「実現したい程度」の欠損値の関連性 

 

第２章 調査研究結果（表７～47） 

 

I. 解析の主目的；生活状態項目の確定 

 

1. 基本属性の基礎統計（表７～10；Fisher's Exact Test・度数分布） 

 

1） 予備調査と本調査の回答者間の属性毎の関連性（予備調査 n=101,本調査 n=245） 

 問 2「調査票Ｂ ご家族回答 質問１・２の回答区分を教えて下さい」で有意差を

認め、本調査の方がご家族の自記が多かった。 

 その他の属性では有意差を認めなかった。 

※注）以降の解析では、問 1－2認知症のご本人、2－2ご家族の「回答内容は、全

体的に信憑性が」の「高い」かつ、問 9「調査対象ご本人とご家族の家族関係につ

いて、普段のモニタリングの様子から推測して教えて下さい」の「良」、「普通」の

みを対象とした（予備調査 n=58,本調査 n=139）。 

 

2） 問１~問 12 毎の属性傾向（予備調査 n=58,本調査 n=139） 

 問 2「調査票Ｂ ご家族回答 質問１・２の回答区分を教えて下さい」で有意差を認

め、本調査の方がご家族の自記が多かった。 

 問 10－1－２「精神的負担感 二群分け修正（軽度~なし、中度以上）」で有意差を認

め、本調査の方が中度以上が多かった。 

 その他の属性では有意差を認めなかった。 

 

2. 生活状態項目の基礎統計（表 11・12；度数分布） 

 

1） 予備調査と本調査の「実現できている程度」、「実現したい程度」毎の程度の高低分

類 

度数分布表は「高い」と「低い」の二群に分けた。（高い：「必ず必要」+「まあま

あ必要」、低い：「あまり必要ではない」+「必要ではない」）。 

本調査の認知症のご本人回答結果を「高い」の割合(%)で昇順に並び替えた。 

「実現できている程度」と「実現したい程度」の高低割合が、項目ごとに類似す

る傾向を示唆した。 

予備調査と本調査で 2区分が変化した項目は、「家の周りが片付いている」、「テレ

ビを見たり新聞を読んだりする」の 2項目であったが、2項目とも約 7割は「高い」

であった。 

 

2） 認知症のご本人の「実現したい程度」のニーズの高さによる分類；下位尺度の目安 

「実現したい程度」の「高い」割合の 80％以上と以下で 2区分した。 

※ 終的な 2カテゴリ―の区分と一致したため、以降の表記も 2区分で表記。 

※「ものごとに集中できる静かな環境がある」、「きれいで清潔な部屋で過ごす」

は予備調査後に除外した項目のため以降の解析結果の表記も下部に区分して表記し

た。 

 

3. 妥当性と信頼性の検証（表 13～31；Spearman 順位相関係数・Mann-Whitney U test） 

妥当性の検証；生活状態項目毎の一般化可能性の側面 
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「実現できている程度」、「実現したい程度」の生活状態項目毎の各属性との関連性（性

質・解釈の一貫性） 

 

 表 13；予備調査(n=58) 本調査（n=139）生活状態項目を「実現できている程度」及び

「実現したい程度」と「年齢」の関連性（Spearman 順位相関係数） 

予備調査介護支援専門員回答の「実現したい程度」の「家の周りが片付いている；

ρ=-,35」、「部屋になじみのものが置いてある；ρ=-,33」で中程度の負の相関を認め

た。 

本調査認知症のご本人回答の「実現したい程度」の「買い物をする機会がある；ρ

=-,21」で弱い負の相関を認めた。 

その他の項目と「実現できている程度」では有意な相関を認めなかった。 

 

 表 14；予備調査（n=58）生活状態項目を「実現したい程度」と「性別」の関連性（Mann–

Whitney U test） 

有意差を認めなかった。 

 

 表 15；予備調査(n=58)生活状態項目を「実現できている程度」と「性別」の関連性（Mann–

Whitney U test） 

有意差を認めなかった。 

 

 表 16；本調査（n=139）生活状態項目を「実現したい程度」と性別の関連性（Mann–Whitney 

U test） 

認知症のご本人の「家の外になじみの場所がある；r=.24，中央値＝男性 2.00，女性

3.00」で女性が高い、「いろいろな行事を楽しむ 例）誕生日、正月、花見、七夕、月

見、クリスマスなど；r=.22，中央値＝男性 3.00，女性 3.00」で中央値は同じで、有

意差を認め、いずれも効果量は小さかった。 

その他の項目では有意差を認めなかった。 

 表 17；予備調査（n=58）、本調査（n=139）生活状態項目を「実現できている程度」

及び「実現したい程度」と「要介護度」の関連性（Spearman 順位相関係数） 

予備調査「実現できている程度」の認知症のご本人とご家族の「買い物をする機会

がある；認知症のご本人ρ＝－.36，ご家族ρ＝－.39」と認知症のご本人の「部屋に

なじみのものが置いてあるρ＝－.36」、「夜ぐっすり眠れるρ＝－.37」で、中程度の

負の相関を認めた。 

予備調査「実現したい程度」認知症のご本人の「部屋になじみのものが置いてある

ρ＝－.34」と介護支援専門員の「心地よい部屋で過ごす 例）色彩、音、装飾、温

度、湿度、匂いなどρ＝－.45」、「夜ぐっすり眠れるρ＝－.41」で中程度の負の相関

を認めた。 

本調査「実現したい程度」認知症のご本人の「夜ぐっすり眠れるρ＝－.22」、介護

支援専門員の「家の外になじみの場所があるρ＝－.22」で弱い負の相関を認めた。 

その他の項目では有意な相関を認めなかった。 

 

 表 18；予備調査（n=58）、本調査（n=139）生活状態項目を「実現できている程度」及

び「実現したい程度」と「認知症高齢者の日常生活自立度」の関連性（Spearman 順位

相関係数） 

予備調査「実現できている程度」認知症のご本人の「自分で使えるお金をもってい

るρ＝－.39」で中程度の負の相関を、ご家族と介護支援専門員の「軽い運動をする（散

歩を含む）ご家族ρ＝－.38，介護支援専門員ρ＝－.34」の 2 者で中程度の負の相関

を認めた。 

予備調査「実現したい程度」認知症のご本人の「トイレに行くρ＝.33」で中程度の

正の相関を認めた。 

その他の項目では有意な相関を認めなかった。 
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 表 19；予備調査（n=58）、本調査（n=139）生活状態項目を「実現できている程度」及

び「実現したい程度」と「障害高齢者の日常生活自立度」の関連性（Spearman 順位相

関係数） 

予備調査「実現できている程度」認知症のご本人の「買い物をする機会があるρ＝

－.33」、「家の外になじみの場所があるρ＝－.36」で中程度の負の相関を、介護支援

専門員の「食事がおいしいρ＝.34」で中程度の正の相関を認めた。 

予備調査「実現したい程度」介護支援専門員の「部屋になじみのものが置いてある

ρ＝－.36」で中程度の負の相関を認めた。 

本調査「実現したい程度」の認知症のご本人の「買い物をする機会があるρ＝－.26」

介護支援専門員の「安全に外出し、帰宅できるρ＝－.25」で弱い負の相関を認めた。 

その他の項目では、有意な相関を認めなかった。 

 

 表 20；予備調査（n=58）生活状態項目を「実現したい程度」と「介護支援専門員が推

測したご家族の介護負担感（精神的負担感：軽度～なし・中度以上）」の関連性（Mann–

Whitney U test） 

有意差を認めなかった。 

 

 表 21；予備調査（n=58）生活状態項目を「実現できている程度」と「介護支援専門員

が推測したご家族の介護負担感（精神的負担感：軽度～なし・中度以上）」の関連性

（Mann–Whitney U test） 

ご家族、介護支援専門員の「選挙に行くなどの政治活動を行う；ご家族；r=.42，中

央値＝軽度～なし 3.00，中度以上 1.00, 介護支援専門員；r=.41，中央値＝軽度～な

し 4.00，中度以上 1.00」で 2者とも軽度～なしが高いで、有意差を認め、効果量は中

程度であった。 

   その他の項目では有意差を認めなかった。 

 

 表 22；本調査（n=139）生活状態項目を「実現したい程度」と「介護支援専門員が推測

したご家族の介護負担感（精神的負担感：軽度～なし・中度以上）」の関連性（Mann–

Whitney U test） 

介護支援専門員の「安全に外出し、帰宅できる；r=.21，中央値＝軽度～なし 3.00，

中度以上 4.00」で中度以上が高いで、有意差を認め、効果量は小さかった。 

       その他の項目では有意差を認めなかった。 

   

 表 23；予備調査（n=58）生活状態項目を「実現したい程度」と「介護支援専門員が推

測したご家族の介護負担感（身体的負担感：軽度～なし・中度以上）」の関連性（Mann–

Whitney U test） 

認知症のご本人の「心地よい部屋で過ごす 例）色彩、音、装飾、温度、湿度、匂い

など；r=.33，中央値＝軽度～なし 4.00，中度以上 3.00」で軽度～なしが高い、「きれ

いで清潔な部屋で過ごす；r=.36，中央値＝軽度～なし 4.00，中度以上 3.00」で軽度

～なしが高いで、有意差を認め、効果量は中程度であった。 

その他の項目では有意差を認めなかった。 

 

 表 24；予備調査（n=58）生活状態項目を「実現できている程度」と「介護支援専門員

が推測したご家族の介護負担感（身体的負担感：軽度～なし・中度以上）」の関連性

（Mann–Whitney U test） 

認知症のご本人の「趣味やレクリエーションなどたのしい活動をする 例）読書、音

楽鑑賞、旅行など；r=.35，中央値＝軽度～なし 3.00，中度以上 2.00」で軽度～なし

が高い、「心地よい部屋で過ごす 例）色彩、音、装飾、温度、湿度、匂いなど；r=.34，

中央値＝軽度～なし 4.00，中度以上 3.00」で軽度～なしが高い、「きれいで清潔な部

屋で過ごす；r=.36，中央値＝軽度～なし 4.00，中度以上 3.00」で軽度～なしが高い、
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認知症のご本人とご家族の「夜ぐっすり眠れる；認知症のご本人：r=.35，中央値＝軽

度～なし 4.00，中度以上 3.00，ご家族；r=.32，中央値＝軽度～なし 4.00，中度以上

3.00」で 2 者とも軽度～なしが高いで、有意差を認め、いずれも効果量は中程度であ

った。 

ご家族と介護支援専門員の「トイレに行く；ご家族：r=.37，中央値＝軽度～なし4.00，

中度以 3.00，介護支援専門員；r=.27，中央値＝軽度～なし 4.00，中度以上 3.50」で

2者とも軽度～なしが高いで、有意差を認め、効果量は小～中程度であった。 

 

 表 25；本調査（n=139）生活状態項目を「実現したい程度」と「介護支援専門員が推測

したご家族の介護負担感（身体的負担感：軽度～なし・中度以上）」の関連性（Mann–

Whitney U test） 

 有意差を認めなかった。 

 

 表 26；予備調査（n=58）生活状態項目を「実現したい程度」と「介護支援専門員が推

測したご家族の介護負担感（経済的負担感：軽度～なし・中度以上）」の関連性（Mann–

Whitney U test） 

ご家族の「部屋になじみのものが置いてある r=.43，中央値＝軽度～なし 4.00，中

度以上 3.00」で軽度～なしが高い、「家族や親戚、親しい人たちとのつながりが保たれ

ている r=.40，中央値＝軽度～なし 4.00，中度以上 3.00」で軽度～なしが高い、「物事

に集中できる静かな環境がある r=.37，中央値＝軽度～なし 4.00，中度以上 3.00」で

軽度～なしが高いで、有意差を認め、いずれも効果量は中程度であった。 

ご家族と介護支援専門員の「家の中に落ち着ける居場所がある；ご家族：r=.33，中

央値＝軽度～なし 4.00，中度以上 3.00，介護支援専門員：r=.39，中央値＝軽度～な

し 4.00，中度以上 3.00」で 2者とも軽度～なしが高い、「トイレに行く」の「ご家族：

r=.45，中央値＝軽度～なし 4.00，中度以上 3.00」で軽度～なしが高く，「介護支援専

門員；r=.28，中央値＝軽度～なし 4.00，中度以上 4.00」で中央値は同じ、「きれいで

清潔な部屋で過ごす；ご家族：r=.35，中央値＝軽度～なし 4.00，中度以上 3.00，介

護支援専門員；r=.38，中央値＝軽度～なし 4.00，中度以上 3.00」で 2 者とも軽度～

なしが高い、介護支援専門員の「心地よい部屋で過ごす 例）色彩、音、装飾、温度、

湿度、匂いなど；r=.41，中央値＝軽度～なし 4.00，中度以上 3.00」で軽度～なしが

高いで、有意差を認め、効果量は小～中程度であった。 

その他の項目では有意差を認めなかった。 

 

 表 27；予備調査（n=58）生活状態項目を「実現できている程度」と「介護支援専門員

が推測したご家族の介護負担感（経済的負担感：軽度～なし・中度以上）」の関連性

（Mann–Whitney U test） 

認知症のご本人の「家の周りが片付いている；r=.28，中央値＝軽度～なし 4.00，中

度以上 3.00」で軽度～なしが高いで、有意差認め、効果量は小さかった。 

認知症のご本人とご家族の「部屋になじみのものが置いてある；ご家族：r=.37，中

央値＝軽度～なし 4.00，中度以上 3.00，介護支援専門員；r=.41，中央値＝軽度～な

し 4.00，中度以上 3.00」で 2者とも軽度～なしが高い、「夜ぐっすり眠れる；ご家族：

r=.33，中央値＝軽度～なし 4.00，中度以上 3.00，介護支援専門員；r=.48，中央値＝

軽度～なし 4.00，中度以上 3.00」で 2者とも軽度～なしが高いで、有意差を認め、効

果量はいずれも中程度であった。 

介護支援専門員の「家の中に落ち着ける居場所がある；r=.38，中央値＝軽度～なし

4.00，中度以上 3.00」、「きれいで清潔な部屋で過ごす；r=.41，中央値＝軽度～なし

4.00，中度以上 3.00」、「物事に集中できる静かな環境がある；r=.34，中央値＝軽度～

なし 4.00，中度以上 3.00」で軽度～なしが高いで、有意差を認め、効果量は中程度で

あった。 

その他の項目では有意差を認めなかった。 
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 表 28；本調査（n=139）生活状態項目を「実現したい程度」と「介護支援専門員が推測

したご家族の介護負担感（経済的負担感：軽度～なし・中度以上）」の関連性（Mann–

Whitney U test） 

 有意差を認めなかった。 

 

 表 29；予備調査（n=58）生活状態項目を「実現したい程度」と「過去１か月の間の BPSD

（あり・なし）」の関連性（Mann–Whitney U test） 

認知症のご本人「トイレに行く；r=.33，中央値＝あり 4.00，なし 4.00」で中央値

は同じ、ご家族の「選挙に行くなどの政治活動を行う；r=.35，中央値＝あり 2.00，な

し 3.00」でなしが高いで、有意差を認め、効果量はいずれも中程度であった。 

その他の項目では有意差を認めなかった。 

 

 表 30；予備調査（n=58）生活状態項目を「実現できている程度」と「過去１か月の間

の BPSD（あり・なし）」の関連性（Mann–Whitney U test） 

ご家族・介護支援専門員の「選挙に行くなどの政治活動を行う；ご家族：r=.34，中

央値＝あり 1.00，なし 2.00，介護支援専門員：r=.41，中央値＝あり 1.00，なし 2.00」

で 2者ともなしが高いで、有意差を認め、効果量は中程度であった。 

介護支援専門員の「物事に集中できる静かな環境がある；r=.29，中央値＝あり3.00，

なし 4.00」でなしが高いで、有意差を認め、効果量は小さかった。 

その他の項目では有意差を認めなかった。 

 

 表 31；本調査（n=139）生活状態項目を「実現したい程度」と「過去１か月の間の BPSD

（あり・なし）」の関連性（Mann–Whitney U test） 

 有意差を認めなかった。 

 

4. 予備調査と本調査毎の「実現したい程度」の生活状態項目毎の評価者間（認知症のご本

人・ご家族・介護支援専門員）の判断一致度 

 

 表 32；予備調査（n=58） 本調査(n=139)生活状態項目を「認知症などの病気により自

分の考えをうまく伝えることが難しくなっても実現したい程度」と評価者間の判断一

致傾向（Spearman 順位相関係数） 

予備調査結果で有意な相関を認めなかった項目の中で、本調査でも同様に有意な相

関を認めなかった項目は、認知症のご本人と介護支援専門員の「トイレに行くρ＝.16」、

ご家族と介護支援専門員の「家の外になじみの場所があるρ＝.06」、「部屋になじみの

ものが置いてあるρ＝.19」の 3項目で、いずれも効果量は小さかった。 

本調査でのみ、有意な相関を認めなかったのは、認知症のご本人とご家族の「趣味

やレクリエーションなどたのしい活動をする 例）読書、音楽鑑賞、旅行などρ＝.18」、

認知症のご本人と介護支援専門員の「家族や親戚、親しい人たちとのつながりが保た

れているρ＝.19」、認知症のご本人とご家族・ご家族と介護支援専門員の「話を聞い

てくれる人がいる；2ペアともρ＝.16」であった。 

 

5. 「実現できている程度；高低 2 群」の評価者間（認知症のご本人・ご家族・介護支援専

門員）の判断一致度 

 

 表 33；予備調査（n=58）生活状態項目を「実現できている程度」（高・低二群）と評価

者間（認知症のご本人・ご家族・介護支援専門員）判断一致傾向（Cohen’s Kappa 係

数） 

認知症のご本人とご家族・認知症のご本人と介護支援専門員・ご家族と介護支援専

門員で 3ペアとも有意な一致係数を認めなかったのは、「地域の一員として社会参加す

る 例）地域の掃除等；κ＝－.12・.22・.13」であった。 

認知症のご本人とご家族・認知症のご本人と介護支援専門員の 2 ペアで有意な一致

17



 

係数を認めなかったのは、「話を聞いてくれる人がいるκ＝.09・.15」であった。認知

症のご本人と介護支援専門員・ご家族と介護支援専門員の 2 ペアで有意な一致係数を

認めなかったのは、「日中は適切で清潔な服に着替えるκ＝.19・.26」であった。 

その他に、有意な一致係数を認めなかったのは、認知症のご本人とご家族の「家の

外になじみの場所があるκ＝.25」、「軽い運動をする（散歩を含む）κ＝.29」、「お風

呂に入るκ＝.19」、認知症のご本人と介護支援専門員の「身だしなみを整えるκ＝.30」、

「健康的な食事ができるκ＝.13」、「食事がおいしいκ＝.24」、「夜ぐっすり眠れるκ

＝.08」であった。 

その他の項目は、有意な一致係数を認めた。 

 

6. 予備調査と本調査毎の「実現したい程度」の生活状態項目間の評価者内（認知症のご本

人・ご家族・介護支援専門員）の判断一致度（類似項目） 

 

 表 34；予備調査（n=58） 本調査（n=139 生活状態項目を「実現したい程度」の評価者

内の項目間判断類似傾向（Spearman 順位相関係数） 

予備調査で有意な項目間相関（ρ＝.70 以上）を認めたのは、認知症のご本人の「心

地よい部屋で過ごす 例）色彩、音、装飾、温度、湿度、匂いなど」、「家の中に落ち着

ける居場所がある」、「夜ぐっすり眠れる」、「きれいで清潔な部屋で過ごす」、「ものご

とに集中できる静かな環境がある」、ご家族の「部屋になじみのものが置いてある」、

「身だしなみを整える」、「日中は適切で清潔な服に着替える」「お風呂に入る」、「心地

よい部屋で過ごす 例）色彩、音、装飾、温度、湿度、匂いなど」、「健康的な食事がで

きる」、「家の中に落ち着ける居場所がある」、「食事がおいしい」、「家族や親戚、親し

い人たちとのつながりが保たれている」、「話を聞いてくれる人がいる」、「トイレに行

く」、「きれいで清潔な部屋で過ごす」、「ものごとに集中できる静かな環境がある」、介

護支援専門員の「身だしなみを整える」であった。 

予備調査では、その他に有意な項目間相関（ρ＝.70 以上）を認めなかった。 

予備調査と本調査ともに有意な項目間相関（ρ＝.70 以上）を認めたのは、介護支援

専門員の「身だしなみを整える」のみであった。 

本調査ではその他に有意な項目間相関（ρ＝.70 以上）を認めなかった。 

 

7. 予備調査と本調査間の「実現したい程度」の生活状態項目毎の評価者毎（認知症のご本

人・ご家族・介護支援専門員）の判断一致度（再テスト） 

 

 表 35；予備調査（n=58）本調査（n=139）生活状態項目を「実現したい程度」（再テス

ト：予備調査と本調査）の判断一致傾向（Mann–Whitney U test） 

認知症のご本人の「買い物をする機会がある；r=.19，中央値＝予備調査 3.00，本調

査 2.00」で予備調査が高い、ご家族の「心地よい部屋で過ごす 例）色彩、音、装飾、

温度、湿度、匂いなど；r=.14，中央値＝予備調査 3.00，本調査 4.00」で本調査が高

い、「健康的な食事ができる；r=.15，中央値＝予備調査 4.00，本調査 4.00」で中央値

は同じで、有意差を認め、効果量はいずれも小さかった。 

介護支援専門員の「家の周りが片付いている；r=.16，中央値＝予備調査 3.00，本調

査 3.00」、「健康的な食事ができる；r=.15，中央値＝予備調査 4.00，本調査 4.00」で

いずれも中央値は同じで、有意差を認め、効果量はいずれも小さかった。 

 

8. 予備調査の生活状態項目についての評価者毎（認知症のご本人・ご家族・介護支援専門

員）の自由記述 

 

 表 36；予備調査（n=58）；生活状態項目についての自由記述では、介護支援専門員の

「きれいで清潔な部屋で過ごす」、「心地よい部屋で過ごす 例）色彩、音、装飾、温

度、湿度、匂いなど」の類似性についての意見、「ものごとに集中できる静かな環境が

ある」と「家の中に落ち着ける居場所がある」の類似性についての意見などがあった。 
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9. 生活安定度；VAS の評価者間（認知症のご本人・ご家族・介護支援専門員）の関連性 

 

 表 37-1；予備調査（n=58）生活安定度（VAS）「現在、ご本人の生活の内容はどの程度

安定していますか」の評価者間（認知症のご本人・ご家族・介護支援専門員）の関連性

（Friedman 検定、Wilcoxon 符号付順位和検定、Spearman 順位相関係数 

「認知症のご本人とご家族」、「認知症のご本人と介護支援専門員」、「ご家族と介護

支援専門員」間では有意差を認めなかったが、3ペアそれぞれで中程度の正の相関を認

めた（ρ＞.42）。 

 

10. 精神的健康状態；WHO-5（認知症のご本人・ご家族）の関連性 

 

 表 37-２；予備調査（n=58）精神的健康状態（WHO-5）の認知症のご本人とご家族の関

連性（Wilcoxon 符号付順位和検定、Spearman 順位相関係数） 

有意差は認めなかったが、中程度の正の相関を認めた（ρ＝.52）。 

 

11. 生活安定度；VAS、精神的健康状態；WHO-5、生活の質；short QOL-D の関連性 

 

 表 37-3；予備調査（n=58）認知症のご本人の生活の質（short QOL-D）と精神的健康状

態（WHO-5；認知症のご本人とご家族）、生活安定度（VAS）「現在、ご本人の生活の内容

はどの程度安定していますか」の関連性（Spearman 順位相関係数） 

認知症のご本人の生活安定度（VAS）と生活の質（short QOL-D）で有意な相関を認

めなかったが、その他のすべてのペアで軽～中程度の正の相関を認めた（ρ＞.37）。 

 

12. 「実現できている程度」の評価者毎（認知症のご本人・ご家族・介護支援専門員）と生

活安定度；VAS（認知症のご本人・ご家族・介護支援専門員）の関連性 

 

 表 38；予備調査（n=58）生活状態項目を「介護保険サービスやご家族等の支援をうけ

ながら実現できている程度」と生活安定度（VAS）「現在、ご本人の生活の内容はどの

程度安定していますか」の関連性（Spearman 順位相関係数） 

認知症のご本人の「実現できている程度」と認知症のご本人・ご家族・介護支援専

門員のいずれかの VAS で有意な相関を認めたのは、「日中は適切で清潔な服に着替え

る」、「心地よい部屋で過ごす 例）色彩、音、装飾、温度、湿度、匂いなど」「きれい

で清潔な部屋で過ごす」、「ものごとに集中できる静かな環境がある」であった（ρ

＞.33）。 

ご家族の「実現できている程度」と認知症のご本人・ご家族・介護支援専門員のい

ずれかの VAS で有意な相関を認めなかったのは、「地域の一員として社会参加する 例）

地域の掃除等」、「買い物をする機会がある」、「家の外になじみの場所がある」、「自分

で使えるお金をもっている」、「趣味やレクリエーションなどたのしい活動をする  例）

読書、音楽鑑賞、旅行など」、「安全に外出し、帰宅できる」の 6 項目で、その他の項

目は 3者のいずれかの VAS で有意な相関を認めた（ρ＞.34）。 

介護支援専門員の「実現できている程度」と認知症のご本人・ご家族・介護支援専

門員のいずれかの VAS で有意な相関を認めなかったのは、「買い物をする機会がある」、

「家の外になじみの場所がある」、「自分で使えるお金をもっている」、「いろいろな行

事を楽しむ 例）誕生日、正月、花見、七夕、月見、クリスマスなど」、「趣味やレクリ

エーションなどたのしい活動をする  例）読書、音楽鑑賞、旅行など」、「安全に外出

し、帰宅できる」、「身だしなみを整える」、「テレビを見たり新聞を読んだりする」、「健

康的な食事ができる」、「家の中に落ち着ける居場所がある」、「話を聞いてくれる人が

いる」、「トイレに行く」の 12 項目で、その他の項目は 3者のいずれかの VAS で有意な

相関を認めた（ρ＞.33）。 
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13. 「実現できている程度」の評価者毎（認知症のご本人・ご家族・介護支援専門員）と精

神的健康状態；WHO-5（認知症のご本人・ご家族）の関連性 

 

 表 39；予備調査（n=58）生活状態項目を「介護保険サービスやご家族等の支援をうけ

ながら実現できている程度」と精神的健康状態（WHO5；認知症のご本人・ご家族）の関

連性（Spearman 順位相関係数） 

認知症のご本人の「実現できている程度」と認知症のご本人の精神的健康状態（WHO-

5）で有意な相関を認めなかったのは、「地域の一員として社会参加する 例）地域の掃

除等」、「買い物をする機会がある」、「家の外になじみの場所がある」、「自分で使える

お金をもっている」、「部屋になじみのものが置いてある」、「お風呂に入る」、「家族や

親戚、親しい人たちとのつながりが保たれている」「話を聞いてくれる人がいる」、「ト

イレに行く」で、その他の項目は有意な相関を認めた（ρ＞.34）。 

認知症のご本人の「実現できている程度」とご家族の精神的健康状態（WHO-５）で

有意な相関を認めたのは、「ものごとに集中できる静かな環境がある」のみであった。 

その他の項目では有意な相関を認めなかった。 

ご家族の「実現できている程度」と認知症のご本人の精神的健康状態で有意な相関

を認めなかったのは、「地域の一員として社会参加する 例）地域の掃除等」、「買い物

をする機会がある」、「家の外になじみの場所がある」、「自分で使えるお金をもってい

る」、「趣味やレクリエーションなどたのしい活動をする 例）読書、音楽鑑賞、旅行

など」、「家の中に落ち着ける居場所がある」「ものごとに集中できる静かな環境がある」

で、その他の項目では有意な相関を認めた（ρ＞.30）。 

ご家族の「実現できている程度」とご家族の精神的健康状態で有意な相関を認めた

のは、「いろいろな行事を楽しむ  例）誕生日、正月、花見、七夕、月見、クリスマス

など」、「軽い運動をする（散歩を含む）」、「心地よい部屋で過ごす 例）色彩、音、装

飾、温度、湿度、匂いなど」、「夜ぐっすり眠れる」、「家族や親戚、親しい人たちとのつ

ながりが保たれている」、「話を聞いてくれる人がいる」、「きれいで清潔な部屋で過ご

す」、「ものごとに集中できる静かな環境がある」であった（ρ＞.30）。その他の項目

では有意な相関を認めなかった。 

介護支援専門員の「実現できている程度」と認知症のご本人の精神的健康状態で有

意な相関を認めたのは、「家族や周りの人の役に立つことをしている」、「家の周りが片

付いてる」、「いろいろな行事を楽しむ  例）誕生日、正月、花見、七夕、月見、クリ

スマスなど」、「軽い運動をする（散歩を含む）」、「安全に外出し、帰宅できる」、「日中

は適切で清潔な服に着替える」、「お風呂に入る」、「心地よい部屋で過ごす 例）色彩、

音、装飾、温度、湿度、匂いなど」、「食事がおいしい」、「夜ぐっすり眠れる」、「話を聞

いてくれる人がいる」、「トイレに行く」、「ものごとに集中できる静かな環境がある」

であった（ρ＞.30）。その他の項目は有意な相関を認めなかった。 

介護支援専門員の「実現できている程度」とご家族の精神的健康状態で有意な相関

を認めたのは、「地域の一員として社会参加する 例）地域の掃除等」、「部屋になじみ

のものが置いてある」、「心地よい部屋で過ごす 例）色彩、音、装飾、温度、湿度、匂

いなど」、「家の中に落ち着ける居場所がある」、「夜ぐっすり眠れる」、「家族や親戚、

親しい人たちとのつながりが保たれている」、「ものごとに集中できる静かな環境があ

る」であった（ρ＞.31）。その他の項目では有意な相関を認めなかった。 

 

14. 「実現できている程度」の評価者毎（認知症のご本人・ご家族・介護支援専門員）と生

活の質；short QOL-D の関連性 

 

 表 40；予備調査（n=58）生活状態項目を「実現できている程度」と生活の質（short 

QOL-D）の関連性（Spearman 順位相関係数） 

認知症のご本人の「実現できている程度」と生活の質（QOL-D）で有意な相関を認め

たのは、「選挙に行くなどの政治活動を行う」のみであった（ρ＝.38）。その他は有意

な相関を認めなかった。 
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ご家族の「実現できている程度」と生活の質（QOL-D）で有意な相関を認めたのは、

「地域の一員として社会参加する」、「軽い運動をする」、「食事がおいしい」、「話を聞

いてくれる人がいる」の合計点（ρ＞.33）、「選挙に行くなどの政治活動を行う」、「家

の外になじみの場所がある」、「家族や周りの人の役に立つことをしている」、「いろい

ろな行事を楽しむ 例）誕生日、正月、花見、七夕、月見、クリスマスなど」、「趣味や

レクリエーションなどたのしい活動をする 例）読書、音楽鑑賞、旅行など」の陽性点

と合計点であった（ρ＞.43）。その他の項目では有意な相関を認めなかった。 

介護支援専門員の「実現できている程度」と生活の質（QOL-D）で有意な相関を認め

たのは、「家族や周りの人の役に立つことをしている」、「話を聞いてくれる人がいる」

の合計点（ρ＝.38）、「趣味やレクリエーションなどたのしい活動をする 例）読書、

音楽鑑賞、旅行など」の陽性点と合計点であった（ρ＞.43）。その他の項目では有意

な相関を認めなかった。 

 

 

II. 解析の主目的；生活安寧指標の確定 

 

15. 本調査の生活状態項目を「実現したい程度」の評価者毎（認知症のご本人・ご家族）と

二者間の共通因子（下位尺度）構造 

 

 表 41；本調査(n=139)生活状態項目を「認知症などの病気により自分の考えをうまく伝

えることが難しくなっても実現したい程度；認知症のご本人・ご家族評価」の因子分

析による二カテゴリー（因子抽出法: 尤法、回転法: Kaiser の正規化を伴うプロマ

ックス法） 

認知症のご本人・ご家族ともモデル適合度（ｘ²；p＝.011・＜.001）が高いとは言え

ないが、Kaiser-Meyer-Olkin の標本妥当性（.80・.85）および Bartlett の球面性検

定（共に p＜.001）は担保されていた。 

認知症のご本人の 6 因子とご家族の 2 因子を抽出し、認知症のご本人の 1,2 因子と

3～6因子の 2区分とご家族の 2因子で共通傾向のある 2カテゴリー構成を認めた。な

お、この２カテゴリーは認知症のご本人が「実現したい程度」が「高い」の割合で二区

分（８０％以上；１３項目カテゴリー、８０％以下１１項目カテゴリー）した結果と

一致した（表１１）。 

13 項目カテゴリー；「家の中に落ち着ける居場所がある」、「家族や親戚、親しい人た

ちとのつながりが保たれている」、「部屋になじみのものが置いてある」、「心地よい部

屋で過ごす 例）色彩、音、装飾、温度、湿度、匂いなど」、「テレビを見たり新聞を読

んだりする」、「夜ぐっすり眠れる」、「話を聞いてくれる人がいる」、「食事がおいしい」、

「お風呂に入る」、「身だしなみを整える」、「日中は適切で清潔な服に着替える」、「健

康的な食事ができる」、「トイレに行く」。 

11項目カテゴリー；「買い物をする機会がある」、「自分で使えるお金をもっている」、

「趣味やレクリエーションなどたのしい活動をする  例）読書、音楽鑑賞、旅行など」、

「いろいろな行事を楽しむ  例）誕生日、正月、花見、七夕、月見、クリスマスなど」、

「家の外になじみの場所がある」、「家の周りが片付いている」、「地域の一員として社

会参加する 例）地域の掃除等」、「選挙に行くなどの政治活動を行う」、「家族や周りの

人の役に立つことをしている」、「安全に外出し、帰宅できる」、「軽い運動をする（散

歩を含む）」。 

 

16. 確定した下位尺度（2カテゴリー）に基づいた「実現できている程度；ご家族評価」の一

貫性 

注）下位尺度の検証は予備調査の「実現できている程度」に因子分析で確定した 2 カ

テゴリー構造を適用 

 

 表 42；予備調査(n=58)生活状態項目を「実現できている程度；ご家族評価」の基礎統
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計量と生活安寧指標（２カテゴリー）の信頼性検討（Cronbach α） 

13 項目カテゴリー；α係数＝.86、11 項目カテゴリー；α係数＝.81 であった。2カ

テゴリ―とも項目を削除した場合のα係数が.01 以上高まる項目はなかった。 

 

17. 「実現できている程度；ご家族評価」の下位尺度（2カテゴリー）毎と基本属性の関連性

（性質・解釈の一貫性） 

 

 表 43-1；予備調査(n=58)生活状態項目を「介護保険サービスやご家族等の支援をうけ

ながら実現できている程度;ご家族評価」の 2カテゴリー（13項目平均と 11項目平均）

と属性（性別・BPSD・介護負担感）の関連性（Mann–Whitney U test） 

13 項目カテゴリー・11 項目カテゴリーとも「性別」、「BPSD」、「精神的介護負担」、

「身体的介護負担」では有意差を認めなかった。 

「経済的介護負担」では 2 カテゴリーそれぞれで有意差を認め、効果量は 2 カテゴ

リーともに小さかった（ｒ＜.04）。 

 

 表 43-2 予備調査(n=58)生活状態項目を「介護保険サービスやご家族等の支援をうけな

がら実現できている程度；ご家族評価」の 1３項目平均と 1１項目平均と属性（要介護

度・認知症高齢者の日常生活自立度・障害高齢者の日常生活自立度）の関連性（Spearman

順位相関係数） 

有意な相関を認めなかった。 

 

18. 「実現できている程度；ご家族評価」の下位尺度（2カテゴリー）毎の生活安定度；VAS、

精神的健康状態；WHO-5、生活の質；short QOL-D の関連性 

 

 表 44；予備調査(n=58)生活状態項目を「実現できている程度；ご家族評価」の 13 項目

カテゴリー合計と 11 項目カテゴリー合計と生活安寧状態（生活安定度；VAS、精神的

健康状態；WHO-5、生活の質；short QOL-D）の関連性（Spearman 順位相関係数） 

認知症のご本人・ご家族・介護支援専門員の生活安定度（VAS）はともに 13 項目カ

テゴリーと中程度の正の相関を認めた（ρ＞.46）が、11 項目カテゴリーとは有意な相

関を認めなかった。認知症のご本人・ご家族の精神的健康状態（WHO-5）は 13 項目カ

テゴリー・11 項目カテゴリ―ともそれぞれ中程度の正の相関を認めた（ρ＞.35）。生

活の質（short QOL-D；総合計と陽性項目合計）は 11 項目カテゴリ―と中程度の正の

相関を認めたが（ρ＞.56）、13 項目カテゴリーでは有意な相関を認めなかった。 

 

19. 「実現できている程度；ご家族評価」の下位尺度（2カテゴリー）、生活安定度；VAS（認

知症のご本人）、精神的健康状態；WHO-5（認知症のご本人・ご家族）、生活の質；short 

QOL-D の関連性（構造と影響） 

 

 図２；予備調査(n=58)生活状態項目を「介護保険サービスやご家族等の支援をうけな

がら実現できている程度；ご家族評価」の 11 項目カテゴリー（合計）と 13 項目カテ

ゴリー（合計）と生活安定度；VAS、精神的健康状態；WHO-5、生活の質；short QOL-Ｄ

のパス図 

13 項目カテゴリーからご本人の生活安定度（VAS）への関連（ｒ＝.64，ｐ＜.001；

R²＝.41，ｐ＜.001）と 13 項目カテゴリーが 11 項目カテゴリーを経て（ｒ＝.58，ｐ

＜.001；R²＝.34，ｐ＜.001）、生活の質（short-QOL-D）への関連（ｒ＝.56，ｐ＜.001；

R²＝.31，ｐ＜.001）が、いずれもご本人の精神的健康状態（WHO-5）に関連（VAS:ｒ

＝.52，ｐ＜.001 / short QOL-D:ｒ＝.41，ｐ＜.001；R²＝.53，ｐ＜.001）し、さら

に、ご家族の精神的健康状態（WHO-5）に関連（ｒ＝.64，ｐ＜.001；R²＝.41，ｐ＜.001）

する適合度の高いモデルを抽出した（n=33,  x²=4.53,  df= 9,  p= .87,  CFI= 1.00,  

RMSEA= .000,  AIC= 40.53）。 
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20. 「実現できている程度；ご家族評価」の下位尺度（2カテゴリー）得点の算出と平均値の

比較 

 

 表 45、図 3；予備調査(n=58)生活状態項目を「介護保険サービスやご家族等の支援を

うけながら実現できている程度；ご家族評価」の 13 項目合計(平均 )と 11 項目合計

（平均）の比較（Paired t-test） 

13 項目カテゴリー平均；3.35、11 項目カテゴリー平均；2.45 で有意差を認めた（t

＝9.72，df＝34，p＜.001，r＝.86，95％CI；.72－1.09）。 

 

21. 下位尺度（2カテゴリー）を適用した予備調査と本調査の「実現できている程度」、「実現

したい程度」の欠損値の関連性 

 

 表 46；予備調査（n=58）本調査（n=139）生活状態項目を「認知症などの病気により自

分の考えをうまく伝えることが難しくなっても実現したい程度」の 13 項目と 11 項目

の欠損値の関連性（x²検定） 

本調査 13 項目カテゴリーと 11 項目カテゴリー、予備調査と本調査の 13 項目カテゴ

リー間、と 11 項目カテゴリー間のそれぞれで有意差を認めた（p＜.05）。 

 

 表 47；予備調査（n=58）生活状態項目を「介護保険サービスやご家族等の支援をうけ

ながら実現できている程度」の 11 項目と 13 項目の欠損値の関連性（Fisher's Exact 

Test） 

13 項目カテゴリーと 11 項目カテゴリー間で有意差を認めた（ｐ＝.006）。 
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第３章 認知症施策のアウトカムとしての認知症のご本人やご家族の生活安寧指標 

 

本研究結果に基づき、「認知症のご本人やご家族の生活安寧指標」全 24 項目（2カテゴリー；

13 項目カテゴリー・11 項目カテゴリー）を確定した。 

 

1. 先行研究調査 

安寧の定義・概念および認知症の人の「安寧」に関する評価尺度の定義を調査した結果、

辞書・辞典による「安寧」の定義・概念は一般の国内辞典・辞書では「より静的な場の状

態」を、医療介護福祉辞典・辞書では「健康概念に関する個人の良好な質的状態」を含意

していると考えられた。認知症の人の「安寧」の評価尺度は見当たらなかった。一般の人

を対象とした「安寧感」の指標は国外近似概念の既存尺度を邦訳して代用したものがあっ

たが当該研究目的と合致する尺度は見当たらなかった。 

 

2. 研究過程 

認知症のご本人やご家族の視点をより正確に把握することを重視した。認知症が重度に

なった時の認知症のご本人は、「安寧な生活」を自ら語り、図ることができづらいと推察し、

当該研究では調査協力介護支援専門員が「ほぼ正確に自らの意思を表明できる」と認めた

認知症のご本人の回答をもって、推察のもと調査研究を遂行した。 

 

3. 生活状態項目の原案 

認知症のご本人やご家族の視点に立ち、「認知症などの病気により自分の考えをうまく伝

えることが難しくなっても介護保険サービスやご家族の支援を受けながら実現したい生活

状態」として、生活実感を表した生活項目・表現が適切と考え 26 項目の原案を作成した。 

 

4. 調査 

予備調査と本調査を実施した。予備調査では生活状態項目を確定するため、生活状態項

目 26 項目に関する設問と、信頼性と妥当性の検証に必要な属性、外的指標（生活の質など）

を調査した。本調査では、確定した生活状態項目 24 項目からなる生活安寧指標としての構

造的側面を確定させ、信頼性と妥当性を検証するために必要な、生活状態項目 24 項目と、

属性についての設問を調査した。 

 

5. 解析 

予備調査結果では、主目的を生活状態項目の確定とし、基本属性の基礎統計、生活状態

項目の基礎統計、妥当性と信頼性の検証を実施した。本調査結果では、主目的を生活安寧

指標の確定とし、構造的側面についての妥当性と信頼性の検証を実施した。 

生活状態項目の確定のための解析に際しては、主に認知症のご本人やご家族が「実現し

たい程度」を基本とした。 

 

 

6. 解析結果 

 

1） 生活状態項目 2６項目毎の信頼性と妥当性及び、項目の過不足の検証 

 

「実現したい程度」の評価者内（認知症のご本人とご家族毎）の項目間判断類似傾向

において、「きれいで清潔な部屋で過ごす」、「ものごとに集中できる静かな環境がある」

で、数個の他項目間との強い相関を認めた。また、生活状態項目についての自由記述に

おいて、「きれいで清潔な部屋で過ごす」、「心地よい部屋で過ごす 例）色彩、音、装飾、

温度、湿度、匂いなど」の類似性についての意見、「ものごとに集中できる静かな環境が

ある」と「家の中に落ち着ける居場所がある」の類似性についての意見などがあったこ

とから、「きれいで清潔な部屋で過ごす」、「ものごとに集中できる静かな環境がある」の

２項目を削除した。 
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2） 生活状態項目 24 項目毎の信頼性と妥当性の検証 

 

「実現したい程度」について、各属性で有意差を認めた項目もあったが、「１できてい

る・２まあまあできている・３あまりできていない・４できていない」、「１必ず必要・

２まあまあ必要・３あまり必要ではない・４必要ではない」各 4 段階の回答で、判断の

基準が逆転する２以下が 3 以上となるような有意差は概ね認めなかった。ごく少数の解

析結果の項目で、有意差を認めた場合も、その効果量は小さかった。相関についても、

属性による有意な負の影響を示唆する解析結果は概ね認めなかった。ごく少数の解析結

果で、負の影響を示唆する相関傾向を認めた場合も、その効果量は小さかった。 

「実現したい程度」の評価者間（認知症のご本人・ご家族・介護支援専門員）と再テス

トの一致性の検証結果では概ね有意差は認めなかった。ごく少数の解析結果で、有意差

や低い一致性を示唆した相関傾向を認めた場合も、その効果量は小さかった。  

「実現できている程度」の評価者間（認知症のご本人・ご家族・介護支援専門員）の判

断一致傾向では、3 者とも低い一致係数を認めたのは「地域の一員として社会参加する 

例；地域の掃除等」のみであった。低い一致係数は認知症のご本人・ご家族では５項目、

認知症のご本人・介護支援専門員では７項目、ご家族・介護支援専門員では２項目であ

った。その他の１４項目は３者とも高い判断一致係数であった。 

「実現できている程度」とご本人の生活安定度（VAS）・精神的健康状態（WHO-5）・生活

の質（short-QOL-D）の関連では、個々の項目では相関の有意性にばらつきを認めたが、

下位尺度とした２カテゴリー（13 項目カテゴリー・11 項目カテゴリー）毎の群内の項目

については有意な関連特性の群傾向を示唆した。 

     

3） 生活安寧指標の構造的側面の信頼性と妥当性の検証 

 

認知症のご本人の「実現したい程度」の「高い」の度数分布で 80％以上と以下の 2区

分かつ、「認知症のご本人とご家族」の「実現したい程度」の因子分析の結果と一致した

2 カテゴリー（13 項目カテゴリー・11 項目カテゴリー）を抽出した。また、2 カテゴリ

ー毎の信頼性と妥当性を検証して生活安寧指標の下位尺度として確定した。 

2 カテゴリー（13 項目カテゴリー平均と 11 項目カテゴリー平均）と属性（性別・BPSD・

介護負担感）の関連性では、2カテゴリーとも「性別」・「BPSD」・「精神的介護負担」・「身

体的介護負担」では有意差を認めなかった。「経済的介護負担」では 2カテゴリーそれぞ

れで有意差を認めたが効果量は小さかった。また、2カテゴリーと属性（要介護度・認知

症高齢者の日常生活自立度・障害高齢者の日常生活自立度）の関連性では有意な相関を

認めなかった。 

2 カテゴリーの下位尺度構造と「生活安寧」の関連については、13 項目から認知症の

ご本人の生活安定度（VAS）への関連と 13 項目が 11 項目を経て生活の質（short-QOL-D）

への関連が、いずれも認知症のご本人の精神的健康状態（WHO-5）に関連し、さらに、ご

家族の精神的健康状態（WHO-5）に関連する適合度の高いモデルを抽出した。 

「実現できている程度」の 2 カテゴリー平均値の比較では有意差を認め、認知症のご

本人の生活の安定度により関連する 13 項目カテゴリーよりも、生活の質により関連する

11 項目カテゴリーの方が低かった。 

予備調査と本調査を通じた欠損値の関連では、設問項目の多かった予備調査の方が本

調査よりも多い傾向を認めた。また、ご本人の生活の安定度により関連する 13 項目カテ

ゴリーよりも、生活の質により関連する 11 項目カテゴリーの方が多い傾向を認めた。 
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第４章 考察 

 

  本研究は平成 30 年度厚生労働省老人保健健康増進等事業「認知症施策のアウトカムとしての

認知症のご本人やご家族の視点を重視した評価指標の確立に関する研究」として、認知症のご

本人やご家族の「生活安寧状態」を定量的に評価するための指標を開発するため、12 名の有識

者で構成した研究委員会、全国の介護支援専門員による認知症のご本人とご家族と介護支援専

門員自身が回答するアンケート調査を実施し、「認知症のご本人やご家族の生活安寧指標；2カ

テゴリー全 24 生活状態項目」を開発した。 

 

1. 研究過程 

介護支援専門員の判断で「ご本人」と「ご家族」回答内容の「信憑性が高い」及び「家族

関係が普通から良」の結果のみを用いたことで、認知症のご本人やご家族の視点をより正

確に把握して指標に反映することができたと考える。 

 

2. 生活状態項目 

当該指標の活用目的として、全国どの地域においても使用できる指標を想定しているこ

とを踏まえ、より平準化したものを作成したが、生活実感の多様性（習慣、価値観、趣味・

趣向等、個性、地域特性など）を専門家で議論し、カテゴライズするなどの表現の工夫に

より、平準化を担保しながらも、より具体的な生活実感を表現した項目とすることができ

たと考える。 

 

3. 生活安寧指標 

構造的側面については、認知症のご本人の視点を反映した「実現したい程度」の「高い」

の度数分布の 80％以上と以下の２区分かつ、ご家族の視点を反映した回答結果とも共通し

た 2 区分として解釈可能な下位尺度 2 カテゴリー（13 項目カテゴリー・11 項目カテゴリ

ー）を確定したことから、認知症のご本人やご家族の視点を反映した指標の構造とするこ

とができたと考える。 

 

4. 生活状態項目毎の信頼性と妥当性 

「実現したい程度」の属性との関連、評価者間（認知症のご本人・ご家族・介護支援専

門員）の判断一致傾向では、概ね有意差は認めず、少数の項目で有意差や、一致度の低さ

を示唆する相関傾向を認めた場合も、その効果量は小さかった。このことから、生活状態

項目の信頼性；一般化可能性を担保することができたと考える。 

また、「実現できている程度」の評価者間（認知症のご本人・ご家族・介護支援専門員）

の判断一致傾向でも、概ね有意差は認めず、少数の項目で有意差や、一致度の低さを示唆

する相関傾向を認めた場合も、その効果量は小さかった。このことから、指標としての生

活状態項目の信頼性；一般化可能性を担保することができたと考える。さらに、「実現でき

ている程度」と属性の関連では、効果量が中程度で、有意差や相関傾向を認めた項目もあ

ったことから、指標としての感度を担保できたと考える。 

 

5. 生活安寧度と下位尺度との関連性 

13 項目カテゴリーから認知症のご本人の生活安定度（VAS）への関連と 13 項目カテゴリ

ーが 11 項目カテゴリーを経て生活の質（short-QOL-D）への関連が、いずれも認知症のご

本人の精神的健康状態（WHO-5）に関連し、さらに、ご家族の精神的健康状態（WHO-5）に関

連したことから、当該研究で仮定した生活の安寧に寄与する生活状態項目モデルを抽出で

きたと考える。このことから、当該指標の生活状態項目及び、下位尺度 2 カテゴリー（13

項目カテゴリー・11 項目カテゴリー）の信頼性と妥当性を担保できたと考える。 
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第５章 今後の課題 

 

1. 欠損値 

予備調査と本調査を通じた生活状態項目の欠損値の関連では、設問項目の多かった予備

調査の方が本調査よりも多い傾向を認め、また、ご本人の生活の安定度により関連する 13

項目カテゴリーよりも、生活の質により関連する 11 項目カテゴリーの方が多い傾向を認め

た。 

  外的指標や属性などの調査量の多さの影響を示唆しており、活用の際に 1 枚の用紙とな

れば欠損値が減少することが推察できる。一方、ご本人の生活の安定度により関連する 13

項目カテゴリーよりも、生活の質により関連する 11 項目カテゴリーの方が多かった点につ

いて、２カテゴリー毎の項目内容と「実現できている程度」の度数分布などの傾向から推

察すると、現在、「実現できている程度」が「実現したい程度」に影響を与えている可能性

を示唆していると推察できる。特に、生活の質により関連する 11 項目カテゴリーは、13 項

目カテゴリーよりも「実現できている程度」の平均値が有意に低く、現在「実現できてい

る程度」が低いことが、選択を困難にした結果「欠損値」として現れている可能性が考え

られる。また、11 項目カテゴリーの項目内容から推察すると、現在進行形の認知症施策と

連動し、環境やフォーマルサービスやインフォーマル・サポートの充実していく過程の影

響をうけながら「実現できている程度」を変遷させていくものと推察される。当該指標は、

認知症のご本人とご家族の信憑性の高い回答、かつ家族関係が良好とされた回答結果を用

いたことや、認知症のご本人とご家族では「実現したい程度」が高くなかった項目も、介

護支援専門員が「実現したい程度」が高かった場合や、「実現できている程度」と生活の質

などで正の相関があった場合などの根拠を含めて作成されており、目標的視点も含んでい

ると考えられる。 

当該指標の活用における長期過程で、属性や欠損値も含めて解析することで認知症施策

のアウトカムとして有益な情報を得ることが期待される。 

 

2. 今後の活用に向けて 

当該指標は、認知症施策のアウトカム指標として、自治体によるニーズ調査や地域間の

比較などマクロな視点での活用を想定して開発された。認知症のご本人やご家族の視点を

重視し、平準化しているができるだけ具体性のある生活実態を表現した当該指標は、生活

安寧度の地域内や地域間の実態把握や、その結果を踏まえて、どのような点を充実するの

かについての一助となりうること。また、施策の成果としての経過や効果を把握し、事業

計画などにおいて認知症のご本人やご家族の視点を重視した具体的な対策案を検討する際

の一助となることも期待される。今後、活用の知見が増え検証を継続し、属性やＡＤＬや

ＩＡＤＬなどとの関連性を検証することで、個人レベルでのケアの指標としての活用にも

つながる可能性が考えられる。 

今後は、まず、マクロな視点での活用のための検討が必要である。具体的には、生活状

態項目を実現する視点で必要となる、項目毎の構成要素についての知見などが考えられる。 

 

 

第６章 まとめ 

 

当該研究では、認知症のご本人やご家族が「認知症などの病気により自分の考えをうまく伝

えることが難しくなっても介護保険サービスやご家族の支援を受けながら実現したい生活状態」

に基づく、「認知症のご本人やご家族の生活安寧指標」を作成した。今後は、まず、地域レベル

での活用方法について検証する。 
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参考資料１（資料１） 

 

資料１；先行研究・参考文献調査結果 

 

I. 安寧の定義・概念 

 

1. 辞典・辞書を用いた調査方法 

国内の一般的な国語及び医療介護福祉関係の辞書・辞典に記載されている「安寧」の

定義・概念を調査した。合計 25 冊の辞書・辞典を調査対象とした。対象の辞書・辞典は

広辞苑：第七版、大辞林：第三版三省堂、大辞泉：第三版小学館大辞泉編集部、三省堂国

語辞典：第七版三省堂、日本国語大辞典：第一版小学館、医学大辞典：第 2版医学書院、

和英医学用語大辞典：日外アソシエーツ、南山堂医学大辞典：南山堂、精神医学辞典新

版：弘文堂、看護大辞典：第 2 版医学書院、看護学学習辞典：第 3 版学習研究社、看護

学辞典：日本看護協会出版社、看護学大辞典：第 6 版メヂカルフレンド社、現代社会福

祉辞典：有斐閣、社会学辞典：弘文堂、社会福祉辞典：弘文堂、社会福祉学辞典：丸善出

版、社会福祉用語辞典：ミネルヴァ書房、介護福祉用語辞典：七訂中央法規出版、介護

福祉用語辞典：ミネルヴァ書房、実用介護辞典：講談社、ケアマネジメント用語辞典：

ミネルヴァ書房、ストレス百科事典：丸善出版・日本ストレス学会、エイジング大辞典：

早稲田大学出版部、生命倫理辞典[新版増補]：太陽出版とした。 

 

2. 調査結果：一般の国語辞書・辞典（医療介護福祉関係以外） 

広辞苑（第七版岩波書店）：「世の中が穏やかで平和なこと。安泰」、大辞林(第三版三

省堂)：「世の中が平穏無事なこと」、三省堂国語辞典：「世の中が静かで事件が起こらな

いこと」、大辞泉（第 2版小学館大辞泉編集部）：「無事でやすらかなこと。特に、世の中

が穏やかで安定していること」、日本国語大辞典（第一版小学館）：「穏やかにおさまり、

異変、不安などがないこと。また、そのさま。安泰。平穏」。 

 

3. 調査結果：医療介護福祉関係の辞書・辞典 

介護福祉用語辞典（七訂中央法規出版）：ウェルビーイングは 1946 年に世界保健機構

（World Health Organization=WHO）の草案の中に初めて登場したとされる。「健康とは

身体的、精神的及び社会的に良好な状態（well-being）であって、単に病気でないとか、

虚弱でないということではない」。このウェルビーイングを「安寧」「良好な状態」「福祉」

などと訳して用いられるようになってきた。ウェルビーイングは、「個人の尊重」、「自己

実現」という意味で用いられるようになってきており、近年ではウェルフェア（welfare）

よりも「個人の尊重」を重視しているという見方もある。 

医学大辞典(第二版医学書院)：「安寧＝ウェルビーイング」とされ健康概念と関連し、

人間全体として良好・快適な状態、安寧な状態、もしくは健やかな生き方を意味する。

WHO 憲章前文中の健康の定義、「健康とは、ただ疾病や傷病がないだけでなく、身体的、

精神的ならびに社会的に完全に良好な状態（well-being）である」に表現されている。

良好な状態とは、①気持ちの良い、②愉快な、③心配事のない、④安楽な状態であり、

身体的、精神的、社会的に三者の間のバランスがとれ、すなわち個々人がさまざまな生

活の場でうまく適応し、自己実現が図られている状態を指す。 

看護大辞典(第二版医学書院)：「安寧＝ウェルビーイング」とされ「①その人にとって

幸福や満足を感じているよりよい状態。ウェルビーイング（安寧）であるかどうか、つ

まり幸福の達成度や生活の満足度は、その人によって定義される。②看護ケアを評価す

る具体的尺度を提供する看護成果分類 nursing outcome classification(NOC)では、ウ

ェルビーイングは「健康状態に対する自分自身の満足感の表現」と定義され、NOC の指標

として日常生活動作、心理的機能、社会的相互作用などに対する満足感の尺度が揚げら

れている。 

実用介護辞典（第一刷講談社）：「ウェルビーイング」日常的に使われている用語であ

るが、QOL（生活の質）の主観的側面の一つを表す専門用語でもある。実際の「ものさし」
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として、ウェルビーイング質問紙（Well-being Questionnaire）やフィラデルフィア老

年病モラールスケールなどがある。安寧、福祉、はつらつ感などと和訳されているが、

「生き生き」がぴったりしているように思われる。 

以下 16 の辞書・辞典には「安寧」は未記載であった。和英医学用語大辞典：日外アソ

シエーツ、南山堂医学大辞典：南山堂、精神医学辞典新版：弘文堂、看護学学習辞典：第

3版学習研究社、看護学辞典：日本看護協会出版社、看護学大辞典：第 6版メヂカルフレ

ンド社、現代社会福祉辞典：有斐閣、社会学辞典：弘文堂、社会福祉辞典：弘文堂、社会

福祉学辞典：丸善出版、社会福祉用語辞典：ミネルヴァ書房、介護福祉用語辞典：ミネ

ルヴァ書房、ケアマネジメント用語辞典：ミネルヴァ書房、ストレス百科事典：丸善出

版・日本ストレス学会、エイジング大辞典：早稲田大学出版部、生命倫理辞典[新版増補]：

太陽出版。 

 

4. 安寧の辞書による定義まとめ 

以上より辞書・辞典による「安寧」の定義・概念は医療介護福祉領域で使用する「Well 

being の邦訳としての安寧」と医療介護福祉領域以外で用いられている一般の国語にお

ける「安寧」の２種類に大別された。 

医療介護福祉関係以外の一般の国語辞典・辞書では「世の中」が「安定・静か・穏やか

な状態」を含意した。 

医療介護福祉関係の辞典・辞書では WHO 憲章の中の「Well being」を「安寧」と邦訳

したことが語源となっており、その意味は概ね［健康概念に関して身体的、精神的及び

社会的に「自分自身」が「良好な状態」］を含意した。 

「安寧」の意味において一般の国語辞典・辞書と医療介護福祉系の辞典・辞書で共通

したのは「状態」をあらわしていることであった。ただし、一般の国語辞典・辞書が「安

定・静か・穏やか」などの「より静的な状態」をあらわしているのに対して、医療介護福祉

辞典・辞書では「健康概念に関して良好な状態≒質」をあらわしていた。また、一般の国

語辞典・辞書が「世の中」を意味の範疇とし、医療介護福祉関連の辞典・辞書は「自己自

身」を意味の範疇としていることが相違点であった。このことから、「安寧」の概念・定義

は一般の国内辞典・辞書では「より静的な場の状態」を、医療介護福祉辞典・辞書では「健

康概念に関する個人の良好な質的状態」を含意していると考えられた。 

 

II. 認知症の人の「安寧」に関する評価尺度 

 

1. 国内（和文、英文邦訳含む）文献レヴュー 方法 

認知症の人の安寧に関する国内（和文、英文の邦訳含む）の文献を医学中央雑誌（web

版）を用いて検索した。キーワードは「認知症」「高齢者」「尺度」「安寧 or 安楽」「幸福」

「生活の質または QOL」とした。検索結果から会議録は除外した。また、検索結果の文献

中で引用されている参考文献で重要と考えたものも検索結果とした。検索結果を本研究

における「生活の安寧」の定義と仮定する「認知症の人とその家族、地域社会の安らか

な生活の様式（の程度）」を包摂する尺度であるかどうかについて検討した。 

 

2. 国内（和文、英文邦訳含む）文献レヴュー結果 

1） 認知症の人の「安寧」の評価尺度は見当たらなかった。 

2） 一般の人を対象とした「安寧感」の指標は Midlarsk の知見にしたがって、Rosenberg

の「自尊感情スケール」邦訳版などを用いて検討されたものがあった 1-4）。 

3） 認知症の人への「幸福」評価尺度として「Philadelphia Geriatric Center Morale 

Scale（PGC）モラールスケール」邦訳版を用いた研究があった 5-8）。PCG モラールス

ケールは高齢者の主観的幸福感の測定に用いられており、「心理的安定」「孤独」「老

いに対する態度」の 3 因子から構成されている。モラールとは老年社会学において

「幸福な老い」を表す概念とされ、モラールが高いとは①基本的な満足感を持って

いること②自分の居場所があるという感じを持っていること③努力しても動かない

事実として受容できていることとされている。 
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4） 認知症の人の「安心」評価尺度は見当たらなかった。 

5） 一般の人を対象とした「安心」の尺度開発はなされており英文献 34､ 和文献 56 文

献を分析対象とする概念分析結果より「おだやかである」「不安・苦痛が少ない」「楽

観的志向である」「自分を肯定している」「自分に自信がある」「自分で安心できる能

力がある」「対人関係の確かさがある」「社会とつながっている」の 8 因子からなる

尺度の研究のみであった 9）。 

6） 認知症の人の「生活の質または QOL」の評価尺度では、軽度～中等度の認知症の人

の尺度として、主観的評価と客観的評価が可能で国際的に標準化され認知症の進行

に伴い QOL の漸減をあらわすとされる「QOL-AD」邦訳版 10-13)、質的研究手法をふま

えて認知症の人の主観的 QOL 指標として定量化され MMSE13 点以上であれば回答可

能とされる「D-QOL」邦訳版があった 14-16)。中等度～重度の認知症の人を対象とし

て国内で開発された健康関連 QOL の他者評価法である「QOL-D」17）、重度の認知症

の人の尺度として、快・不快の因子で構成されている「QOLID」邦訳版があった 18-

20)。健康関連の QOL 評価方法として軽度～重度の認知症の人を対象とする他者評価

法の邦訳版である「AD-HRQOL-J」があった 21,22)。その他、一般の人を対象として作

成され国際的に標準化されているが、質問の複雑さもあり認知症の人と介護者間で

乖離があるとの報告がある SF-36 や EQ-5D があった 23, 24)。 

7） その他の「安寧」や「QOL」関連文献として、デイケアを利用している認知症の人

を対象とする他者評価の「生活健康スケール」25)、他者評価で要介護度や認知症の

程度と負の相関がある「おだやかスケール」26,27)、ケア改善を目的として第三者が

評価者となる「Dementia Care Mapping」邦訳版があった 28,29)。 

 

3. 国内（和文、英文邦訳含む）文献レヴュ―まとめ 

認知症の人の「安寧」の評価尺度は見当たらなかった。一般の人を対象とした「安寧

感」の指標は「自尊感情」など国外近似概念の既存尺度を邦訳して代用されたもののみ

であった。 

認知症の人の「幸福」の評価尺度は見当たらなかった。ただし、一般の高齢者の主観

的幸福感の測定に用いられている国外既存尺度の邦訳版を用いた研究はあった。 

認知症の人の「安心」評価尺度は見当たらなかった。一般の人を対象とした「安心」

の評価尺度は国内外文献の概念分析結果よる尺度があった。 

認知症の人の「生活の質または QOL」の評価尺度は多数あった。それぞれの尺度は尺

度特性に応じて適用に制約があった。尺度は概ね国外開発尺度の邦訳版であった。尺度

の特性は「認知症の程度：軽度～重度」「内容：主観的（心理的）・客観的（行動や環

境）・併用」「評価者：自己・他者など」「評価場所：規定なし・デイケア・施設など」

による区別があった。一般の人を対象とした尺度もあり認知症の人へ適用されている研

究もあるが質問の複雑さもあり認知症の人と他者間で乖離があった。 

その他の「安寧」や「QOL」関連文献はいくつかあったが、「生活の質または QOL」尺

度と同様に尺度特性に応じて適用に制約があるなどの特性であった。   

先行研究における既存の評価尺度は本研究における「生活の安寧」の定義と仮定する

「認知症の人とその家族、地域社会の安らかな生活の様式（の程度）」を包摂する尺度

とは言えない。 

 

4. 国外(英文)文献レヴュー方法 

認知症の人の安寧(Well being：WB) に関する国外の文献を Scopus（web 版）を用い

て検索した。なお、今回は辞典・辞書及び国内先行研究レヴュー結果にもとづき安寧＝

Well being として検索した。キーワードは「Dementia」「Well being」「Scale」

「Elderly」とした。検索結果から会議録は除外した。また、検索結果の文献中で引用

されている参考文献で重要と考えたものも検索結果とした。なお、国外尺度の邦訳版が

一般化しているものについては前述の国内（和文）文献レヴューに含めた。また、英文

文献の邦訳が一般化している場合は邦訳を引用した。 
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5. 国外(英文)文献レヴュー結果 

安寧（WB）の定義・概念・評価尺度 

1）認知症の人に特化した WB 評価方法はみあたらず、WB と関連性があり邦訳版が普及し

ている QOL の評価方法が散見された 1-29）。先行研究において、認知症の WB は QOL と

の関連の中でデザインされてきたがその多くは Lawton's model of QOL に影響を強く

受けているとされていた 30-33）。 

2）一般の人を対象とした WB 評価方法として、感情と思考について 5段階で返答する

「The Warwick-Edinburgh Mental Well-being scale（WEMWBS）」34）や 6 段階で返答

する「Ryff’s Psychological Well-Being Scales (PWB)」35）があった。 

3）糖尿病のような慢性疾患の人における Well being 評価として不安、鬱、エナジー、ポ

ジティブ well being の 4 要素から構成されている「W-BQ12」があった 36）。 

4）その他に、宗教的な質問や人生の意味・目的などを問う「JAREL Spiritual Well- 

being Scale」があった 37）。 

5）WB の定義について、モラール・スケールや生活満足度尺度などの自記式尺度によって

測定される「肯定的－否定的な感情の連続体」38,39）、「人々の快適、不快、人生への

満足についてのより長い期間の程度から構成される」とするものがあった 40）。 

6）WB と QOL の差異について、Subjective WB (SWB)はより理論的過程／QOL は方法論的成

立経緯、SWB はより主観的／QOL はより客観的とする区別 41）、その他に WB を「よい

生活（good life）」の構成領域である「行動能力」「心理的 well-being」「認知され

た生活の質」「客観的環境」の一領域として位置付けているものがあった 30）。なお、

「心理的」と「認知された生活の質」は主観的な評価の結果に相当し，「行動能力」

は個人の条件，「客観的環境」は環境条件に相当するとされていた。 

7）SWB と QOL を包括した評価尺度として過去二週間の生活状況の満足、幸福、仕事、行

動できる、個人的信念等を問う自答式の「WHOQOL」があった 42-44）。「WHOQOL-100」は

6領域 25 因子の 100 項目からなる文化交互的な WellーBeing の評価であると明記さ

れていた。なお、「WHOQOL」では Quality of Life を「個人が生活する文化や価値観

のなかで、目標や期待、基準または関心に関連した自分自身の人生の状況に対する認

識」と定義していた。 

 

6. 国外文献レヴューまとめ 

国内の医療福祉介護領域においては WHO 憲章における WB を安寧と邦訳されたことに

もとづき、安寧＝WB として英文献を検索した。その結果、認知症の人に特化した WB 評

価方法はみあたらず、WB と関連性があり邦訳版が普及している QOL の評価方法が散見

された。慢性疾患の人における WB 評価として、「W-BQ12」があった。一般の人を対象と

した WB 評価方法として、感情と思考について返答する「The Warwick-Edinburgh 

Mental Well-being scale（WEMWBS）」、「Ryff’s Psychological Well-Being Scales 

(PWB)」、宗教的な質問や人生の意味・目的などを問う「JAREL Spiritual Well- being 

Scale」があった。WB の定義については自記式尺度によって測定される「肯定的－否定

的な感情の連続体」、「人々の快適、不快、人生への満足についてのより長い期間の程度

から構成される」とするものがあった。WB と QOL の差異について、Subjective WB 

(SWB)はより理論的過程／QOL は方法論的成立経緯、SWB はより主観的／QOL はより客観

的とする区別、その他に WB を「よい生活（good life）」の一構成領域として位置付け

ているものがあった。SWB と QOL を包括した評価尺度として「WHOQOL」があった。 

先行研究における既存の評価尺度は本研究における「生活の安寧」の定義と仮定する

「認知症の人とその家族、地域社会の安らかな生活の様式（の程度）」を包摂する尺度

とは言えない。 

 

7. その他の参考概念・尺度・認知症のご本人の視点など 

1） 絶対的・相対的貧困概念 

Townsent は貧困の主観的期待水準と現実的な達成水準との格差に関して相対的剥

奪を定義した。タウンゼント的貧困概念とは，社会的規範に照らし合わせてその社会

31



 

の「メンバーシップ」を担うことのできない「生活様式 style of living」の「剥奪 

deprivation」である 45-48)。 

2） 相対的剥奪 

「人々が社会で通常手にいれることのできる栄養、衣服、住宅、居住設 

備、就労、環境面や地理的な条件についての物的な標準にこと欠いていたり、一般に

経験されているか享受されている雇用、職業、教育、レクリエーション、家族での活

動、社会活動や社会関係に参加できない、ないしはアクセスできない」状態 45-48）。 

3） 絶対的貧困 

Seebohm Rowntree，Lavers は１９３６年ヨーク市の調査に基づき貧困線を提唱し

水準の違いにより第一次貧困と第二次貧困に区別した 49）。 

4） DASC-21 
認知症をもつ人によく見られる「認知機能障害」と「生活機能障害」をリストア

ップした観察尺度である。基本的には本人への侵襲がなく、認知症のスクリーニン

グに有用なことに加え、認知機能と生活機能（例えば内服管理能力や買い物の能

力）を同時に評価するので、DASC-21 の評価結果が生活支援に直結する 50，51）。 

5） 生活行為向上マネジメント 

平成 20 年度老人保健健康増進等事業：高齢者の持てる能力を引き出す地域包括支

援のあり方研究にもとづいて開発された。医療機関からの退所時に同職種間や介護支

援専門員などの関係職種との連携ツールとして「興味チェックリスト」「生活行為申

し送り表」などを活用する。生活行為申し送り表はケアプランの第二表と連動するよ

うに配慮された 7項目からなり①元気な時の状態、②本人の困っている・できるよう

になりたいこと（本人の意向）、③リハビリテーション治療における作業療法の目的

と内容、④日常生活の主な過ごし方、⑤現在の生活状況（ADL/IADL の能力）、⑥アセ

スメントのまとめと解決すべき課題、⑦今後継続するとよい支援内容またはプログラ

ム（具体的支援方法）を申し送るもの 52，53）。 

6） NPI（Neuropsychiatric Institute）興味チェックリスト 

1969 年に米国の南カリフォルニア大学大学院の Mary Reilly による作業療法の包

括的理論である作業行動理論と関連して初めて発表された。作業行動理論は精神医学

的作業療法の中から生まれてきたものであり、作業療法をそのサービスの受け手であ

る対象者に作業的役割を獲得、あるいは、回復させる重要な養育者であると位置づけ

る 54）。 

7） 新・京都式オレンジプラン；10 のアイメッセージ 

本人の意思が尊重され、住み慣れた地域で暮らし続けられる社会の目指すとして、

人権や個性への配慮、切れ目のない医療と介護、地域の一員として社会参加するなど

10 のメッセージ 55）。 

8）クリスティーン・ブライデンのメッセージ 

話をきいてくれる、ものごとに集中できるための視覚刺激など環境の配慮、くつろ

ぐためのなじみのものなどへの配慮について、認知症の当事者としてメッセージを発

信している 56)。 

9）日本認知症本人ワーキンググループ JDWG；認知症ともに生きる希望宣言 

「一足先に認知症になった私たちからすべての人たちへ」のメッセージとして、前

を向いて生きること、社会の一員としてチャレンジすること、本人同士のつながり、

暮らしやすいわがまちつくり、などについての 5つのメッセージ 57)。 

10）クリスティーン・ボーデン 

アルツハイマー症の人から見た世界、感じたことや日常を当事者として具体的に伝

えている内容は支援や生活環境のあり方について当事者の視点で考える上で参考にし

た 58)。 

11）佐藤雅彦 

当事者として認知症の人はいろいろな能力が残されていて、それを発揮することで

生きがいや、世の中の役に立つよろこびを感じることができる。社会にある認知症に

対する偏った情報や誤った見方をなくしてく活動は、支援や生活環境のあり方につい
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て考える上で参考にした 59)。 

12）樋口直美 

レビー小体型認知症の当事者として、ないものが見える日常世界についての詳細な

記述は当事者の生活状態項目を考える上で参考にした 60)。 

13）岩佐まり 

若年性の特有の社会的な役割の変化や家族として仕事と日常生活上の介護などに翻

弄されながらも、あるがままを受け入れるに至った経過などは生活の安寧や生活状態

項目を考える上で参考にした 61)。 

14）中村成信 

若年で前頭側頭型認知症により万引きで捕まるなどを経験しながらも、社会の無理

解による不利益をなくすために体験を語る活動をしている 62)。 

15）藤田和子 

看護師であり介護者の経験もある筆者が、介護者だった時にはわからなかった本人

の世界をわかってもらいたいと、誰でも生きやすい社会をめざして発信している 63)。 

16）プロダクティビティ― 

ロバート・バトラー博士らが提唱した、プロダクティビティ―には、金銭の支払い

を伴う有償労働ばかりではなく、ボランティア活動、家事・育児・介護などの無償労

働などをも含めて考えられている。高齢者が人生の中で蓄えてきたプロダクティビテ

ィーをサクセスフル・エイジングの要件とするようになった 64,65）。 

17）生活用 IoT 

IoT により様々なモノとモノをつなぐことで、ひとまとまりの価値を実現できるよ

うになってきた 66)。このことは、生活の安寧を構成する生活状態項目のようなひとま

とまりの価値を実現できる可能性の高まりを示唆している。 

18）人工知能（AI） 

人工知能（AI）映像や音、数列、文字列などの意味を見分ける力を急速に身に付けつ

つある 67)。このことは、IoT と連動して、ひとまとまりの価値の実現に寄与するもの

と考えられる。 

19）その他 

認知症のケア 68～74)、認知症の予防 75,76)、生活の構成要素 77,78)、生活の環境 79,80)、

地域ケア 81-87)、在宅ターミナルケア 88）、アセスメント・ケアプラン 89～91)、家族介護

者 92～94)についての視点を参考にした。 
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表１－１　認知症のご本人やご家族の生活安寧指標（生活状態項目２４項目）

家の中に落ち着ける居場所がある

家族や親戚、親しい人たちとのつながりが保たれている

部屋になじみのものが置いてある

心地よい部屋で過ごす　例）色彩、音、装飾、温度、湿度、匂いなど

テレビを見たり新聞を読んだりする

夜ぐっすり眠れる

話を聞いてくれる人がいる

食事がおいしい

お風呂に入る

身だしなみを整える

日中は適切で清潔な服に着替える

健康的な食事ができる

トイレに行く

買い物をする機会がある

自分で使えるお金をもっている

趣味やレクリエーションなどたのしい活動をする　例）読書、音楽鑑賞、旅行など

いろいろな行事を楽しむ　例）誕生日、正月、花見、七夕、月見、クリスマスなど

家の外になじみの場所がある

家の周りが片付いている

地域の一員として社会参加する　例）地域の掃除等

選挙に行くなどの政治活動を行う

家族や周りの人の役に立つことをしている

安全に外出し、帰宅できる

軽い運動をする（散歩を含む）
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できている
まあまあ
できている

あまり
できていない

できていない

家の中に落ち着ける居場所がある 4 3 2 1

家族や親戚、親しい人たちとのつながりが保たれている 4 3 2 1

部屋になじみのものが置いてある 4 3 2 1

心地よい部屋で過ごす　例）色彩、音、装飾、温度、湿度、
匂いなど

4 3 2 1

テレビを見たり新聞を読んだりする 4 3 2 1

夜ぐっすり眠れる 4 3 2 1

話を聞いてくれる人がいる 4 3 2 1

食事がおいしい 4 3 2 1

お風呂に入る 4 3 2 1

身だしなみを整える 4 3 2 1

日中は適切で清潔な服に着替える 4 3 2 1

健康的な食事ができる 4 3 2 1

トイレに行く 4 3 2 1

　　　　　　　　　　　小計Ⅰ 4× 3× 2× 1×

買い物をする機会がある 4 3 2 1

自分で使えるお金をもっている 4 3 2 1

趣味やレクリエーションなどたのしい活動をする
例）読書、音楽鑑賞、旅行など

4 3 2 1

いろいろな行事を楽しむ　例）誕生日、正月、花見、七夕、
月見、クリスマスなど

4 3 2 1

家の外になじみの場所がある 4 3 2 1

家の周りが片付いている 4 3 2 1

地域の一員として社会参加する
例）地域の掃除等

4 3 2 1

選挙に行くなどの政治活動を行う 4 3 2 1

家族や周りの人の役に立つことをしている 4 3 2 1

安全に外出し、帰宅できる 4 3 2 1

軽い運動をする（散歩を含む） 4 3 2 1

　　　　　　　　　　　小計Ⅱ 4× 3× 2× 1×

小計Ⅰ 小計Ⅱ 合計

表１－２　認知症のご本人やご家族の生活安寧指標 (仮)

問．現在、（ご自身でできなくても）介護保険サービスやご家族等の支援をうけながら
「実現できている程度」を下記の1～４から一つ選択して下さい。

認知症のご本人の状態をよく把握している身近なご家族などがお答えください。

    ID: 

    記入日：　　　年　　月　　日

====

+ =

点

点

====点

42



問1 「ご本人回答　質問１・２」の回答区分

問2 「ご家族回答　質問１・２」の回答区分

回答

1：すべてを自記
2：一部を介護支援専門員が本人から聞き取って記入
3：大部分を介護支援専門員が本人から聞き取って記入
4：全てを介護支援専門員が本人から聞き取って記入

問1-2・2-2 回答内容は、

回答
1：全体的に信憑性が高い
2：全体的に信憑性が低い
3：信憑性の判断はできない

問3 調査対象ご本人の年齢

回答
1：　６５～６９歳　　2：　７０～７４歳　　3：　７５～７９歳
4：　８０～８４歳　　5：　８５～８９歳　　6：　９０～９４歳　　7：　９５歳以上

問4 調査対象ご本人の性別

問5 調査対象ご本人の診断名

問5-1 認知症の診断が　　1：　ある　　　2：　ない　（いずれかに○）

問5-2 病型の診断が　　　1：　ある　　　2：　ない　（いずれかに○）　ある場合 →問5-3

問5-3
1：アルツハイマー型　　　　2：血管性　　3：レビー小体型
4：行動障害型前頭側頭型　　5：意味性　　6：その他

問6 調査対象ご本人の要介護度

問7 調査対象ご本人の「認知症高齢者の日常生活自立度」※ⅣとＭは対象外

問8 調査対象ご本人の「障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）」

問9 調査対象ご本人とご家族の家族関係；普段のモニタリングの様子から推測

回答 1：良　　　2：普通　　　3：不良

問10 ご家族の介護負担感（精神的・身体的・経済的）；普段のモニタリングの様子から推測

回答 （精神的・身体的・経済的）毎の　1：重度　　　2：中度　　　3：軽度～なし

問11 過去１か月の間の調査対象ご本人の行動・心理症状（ＢＰＳＤ）の発現の有無（例：妄想、興奮、不安など）

問12 かかりつけ医がいるか

問13 現在、治療中の病気（自由記述）

表２

予備調査、本調査で用いた基本属性についての質問内容

　

注）予備調査・本調査とも同様の内容で調査した。
解析に用いたデータは、質を担保するため介護支援専門員の判断で問1-2、2-2「ご本人」と「ご家族」回答内容の　　　「信
憑性が高い」及び問9「家族関係が普通から良」の結果とした。
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問1 食事がおいしい

問2 お風呂に入る

問3 日中は適切で清潔な服に着替える

問4 健康的な食事ができる

問5 身だしなみを整える

問6 トイレに行く

問7 買い物をする機会がある

問8 自分で使えるお金をもっている

問9 安全に外出し、帰宅できる

問10 家の周りが片付いてる

問11 軽い運動をする（散歩を含む）

問12 趣味やレクリエーションなどたのしい活動をする　例）読書、音楽鑑賞、旅行など

問13 家族や周りの人の役に立つことをしている

問14 地域の一員として社会参加する　例）地域の掃除など

問15 家の外になじみの場所がある

問16 いろいろな行事を楽しむ 　例）誕生日、正月、花見、七夕、月見、クリスマスなど

問17 話を聞いてくれる人がいる

問18 家族や親戚、親しい人たちとのつながりが保たれている

問19 きれいで清潔な部屋で過ごす

問20 心地よい部屋で過ごす　例）色彩、音、装飾、温度、湿度、匂いなど

問21 部屋になじみのものが置いてある

問22 ものごとに集中できる静かな環境がある

問23 家の中に落ち着ける居場所がある

問24 夜ぐっすり眠れる

問25 選挙に行くなどの政治活動を行う

問26 テレビを見たり新聞を読んだりする

予備調査、本調査で用いた生活状態項目
表３

注）本調査では、予備調査結果に基づき各項目内容は変更せず、「問19.きれいで清潔な部屋で過ごす」、
「問22.ものごとに集中できる静かな環境がある」の二項目を除外して本調査を実施した。
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表４

質問内容１

回答内容１ 1

2

3

4

5

6

質問内容２

回答内容２ 1

2

3

4

5

必要ではない

わからない

調査方法(予備調査・本調査)；生活状態項目についての質問内容と回答内容

注）本調査では、予備調査結果を踏まえて「質問内容２」のみ調査した。解析では回答内容１の「５；今までしてい
ない」、「６；わからない」と、回答内容２の「５；わからない」は欠損値とした。

できている

まあまあできている

あまりできていない

できていない

今までしていない

わからない

必ず必要

まあまあ必要

あまり必要ではない

左の項目について、認知症などの病気により自分の考えをうまく伝えることが難しくなっても実現
したい程度を下記の1～5から一つ選択して下さい。

左の項目について、現在、介護保険サービスやご家族等の支援をうけながら実現できている程度を
下記の1～6から一つ選択して下さい。
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最近１週間のご本人の状態を振り返り、4段階（週に0回～ほぼ毎日）の頻度の中から一つ選ぶ
客観的評価。本研究ではご家族が評価した。
寺田らによる、数少ない国内開発の認知症の人のQOL指標であり、中度～重度の認知症の人の
評価が可能。

6段階（いつも～まったくない）の回答の中から、最近２週間の自己の状態に最も近いものを一
つ選ぶ主観的評価。本研究では認知症のご本人とご家族自身が評価した。
世界的に標準化された評価指標の短縮版。

現在、認知症のご本人の生活の内容はどの程度安定しているかについて評価し、11段階（0；全
く安定していない～10；とても安定している）の中から一つ選ぶ主観的評価。本研究では認知
症のご本人、ご家族、介護支援専門員が評価した。

注）予備調査で調査し、結果を踏まえ本調査では調査しなかった。

表５

予備調査で用いた調査項目

生活の質；Short QOL-D（全9項目；陽性6項目、陰性3項目）

精神的健康状態；WHO-5（全5項目）

生活安定度；VAS
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表
６

予
備

調
査

・
本

調
査

結
果

の
解

析
方

法

解
析

概
要

解
析

目
的

解
析

内
容

解
析

方
法

予
備

調
査

本
調

査
参

考
資

料

基
本

属
性

の
基

礎
統

計
１

．
予

備
調

査
と

本
調

査
の

回
答

者
間

の
属

性
毎

の
関

連
性

２
．

問
１

~問
12

毎
の

属
性

内
傾

向
Fi

sh
er

's 
Ex

ac
t T

es
t

度
数

分
布

〇
〇

表
7~

10

生
活

状
態

項
目

の
基

礎
統

計

１
．

予
備

調
査

と
本

調
査

の
「

実
現

で
き

て
い

る
程

度
」

、
「

実
現

し
た

い
程

度
」

毎
の

程
度

の
高

低
分

類
２

．
認

知
症

の
ご

本
人

の
「

実
現

し
た

い
程

度
」

の
ニ

ー
ズ

の
高

さ
に

よ
る

分
類

；
下

位
尺

度
の

目
安

注
１

）
高

い
：

「
必

ず
必

要
」

+「
ま

あ
ま

あ
必

要
」

、
低

い
：

「
あ

ま
り

必
要

で
は

な
い

」
+「

必
要

で
は

な
い

」
の

二
値

に
変

換
注

２
）

高
い

：
「

で
き

て
い

る
」

+「
ま

あ
ま

あ
で

き
て

い
る

」
、

低
い

：
「

あ
ま

り
で

き
て

い
な

い
」

+「
で

き
て

い
な

い
」

の
二

値
に

変
換

度
数

分
布

〇
〇

表
11

,1
2

妥
当

性
の

検
証

；
生

活
状

態
項

目
毎

の
一

般
化

可
能

性
の

側
面

「
実

現
で

き
て

い
る

程
度

」
、

「
実

現
し

た
い

程
度

」
の

生
活

状
態

項
目

毎
の

各
属

性
と

の
関

連
性

（
性

質
・

解
釈

の
一

貫
性

）
注

１
）

問
１

０
介

護
負

担
感

（
精

神
的

負
担

感
・

身
体

的
負

担
感

・
経

済
的

負
担

感
）

は
「

重
度

・
中

度
・

軽
度

~な
し

」
を

「
中

度
以

上
・

軽
度

~な
し

」
の

二
値

に
変

換
Sp

ea
rm

an
順

位
相

関
係

数
M

an
n-

W
hi

tn
ey

 U
 te

st
〇

〇
表

13
~3

1

予
備

調
査

と
本

調
査

毎
の

「
実

現
し

た
い

程
度

」
の

生
活

状
態

項
目

毎
の

評
価

者
間

（
認

知
症

の
ご

本
人

・
ご

家
族

・
介

護
支

援
専

門
員

）
の

判
断

一
致

度
Sp

ea
rm

an
順

位
相

関
係

数
〇

〇
表

32

「
実

現
で

き
て

い
る

程
度

；
高

低
2群

」
の

評
価

者
間

（
認

知
症

の
ご

本
人

・
ご

家
族

・
介

護
支

援
専

門
員

）
の

判
断

一
致

度
Co

he
n'

s 
Ka

pp
a係

数
〇

表
33

予
備

調
査

と
本

調
査

毎
の

「
実

現
し

た
い

程
度

」
の

生
活

状
態

項
目

間
の

評
価

者
内

（
認

知
症

の
ご

本
人

・
ご

家
族

・
介

護
支

援
専

門
員

）
の

判
断

一
致

度
（

類
似

項
目

）
Sp

ea
rm

an
順

位
相

関
係

数
〇

〇
表

34

予
備

調
査

と
本

調
査

間
の

「
実

現
し

た
い

程
度

」
の

生
活

状
態

項
目

毎
の

評
価

者
毎

（
認

知
症

の
ご

本
人

・
ご

家
族

・
介

護
支

援
専

門
員

）
の

判
断

一
致

度
（

再
テ

ス
ト

）
M

an
n-

W
hi

tn
ey

 U
 te

st
〇

〇
表

35

妥
当

性
・

信
頼

性
の

検
証

；
自

由
記

述
意

見
予

備
調

査
の

生
活

状
態

項
目

に
つ

い
て

の
評

価
者

毎
（

認
知

症
の

ご
本

人
・

ご
家

族
・

介
護

支
援

専
門

員
）

の
自

由
記

述
一

覧
表

〇
表

36

生
活

安
定

度
；

VA
S

の
評

価
者

間
（

認
知

症
の

ご
本

人
・

ご
家

族
・

介
護

支
援

専
門

員
）

の
関

連
性

Fr
ie

dm
an

検
定

W
ilc

ox
on

符
号

付
順

位
和

検
定

Sp
ea

rm
an

順
位

相
関

係
数

〇
表

37
-1

精
神

的
健

康
状

態
；

W
HO

-5
（

認
知

症
の

ご
本

人
・

ご
家

族
）

の
関

連
性

W
ilc

ox
on

符
号

付
順

位
和

検
定

Sp
ea

rm
an

順
位

相
関

係
数

〇
表

37
-2

生
活

安
定

度
；

VA
S

、
精

神
的

健
康

状
態

；
W

HO
-5

、
生

活
の

質
；

sh
or

t Q
OL

-D
の

関
連

性
Sp

ea
rm

an
順

位
相

関
係

数
〇

表
37

-3

「
実

現
で

き
て

い
る

程
度

」
の

評
価

者
毎

（
認

知
症

の
ご

本
人

・
ご

家
族

・
介

護
支

援
専

門
員

）
と

生
活

安
定

度
；

VA
S

（
認

知
症

の
ご

本
人

・
ご

家
族

・
介

護
支

援
専

門
員

）
の

関
連

性
Sp

ea
rm

an
順

位
相

関
係

数
〇

表
38

「
実

現
で

き
て

い
る

程
度

」
の

評
価

者
毎

（
認

知
症

の
ご

本
人

・
ご

家
族

・
介

護
支

援
専

門
員

）
と

精
神

的
健

康
状

態
；

W
HO

-5
（

認
知

症
の

ご
本

人
・

ご
家

族
）

の
関

連
性

Sp
ea

rm
an

順
位

相
関

係
数

〇
表

39

「
実

現
で

き
て

い
る

程
度

」
の

評
価

者
毎

（
認

知
症

の
ご

本
人

・
ご

家
族

・
介

護
支

援
専

門
員

）
と

生
活

の
質

；
sh

or
t Q

OL
-D

の
関

連
性

Sp
ea

rm
an

順
位

相
関

係
数

〇
表

40

妥
当

性
の

検
証

；
構

成
概

念
妥

当
性

本
調

査
の

生
活

状
態

項
目

を
「

実
現

し
た

い
程

度
」

の
評

価
者

毎
（

認
知

症
の

ご
本

人
・

ご
家

族
）

と
二

者
間

の
共

通
因

子
（

下
位

尺
度

）
構

造
因

子
分

析
〇

表
41

信
頼

性
の

検
証

；
構

造
的

な
内

的
整

合
性

確
定

し
た

下
位

尺
度

（
2カ

テ
ゴ

リ
ー

）
に

基
づ

い
た

「
実

現
で

き
て

い
る

程
度

；
ご

家
族

評
価

」
の

一
貫

性
注

）
下

位
尺

度
の

検
証

は
予

備
調

査
の

「
実

現
で

き
て

い
る

程
度

」
に

因
子

分
析

で
確

定
し

た
二

カ
テ

ゴ
リ

ー
構

造
を

適
用

Cr
on

ba
ch

 α
係

数
〇

表
42

妥
当

性
の

検
証

；
構

造
的

な
一

般
化

可
能

性
の

側
面

「
実

現
で

き
て

い
る

程
度

；
ご

家
族

評
価

」
の

下
位

尺
度

（
2カ

テ
ゴ

リ
ー

）
毎

と
基

本
属

性
の

関
連

性
（

性
質

・
解

釈
の

一
貫

性
）

Sp
ea

rm
an

順
位

相
関

係
数

M
an

n-
W

hi
tn

ey
 U

 te
st

〇
表

43

妥
当

性
の

検
証

；
構

造
的

な
基

準
関

連
妥

当
性

（
併

存
的

）
「

実
現

で
き

て
い

る
程

度
；

ご
家

族
評

価
」

の
下

位
尺

度
（

2カ
テ

ゴ
リ

ー
）

毎
の

生
活

安
定

度
；

VA
S、

精
神

的
健

康
状

態
；

W
HO

-5
、

生
活

の
質

；
sh

or
t Q

OL
-D

の
関

連
性

Sp
ea

rm
an

順
位

相
関

係
数

〇
表

44

全
体

構
造

の
検

証
「

実
現

で
き

て
い

る
程

度
；

ご
家

族
評

価
」

の
下

位
尺

度
（

2カ
テ

ゴ
リ

ー
）

、
生

活
安

定
度

；
VA

S（
認

知
症

の
ご

本
人

）
、

精
神

的
健

康
状

態
；

W
HO

-5
（

認
知

症
の

ご
本

人
・

ご
家

族
）

、
生

活
の

質
；

sh
or

t Q
OL

-D
の

関
連

性
（

構
造

と
影

響
）

共
分

散
構

造
分

析
；

パ
ス

解
析

〇
図

2

妥
当

性
の

検
証

：
内

容
的

・
実

質
的

側
面

「
実

現
で

き
て

い
る

程
度

；
ご

家
族

評
価

」
の

下
位

尺
度

（
2カ

テ
ゴ

リ
ー

）
得

点
の

算
出

と
平

均
値

の
比

較
Pa

ird
 t-

te
st

〇
表

45
,図

3

課
題

の
検

証
下

位
尺

度
（

2カ
テ

ゴ
リ

ー
）

を
適

用
し

た
予

備
調

査
と

本
調

査
の

「
実

現
で

き
て

い
る

程
度

」
、

「
実

現
し

た
い

程
度

」
の

欠
損

値
の

関
連

性
x²

検
定

〇
表
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,4

7

妥
当

性
の

検
証

；
生

活
状

態
項

目
毎

の
基

準
関

連
妥

当
性

   
   

   
   

   
   

   
  （

併
存

的
）

生
活

状
態

項
目

の
確

定

生
活

安
寧

指
標

の
確

定

注
）

質
問

「
現

在
、

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

や
ご

家
族

等
の

支
援

を
う

け
な

が
ら

実
現

で
き

て
い

る
程

度
」

に
つ

い
て

は
、

予
備

調
査

の
結

果
、

2項
目

を
削

除
し

た
以

外
は

項
目

変
更

の
必

要
性

が
生

じ
な

か
っ

た
た

め
、

予
備

調
査

の
み

で
実

施
す

る
こ

と
と

し
、

本
調

査
で

確
定

し
た

下
位

尺
度

構
造

の
検

証
に

も
用

い
た

信
頼

性
の

検
証

；
生

活
状

態
項

目
毎

妥
当

性
の

検
証

；
基

準
関

連
妥

当
性

の
外

的
基

準
の

基
礎

統
計
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表７-1~5

表７-1

すべてを自記 一部 大部分 全て 欠損値 合計
予備調査 度数 9 8 15 62 7 101
本調査 度数 28 16 47 143 11 245

度数 37 24 62 205 18 346
% 11% 7% 18% 59% 5% 100%

.67 

表７-2

高い 低い 判断は出来ない 欠損値 合計
予備調査 度数 68 12 15 6 101
本調査 度数 152 40 39 14 245

度数 220 52 54 20 346
% 64% 15% 16% 6% 100%

.54 

表７-3

すべてを自記 一部 大部分 全て 欠損値 合計
度数 31 15 11 37 7 101

% 31% 15% 11% 37% 7% 100%
度数 135 13 28 58 11 245

% 55% 5% 11% 24% 4% 100%
度数 166 28 39 95 18 346

% 48% 8% 11% 27% 5% 100%
.00 

表７-4

高い 低い 判断は出来ない 欠損値 合計
予備調査 度数 80 3 9 9 101
本調査 度数 212 9 13 11 245

度数 292 12 22 20 346
% 84% 3% 6% 6% 100%

.40 

表７-5

良 普通 不良 欠損値 合計
予備調査 度数 41 44 9 7 101
本調査 度数 108 107 15 15 245

度数 149 151 24 22 346
％ 43% 44% 7% 6% 100%

.57 

予備調査及び本調査；基本属性の基礎統計1（Fisher's Exact Test）

Fisher's Exact Test(欠損値を除いた：p-value）

介護支援専門員が本人から聞き取って記入

Fisher's Exact Test(欠損値を除いた：p-value）

合計

合計

本調査

予備調査

合計

Fisher's Exact Test(欠損値を除いた：p-value）

介護支援専門員が本人から聞き取って記入

注）問8以降の解析では、問1－2認知症のご本人、2－2ご家族の「回答内容は、全体的に信憑性が」の「高い」かつ、問9「調査対象ご本人
とご家族の家族関係について、普段のモニタリングの様子から推測して教えて下さい」の「良」「普通」のみを対象とした。

問1「調査票Ａ　ご本人回答　質問１・２」の回答区分を教えて下さい

問1－2　回答内容は、全体的に信憑性が

問2「調査票Ｂ　ご家族回答　質問１・２」の回答区分を教えて下さい

問2－2　回答内容は、全体的に信憑性が

合計

合計

Fisher's Exact Test(欠損値を除いた：p-value）

問9　調査対象ご本人とご家族の家族関係について、普段のモニタリングの様子から推測して教えて下さい

Fisher's Exact Test(欠損値を除いた：p-value）
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表８-1~7

表８-1

すべてを自記 一部 大部分 すべて 欠損値 合計
予備調査 度数 5 7 9 34 3 58
本調査 度数 19 14 25 81 0 139

度数 24 21 34 115 3 197
％ 12% 11% 17% 58% 2% 100%

.81

表８-2

すべてを自記 一部 大部分 すべて 欠損値 合計
度数 20 13 7 16 2 58

% 34% 22% 12% 28% 3% 100%
度数 93 6 12 28 0 139

% 67% 4% 9% 20% 0% 100%
度数 113 19 19 44 2 197
％ 57% 10% 10% 22% 1% 100%

.00

表８-3

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90～94歳 95歳以上 欠損値 合計
予備調査 度数 1 3 11 11 21 8 1 2 58
本調査 度数 1 10 17 35 46 28 2 0 139

度数 2 13 28 46 67 36 3 2 197
％ 1% 7% 14% 23% 34% 18% 2% 1% 100%

.64

表８-4

男性 女性 欠損値 合計
予備調査 度数 19 37 2 58
本調査 度数 41 98 0 139

度数 60 135 2 197
％ 30% 69% 1% 100%

.61

表８-5

ある ない 欠損値 合計
予備調査 度数 48 8 2 58
本調査 度数 108 31 0 139

度数 156 39 2 197
％ 79% 20% 1% 100%

.24

表８-6

ある ない 欠損値 合計
予備調査 度数 31 12 15 58
本調査 度数 88 48 3 139

度数 119 60 18 197
％ 60% 30% 9% 100%

.46

表８-7

アルツハイマー型 血管性 レビー小体型 行動障害型前頭側頭型 その他 欠損値 合計
予備調査 度数 25 6 5 1 1 20 58
本調査 度数 66 14 9 1 0 49 139

度数 91 20 14 2 1 69 197
％ 46% 10% 7% 1% 1% 35% 100%

.47

注）表８以降の解析対象はすべて表7の解析結果で抽出したデータのみを対象とした（予備調査n=58、本調査n=139）。

問5－3　ある場合

合計

Fisher's Exact Test(欠損値を除いた：p-value）

問5－1　認知症の診断が

合計

Fisher's Exact Test(欠損値を除いた：p-value）

問5－2　病型の診断が

合計

Fisher's Exact Test(欠損値を除いた：p-value）

Fisher's Exact Test(欠損値を除いた：p-value）

問2「調査票Ｂ　ご家族回答」の回答区分を教えて下さい
介護支援専門員が本人から聞き取って記入

予備調査

本調査

合計

Fisher's Exact Test(欠損値を除いた：p-value）

問3　調査対象ご本人の年齢を教えて下さい

合計

Fisher's Exact Test(欠損値を除いた：p-value）

問4　調査対象者ご本人の性別を教えてください

合計

予備調査及び本調査；基本属性の基礎統計2（Fisher's Exact Test）

問1「調査票Ａ　ご本人回答」の回答区分を教えて下さい
介護支援専門員が本人から聞き取って記入

合計

Fisher's Exact Test(欠損値を除いた：p-value）
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表９-1

要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 欠損値 合計
予備調査 度数 6 1 24 19 4 1 0 3 58
本調査 度数 10 14 58 32 18 5 2 0 139

度数 16 15 82 51 22 6 2 3 197
％ 8% 8% 42% 26% 11% 3% 1% 2% 100%

.21

表９-2

Ⅰ Ⅱa Ⅱb Ⅲa Ⅲb 欠損値 合計
予備調査 度数 5 26 15 8 2 2 58
本調査 度数 24 37 49 26 3 0 139

度数 29 63 64 34 5 2 197
％ 15% 32% 32% 17% 3% 1% 100%

.08

表９-3

J1 J2 A1 A2 B1 B2 C1 欠損値 合計
予備調査 度数 4 9 25 17 0 1 0 2 58
本調査 度数 9 27 52 29 17 4 1 0 139

度数 13 36 77 46 17 5 1 2 197
％ 7% 18% 39% 23% 9% 3% 1% 1% 100%

.06

表９-4

良 普通 欠損値 合計
予備調査 度数 35 21 2 58
本調査 度数 77 62 0 139

度数 112 83 2 197
％ 57% 42% 1% 100%

.42

Fisher's Exact Test(欠損値を除いた：p-value）

問9　調査対象ご本人とご家族の家族関係について、普段のモニタリングの様子から
推測して教えて下さい

合計

Fisher's Exact Test(欠損値を除いた：p-value）

問7　調査対象ご本人の「認知症高齢者の日常生活自立度」を教えて下さい （介護認定調査結果から記載する）

合計

Fisher's Exact Test(欠損値を除いた：p-value）

問8　調査対象ご本人の「障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）」を教えて下さい　（介護認定調査結果から記載する）

合計

表９-1~４

予備調査及び本調査；基本属性の基礎統計3（Fisher's Exact Test）

問6　調査対象ご本人の要介護度を教えて下さい（介護認定調査結果から記載する）

合計

Fisher's Exact Test(欠損値を除いた：p-value）
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表１０-1~３

重度 中度 軽度～なし 欠損値 合計 中度以上 軽度～なし 欠損値 合計
予備調査 度数 9 26 20 3 58 予備調査 度数 35 20 3 58
本調査 度数 23 86 30 0 139 本調査 度数 109 30 0 139

度数 32 112 50 3 197 度数 144 50 3 197
％ 16% 57% 25% 2% 100% ％ 73% 25% 2% 100%

.10 .04

重度 中度 軽度～なし 欠損値 合計 中度 軽度～なし 欠損値 合計
予備調査 度数 2 20 33 3 58 予備調査 度数 22 33 3 58
本調査 度数 9 51 79 0 139 本調査 度数 60 79 0 139

度数 11 71 112 3 197 度数 82 112 3 197
％ 6% 36% 57% 2% 100% ％ 42% 57% 2% 100%

.84 .75

重度 中度 軽度～なし 欠損値 合計 中度 軽度～なし 欠損値 合計
予備調査 度数 1 14 41 2 58 予備調査 度数 15 41 2 58
本調査 度数 10 28 100 1 139 本調査 度数 38 100 1 139

度数 11 42 141 3 197 度数 53 141 3 197
％ 6% 21% 72% 2% 100% ％ 27% 72% 2% 100%

.31 1.00

ある ない 欠損値 合計
予備調査 度数 17 38 3 58
本調査 度数 46 93 0 139

度数 63 131 3 197
％ 32% 66% 2% 100%

0.87

はい いいえ 欠損値 合計
予備調査 度数 56 0 2 58
本調査 度数 135 3 1 139

度数 191 3 3 197
％ 97% 2% 2% 100%

.56

予備調査及び本調査；基本属性の基礎統計3（Fisher's Exact Test）

問10－１ 精神的負担感 問10－1 精神的負担感　二群分け修正（軽度~なし、中度以上）

合計 合計

問10　ご家族の介護負担感（精神的・身体的・経済的）について、普段のモニタリングの様子から推測して教えて下さい

合計

Fisher's Exact Test(欠損値を除いた：p-value）

表１０-1~５

Fisher's Exact Test(欠損値を除いた：p-value）
  

value）

問11過去１か月の間の調査対象ご本人の行動・心理症状（ＢＰＳＤ）の発現の有
無を教えて下さい（例：妄想、興奮、不安など）

合計

Fisher's Exact Test(欠損値を除いた：p-value）

問12かかりつけ医がいるか教えて下さい

Fisher's Exact Test(欠損値を除いた：p-value）
  

value）

問10－3 経済的負担感

合計 合計

Fisher's Exact Test(欠損値を除いた：p-value） Fisher's Exact Test(欠損値を除いた：p-

表１０－４

表１０－５

表１０－１－１ 表１０－１－２

表１０－２－１ 表１０－２－２

表１０－３－１ 表１０－３－２
問10－3 経済的負担感　二群分け修正（軽度~なし、中度以上）

問10－2 身体的負担感 問10－2 身体的負担感　二群分け修正（軽度~なし、中度以上）

合計 合計
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54
(9

3)
2

(3
)

2
(3

)
56

(9
7)

1
(2

)
1

(2
)

55
(9

5)
0

(0
)

3
(5

)

予
備

調
査

本
調

査
高

い
低

い
欠

損
値

高
い

低
い

欠
損

値
低

い
欠

損
値

高
い

低
い

欠
損

値

認
知

症
の

ご
本

人
ご

家
族

介
護

支
援

専
門

員

注
）

度
数

分
布

票
；

「
高

い
」

と
「

低
い

」
の

二
群

　
　

高
い

：
「

必
ず

必
要

」
+「

ま
あ

ま
あ

必
要

」
、

低
い

：
「

あ
ま

り
必

要
で

は
な

い
」

+「
必

要
で

は
な

い
」

　
　

全
調

査
種

類
の

結
果

を
「

高
い

」
の

割
合

(%
)昇

順
に

並
び

替
え

（
認

知
症

の
ご

本
人

の
本

調
査

結
果

を
基

準
；

橙
色

）
　

　
「

ト
イ

レ
に

行
く

」
ま

で
の

24
項

目
が

最
終

的
な

暫
定

版
生

活
状

態
項

目
　

　
本

調
査

；
認

知
症

の
ご

本
人

の
「

高
い

」
の

80
%

前
後

が
最

終
的

な
下

位
項

目
の

2区
分

（
「

部
屋

に
な

じ
み

の
も

の
が

置
い

て
あ

る
」

の
上

部
の

ス
ペ

ー
ス

で
区

分
）

　
　

色
付

き
（

青
と

黄
色

）
；

予
備

調
査

と
本

調
査

で
二

区
分

が
変

化
し

た
項

目
　

　
「

も
の

ご
と

に
集

中
で

き
る

静
か

な
環

境
が

あ
る

」
、

「
き

れ
い

で
清

潔
な

部
屋

で
過

ご
す

」
は

予
備

調
査

後
に

除
外

し
た

項
目

の
た

め
下

部
に

区
分

し
て

表
記

（
「

ト
イ

レ
に

行
く

」
の

下
部

ス
ペ

ー
ス

で
区

分
）

。

生
活

状
態

項
目

を
「

認
知

症
な

ど
の

病
気

に
よ

り
自

分
の

考
え

を
う

ま
く

伝
え

る
こ

と
が

難
し

く
な

っ
て

も
実

現
し

た
い

程
度

」
の

予
備

調
査

と
本

調
査

の
評

価
者

ご
と

（
認

知
症

の
ご

本
人

・
ご

家
族

・
介

護
支

援
専

門
員

）
の

度
数

分
布

予
備

調
査

（
n=

58
）

、
本

調
査

（
n=

13
9）

本
調

査
予

備
調

査
低

い
高

い
欠

損
値

欠
損

値
高

い
低

い
予

備
調

査
本

調
査

高
い
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表
１

２

「
実

現
で

き
て

い
る

程
度

」
の

評
価

者

「
実

現
で

き
て

い
る

程
度

」
分

類

生
活

状
態

項
目

ｎ
%

ｎ
%

ｎ
%

ｎ
%

ｎ
%

ｎ
%

ｎ
%

ｎ
%

ｎ
%

地
域

の
一

員
と

し
て

社
会

参
加

す
る

 例
）

地
域

の
掃

除
等

7
(1

2)
40

(6
9)

11
(1

9)
4

(7
)

40
(6

9)
14

(2
4)

6
(1

0)
42

(7
2)

10
(1

7)
選

挙
に

行
く

な
ど

の
政

治
活

動
を

行
う

23
(4

0)
29

(5
0)

6
(1

0)
19

(3
3)

34
(5

9)
5

(9
)

13
(2

2)
34

(5
9)

11
(1

9)
買

い
物

を
す

る
機

会
が

あ
る

27
(4

7)
25

(4
3)

6
(1

0)
22

(3
8)

31
(5

3)
5

(9
)

19
(3

3)
32

(5
5)

7
(1

2)
家

の
外

に
な

じ
み

の
場

所
が

あ
る

31
(5

3)
22

(3
8)

5
(9

)
31

(5
3)

22
(3

8)
5

(9
)

36
(6

2)
17

(2
9)

5
(9

)
家

族
や

周
り

の
人

の
役

に
立

つ
こ

と
を

し
て

い
る

18
(3

1)
37

(6
4)

3
(5

)
24

(4
1)

28
(4

8)
6

(1
0)

21
(3

6)
32

(5
5)

5
(9

)
自

分
で

使
え

る
お

金
を

も
っ

て
い

る
28

(4
8)

25
(4

3)
5

(9
)

27
(4

7)
27

(4
7)

4
(7

)
23

(4
0)

27
(4

7)
8

(1
4)

家
の

周
り

が
片

付
い

て
る

47
(8

1)
5

(9
)

6
(1

0)
45

(7
8)

10
(1

7)
3

(5
)

45
(7

8)
9

(1
6)

4
(7

)
い

ろ
い

ろ
な

行
事

を
楽

し
む

 　
例

）
誕

生
日

、
正

月
、

花
見

、
七

夕
、

月
見

、
ク

リ
ス

マ
ス

な
ど

38
(6

6)
16

(2
8)

4
(7

)
37

(6
4)

19
(3

3)
2

(3
)

41
(7

1)
15

(2
6)

2
(3

)

趣
味

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
た

の
し

い
活

動
を

す
る

 　
例

）
読

書
、

音
楽

鑑
賞

、
旅

行
な

ど
29

(5
0)

26
(4

5)
3

(5
)

31
(5

3)
23

(4
0)

4
(7

)
28

(4
8)

27
(4

7)
3

(5
)

軽
い

運
動

を
す

る
（

散
歩

を
含

む
）

35
(6

0)
22

(3
8)

1
(2

)
34

(5
9)

23
(4

0)
1

(2
)

33
(5

7)
22

(3
8)

3
(5

)
安

全
に

外
出

し
、

帰
宅

で
き

る
40

(6
9)

14
(2

4)
4

(7
)

37
(6

4)
17

(2
9)

4
(7

)
34

(5
9)

16
(2

8)
8

(1
4)

部
屋

に
な

じ
み

の
も

の
が

置
い

て
あ

る
47

(8
1)

9
(1

6)
2

(3
)

50
(8

6)
5

(9
)

3
(5

)
49

(8
4)

5
(9

)
4

(7
)

身
だ

し
な

み
を

整
え

る
53

(9
1)

4
(7

)
1

(2
)

54
(9

3)
4

(7
)

0
(0

)
54

(9
3)

2
(3

)
2

(3
)

テ
レ

ビ
を

見
た

り
新

聞
を

読
ん

だ
り

す
る

41
(7

1)
15

(2
6)

2
(3

)
44

(7
6)

14
(2

4)
0

(0
)

34
(5

9)
19

(3
3)

5
(9

)
日

中
は

適
切

で
清

潔
な

服
に

着
替

え
る

51
(8

8)
5

(9
)

2
(3

)
50

(8
6)

8
(1

4)
0

(0
)

52
(9

0)
4

(7
)

2
(3

)
お

風
呂

に
入

る
53

(9
1)

4
(7

)
1

(2
)

53
(9

1)
4

(7
)

1
(2

)
51

(8
8)

5
(9

)
2

(3
)

心
地

よ
い

部
屋

で
過

ご
す

　
例

）
色

彩
、

音
、

装
飾

、
温

度
、

湿
度

、
匂

い
な

ど
53

(9
1)

4
(7

)
1

(2
)

48
(8

3)
10

(1
7)

0
(0

)
49

(8
4)

6
(1

0)
3

(5
)

健
康

的
な

食
事

が
で

き
る

54
(9

3)
3

(5
)

1
(2

)
50

(8
6)

8
(1

4)
0

(0
)

49
(8

4)
7

(1
2)

2
(3

)
家

の
中

に
落

ち
着

け
る

居
場

所
が

あ
る

51
(8

8)
5

(9
)

2
(3

)
53

(9
1)

4
(7

)
1

(2
)

52
(9

0)
3

(5
)

3
(5

)
夜

ぐ
っ

す
り

眠
れ

る
44

(7
6)

12
(2

1)
2

(3
)

49
(8

4)
9

(1
6)

0
(0

)
45

(7
8)

9
(1

6)
4

(7
)

話
を

聞
い

て
く

れ
る

人
が

い
る

52
(9

0)
5

(9
)

1
(2

)
50

(8
6)

7
(1

2)
1

(2
)

50
(8

6)
6

(1
0)

2
(3

)
家

族
や

親
戚

、
親

し
い

人
た

ち
と

の
つ

な
が

り
が

保
た

れ
て

い
る

55
(9

5)
2

(3
)

1
(2

)
51

(8
8)

6
(1

0)
1

(2
)

50
(8

6)
6

(1
0)

2
(3

)
食

事
が

お
い

し
い

51
(8

8)
4

(7
)

3
(5

)
48

(8
3)

9
(1

6)
1

(2
)

52
(9

0)
3

(5
)

3
(5

)
ト

イ
レ

に
行

く
52

(9
0)

3
(5

)
3

(5
)

54
(9

3)
4

(7
)

0
(0

)
52

(9
0)

4
(7

)
2

(3
)

も
の

ご
と

に
集

中
で

き
る

静
か

な
環

境
が

あ
る

48
(8

3)
8

(1
4)

2
(3

)
50

(8
6)

8
(1

4)
0

(0
)

50
(8

6)
5

(9
)

3
(5

)
き

れ
い

で
清

潔
な

部
屋

で
過

ご
す

54
(9

3)
3

(5
)

1
(2

)
50

(8
6)

8
(1

4)
0

(0
)

51
(8

8)
3

(5
)

4
(7

)

生
活

状
態

項
目

を
「

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

や
ご

家
族

等
の

支
援

を
う

け
な

が
ら

実
現

で
き

て
い

る
程

度
」

の
評

価
者

ご
と

（
認

知
症

の
ご

本
人

・
ご

家
族

・
介

護
支

援
専

門
員

）
の

度
数

分
布

予
備

調
査

（
n=

58
）

認
知

症
の

ご
本

人
介

護
支

援
専

門
員

注
）

度
数

分
布

票
；

「
高

い
」

と
「

低
い

」
の

二
群

　
　

生
活

状
態

項
目

の
並

び
順

は
表

11
と

同
様

；
認

知
症

の
ご

本
人

評
価

の
「

実
現

し
た

い
程

度
；

高
い

」
群

割
合

で
昇

順
　

　
高

い
：

「
で

き
て

い
る

」
+「

ま
あ

ま
あ

で
き

て
い

る
」

、
低

い
：

「
あ

ま
り

で
き

て
い

な
い

」
+「

で
き

て
い

な
い

」

ご
家

族

高
い

低
い

欠
損

値
高

い
低

い
欠

損
値

高
い

低
い

欠
損

値

53



表
１

３

調
査

種
類

生
活

状
態

項
目

に
つ

い
て

の
質

問
種

類

生
活

状
態

項
目

の
評

価
者

生
活

状
態

項
目

ρ
ｐ

ｎ
欠

損
ρ

ｐ
ｎ

欠
損

ρ
ｐ

ｎ
欠

損
ρ

ｐ
ｎ

欠
損

ρ
ｐ

ｎ
欠

損
ρ

ｐ
ｎ

欠
損

ρ
ｐ

ｎ
欠

損
ρ

ｐ
ｎ

欠
損

ρ
ｐ

ｎ
欠

損

地
域

の
一

員
と

し
て

社
会

参
加

す
る

 例
）

地
域

の
掃

除
等

-.2
5

.0
86

47
11

.0
8

.5
89

44
14

-.0
4

.8
02

48
10

.0
1

.9
63

53
5

-.1
1

.4
38

53
5

.0
8

.5
72

54
4

.0
0

.9
82

12
6

13
-.1

9
.0

32
13

0
9

-.0
4

.6
27

13
1

8

選
挙

に
行

く
な

ど
の

政
治

活
動

を
行

う
-.0

5
.7

14
52

6
-.0

3
.8

09
53

5
-.0

5
.7

54
47

11
.0

2
.8

96
51

7
-.0

4
.7

77
53

5
-.0

2
.8

77
52

6
.0

3
.7

78
12

7
12

.0
3

.7
14

13
2

7
-.0

3
.7

32
12

7
12

買
い

物
を

す
る

機
会

が
あ

る
-.1

4
.3

16
52

6
-.2

8
.0

43
53

5
-.2

5
.0

81
51

7
-.1

1
.4

36
55

3
-.3

0
.0

25
55

3
-.2

2
.0

97
56

2
-.2

1
.0

16
13

6
3

-.1
7

.0
51

13
8

1
-.1

7
.0

45
13

5
4

家
の

外
に

な
じ

み
の

場
所

が
あ

る
-.0

8
.5

69
53

5
-.0

6
.6

95
53

5
.0

3
.8

36
53

5
-.0

2
.8

81
50

8
.0

0
.9

77
54

4
-.3

1
.0

19
56

2
-.0

7
.4

41
12

7
12

-.0
3

.7
03

13
3

6
.0

4
.6

37
13

6
3

自
分

で
使

え
る

お
金

を
も

っ
て

い
る

-.1
1

.4
25

53
5

-.0
2

.9
05

54
4

-.1
7

.2
42

50
8

-.2
0

.1
44

54
4

-.1
5

.2
78

56
2

-.0
8

.5
68

56
2

-.0
2

.8
60

13
5

4
-.0

8
.3

69
13

7
2

.0
8

.3
68

13
4

5

家
族

や
周

り
の

人
の

役
に

立
つ

こ
と

を
し

て
い

る
.0

7
.5

99
55

3
-.1

1
.4

32
52

6
-.1

1
.4

28
53

5
.1

1
.4

51
53

5
.2

3
.1

05
52

6
-.1

0
.4

74
55

3
.0

0
.9

72
12

9
10

-.0
8

.3
87

13
3

6
-.0

3
.6

94
13

3
6

家
の

周
り

が
片

付
い

て
る

.0
9

.5
22

52
6

-.1
1

.4
29

55
3

-.0
2

.9
10

54
4

-.2
8

.0
46

53
5

-.1
2

.3
91

55
3

-.3
5

.0
09

56
2

-.1
3

.1
23

13
3

6
-.0

8
.3

50
13

9
0

-.0
2

.8
31

13
4

5

い
ろ

い
ろ

な
行

事
を

楽
し

む
  例

）
誕

生
日

、
正

月
、

花
見

、
七

夕
、

月
見

、
ク

リ
ス

マ
ス

な
ど

.1
3

.3
63

54
4

.0
5

.7
06

56
2

.1
2

.3
74

56
2

.1
0

.4
78

54
4

.0
5

.7
24

55
3

-.0
7

.6
08

56
2

.0
0

.9
76

13
7

2
.0

2
.8

45
13

9
0

.1
2

.1
63

13
6

3

趣
味

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
た

の
し

い
活

動
を

す
る

 　
例

）
読

書
、

音
楽

鑑
賞

、
旅

行
な

ど
.1

3
.3

43
55

3
-.0

3
.8

25
54

4
.1

6
.2

56
55

3
.0

1
.9

30
53

5
.1

3
.3

58
55

3
-.0

2
.8

61
55

3
.0

1
.9

41
13

6
3

.0
9

.2
98

13
7

2
.1

3
.1

36
13

4
5

軽
い

運
動

を
す

る
（

散
歩

を
含

む
）

-.0
9

.5
08

57
1

-.0
2

.8
56

57
1

-.3
2

.0
17

55
3

.0
6

.6
49

55
3

-.0
1

.9
44

55
3

-.2
6

.0
52

56
2

-.0
6

.4
76

13
5

4
.0

5
.5

55
13

8
1

-.0
1

.8
94

13
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49
55

3
.0

5
.6

07
12

9
10

-.0
9

.2
99

13
3

6
-.0

2
.8

18
13

3
6

家
の

周
り

が
片

付
い

て
る

-.1
1

.4
38

52
6

-.0
1

.9
34

55
3

-.1
7

.2
18

54
4

-.2
2

.1
09

53
5

.0
9

.4
98

55
3

-.1
1

.4
24

56
2

.0
3

.7
13

13
3

6
.0

0
.9

57
13

9
0

-.0
1

.8
87

13
4

5

い
ろ

い
ろ

な
行

事
を

楽
し

む
  例

）
誕

生
日

、
正

月
、

花
見

、
七

夕
、

月
見

、
ク

リ
ス

マ
ス

な
ど

-.0
7

.5
91

54
4

-.0
3

.8
30

56
2

.0
9

.5
06

56
2

-.0
8

.5
53

54
4

.0
6

.6
60

55
3

-.0
6

.6
86

56
2

.0
6

.4
60

13
7

2
.0

7
.3

96
13

9
0

-.0
1

.9
08

13
6

3

趣
味

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
た

の
し

い
活

動
を

す
る

 　
例

）
読

書
、

音
楽

鑑
賞

、
旅

行
な

ど
.0

6
.6

45
55

3
.0

3
.8

04
54

4
.0

6
.6

58
55

3
-.1

1
.4

45
53

5
.0

5
.7

34
55

3
.1

1
.4

42
55

3
-.0

5
.5

94
13

6
3

.0
4

.6
21

13
7

2
.0

2
.7

75
13

4
5

軽
い

運
動

を
す

る
（

散
歩

を
含

む
）

-.1
2

.3
85

57
1

-.0
1

.9
38

57
1

-.0
4

.7
61

55
3

.0
8

.5
82

55
3

.0
9

.4
94

55
3

.1
0

.4
52

56
2

.0
0

.9
74

13
5

4
-.0

4
.6

32
13

8
1

-.0
7

.4
38

13
5

4

安
全

に
外

出
し

、
帰

宅
で

き
る

-.2
0

.1
45

54
4

-.1
8

.2
03

54
4

-.1
5

.2
88

50
8

-.3
2

.0
20

53
5

-.1
9

.1
67

54
4

-.2
4

.0
81

56
2

-.0
6

.4
77

13
3

6
-.0

1
.9

33
13

7
2

-.1
6

.0
72

13
4

5

部
屋

に
な

じ
み

の
も

の
が

置
い

て
あ

る
-.3

6
.0

07
56

2
-.1

6
.2

48
55

3
-.1

2
.4

07
54

4
-.3

4
.0

11
55

3
-.0

9
.5

22
55

3
-.2

8
.0

39
55

3
.0

1
.8

71
13

7
2

-.0
5

.5
78

13
8

1
-.0

3
.7

50
13

4
5

身
だ

し
な

み
を

整
え

る
-.1

0
.4

46
57

1
-.0

5
.7

19
58

0
-.0

4
.7

78
56

2
-.1

5
.2

71
56

2
.0

8
.5

56
56

2
-.0

7
.6

28
56

2
-.1

0
.2

60
13

7
2

.0
7

.4
24

13
9

0
-.0

6
.5

00
13

6
3

テ
レ

ビ
を

見
た

り
新

聞
を

読
ん

だ
り

す
る

.0
3

.8
42

56
2

-.0
5

.7
31

58
0

.0
3

.8
36

53
5

-.0
7

.6
25

55
3

-.0
2

.8
75

55
3

.0
5

.6
98

55
3

-.1
7

.0
46

13
6

3
-.0

9
.2

70
13

9
0

-.0
7

.4
08

13
2

7

日
中

は
適

切
で

清
潔

な
服

に
着

替
え

る
.0

3
.8

52
56

2
-.1

4
.2

82
58

0
.0

9
.4

91
56

2
.0

2
.9

12
56

2
.0

6
.6

68
57

1
-.0

6
.6

54
56

2
-.1

3
.1

25
13

6
3

-.0
2

.7
74

13
8

1
.0

0
.9

90
13

6
3

お
風

呂
に

入
る

-.1
0

.4
49

57
1

.0
3

.8
40

57
1

.0
2

.8
76

56
2

-.0
7

.6
00

56
2

.0
9

.5
04

57
1

-.0
6

.6
41

56
2

-.0
5

.5
38

13
8

1
.0

7
.4

28
13

9
0

.0
4

.6
64

13
6

3

心
地

よ
い

部
屋

で
過

ご
す

　
例

）
色

彩
、

音
、

装
飾

、
温

度
、

湿
度

、
匂

い
な

ど
-.2

2
.1

03
57

1
-.0

4
.7

43
58

0
-.2

3
.0

95
55

3
-.1

6
.2

27
56

2
-.0

1
.9

39
56

2
-.4

5
.0

01
55

3
-.0

3
.7

25
13

6
3

-.1
0

.2
39

13
9

0
.0

1
.8

67
13

5
4

健
康

的
な

食
事

が
で

き
る

-.0
5

.6
95

57
1

-.0
4

.7
84

58
0

.0
4

.7
78

56
2

-.1
3

.3
26

56
2

.1
5

.2
63

57
1

-.0
4

.7
45

56
2

-.1
6

.0
55

13
7

2
.0

2
.8

37
13

6
3

.0
2

.8
16

13
5

4

家
の

中
に

落
ち

着
け

る
居

場
所

が
あ

る
-.1

1
.4

34
56

2
-.0

4
.7

43
57

1
.0

4
.7

87
55

3
-.1

1
.4

11
56

2
-.0

1
.9

31
56

2
-.2

6
.0

53
55

3
-.1

1
.2

02
13

6
3

-.0
7

.4
45

13
9

0
.0

6
.5

23
13

6
3

食
事

が
お

い
し

い
-.1

5
.2

89
55

3
.0

2
.8

92
57

1
.2

2
.1

01
55

3
-.3

2
.0

17
56

2
.0

6
.6

79
57

1
.1

0
.4

84
55

3
-.1

7
.0

48
13

8
1

.0
1

.9
34

13
9

0
-.0

3
.7

29
13

6
3

夜
ぐ

っ
す

り
眠

れ
る

-.3
7

.0
06

56
2

-.2
2

.0
98

58
0

-.1
3

.3
51

54
4

-.3
0

.0
26

56
2

-.1
2

.3
59

56
2

-.1
7

.1
98

56
2

-.2
2

.0
11

13
7

2
-.0

8
.3

45
13

7
2

-.1
5

.0
84

13
6

3

家
族

や
親

戚
、

親
し

い
人

た
ち

と
の

つ
な

が
り

が
保

た
れ

て
い

る
-.1

0
.4

61
57

1
-.0

5
.6

96
57

1
-.0

3
.8

45
56

2
-.2

9
.0

30
55

3
-.0

7
.6

27
55

3
-.2

3
.0

95
55

3
-.0

3
.7

60
13

7
2

-.0
3

.7
29

13
7

2
-.0

4
.6

46
13

6
3

話
を

聞
い

て
く

れ
る

人
が

い
る

-.1
1

.4
27

57
1

-.0
1

.9
25

57
1

.0
9

.5
12

56
2

-.0
9

.4
96

54
4

-.2
1

.1
34

54
4

.0
1

.9
58

56
2

.0
3

.7
55

13
7

2
.0

8
.3

36
13

8
1

.0
2

.7
89

13
6

3

ト
イ

レ
に

行
く

-.1
9

.1
65

55
3

-.3
1

.0
17

58
0

-.2
8

.0
36

56
2

-.1
9

.1
64

55
3

-.3
0

.0
27

55
3

-.2
7

.0
46

56
2

-.0
6

.5
09

13
8

1
.1

0
.2

30
13

7
2

.0
5

.5
55

13
6

3

き
れ

い
で

清
潔

な
部

屋
で

過
ご

す
-.2

5
.0

57
57

1
-.1

6
.2

25
58

0
-.1

3
.3

47
54

4
-.2

7
.0

46
56

2
-.0

2
.8

71
57

1
-.4

1
.0

02
55

3

物
事

に
集

中
で

き
る

静
か

な
環

境
が

あ
る

-.2
2

.1
02

56
2

-.0
4

.7
38

58
0

-.0
6

.6
56

55
3

-.3
1

.0
24

54
4

.0
0

.9
98

55
3

-.1
4

.3
16

55
3

本
　

調
　

査

生
活

状
態

項
目

を
「

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

や
ご

家
族

等
の

支
援

を
う

け
な

が
ら

実
現

で
き

て
い

る
程

度
」

及
び

「
認

知
症

な
ど

の
病

気
に

よ
り

自
分

の
考

え
を

う
ま

く
伝

え
る

こ
と

が
難

し
く

な
っ

て
も

実
現

し
た

い
程

度
」

と
「

要
介

護
度

」
の

関
連

性
（

Sp
ea

rm
an

順
位

相
関

係
数

）
予

備
調

査
（

n=
58

）
、

本
調

査
（

n=
13

9）
予

　
備

　
調

　
査

実
現

で
き

て
い

る
程

度
実

現
し

た
い

程
度

実
現

し
た

い
程

度

ご
家

族
介

護
支

援
専

門
員

注
）

Sp
ea

rm
an

順
位

相
関

係
数

（
bo

nf
er

ro
ni

補
正

：
正

の
関

連
性

＝
橙

色
/負

の
関

連
性

＝
青

色
：

p<
.0

17
=.

05
/3

）

認
知

症
の

ご
本

人
ご

家
族

介
護

支
援

専
門

員
認

知
症

の
ご

本
人

ご
家

族
介

護
支

援
専

門
員

認
知

症
の

ご
本

人

58



表
１

８

調
査

種
類

生
活

状
態

項
目

に
つ

い
て

の
質

問
種

類

生
活

状
態

項
目

の
評

価
者

生
活

状
態

項
目

ρ
ｐ

ｎ
欠

損
ρ

ｐ
ｎ

欠
損

ρ
ｐ

ｎ
欠

損
ρ

ｐ
ｎ

欠
損

ρ
ｐ

ｎ
欠

損
ρ

ｐ
ｎ

欠
損

ρ
ｐ

ｎ
欠

損
ρ

ｐ
ｎ

欠
損

ρ
ｐ

ｎ
欠

損

地
域

の
一

員
と

し
て

社
会

参
加

す
る

 例
）

地
域

の
掃

除
等

.0
9

.5
51

47
11

.2
0

.1
98

44
14

.0
3

.8
53

48
10

.1
7

.2
16

53
5

-.0
9

.5
28

53
5

-.1
6

.2
58

54
4

.1
5

.0
87

12
6

13
-.0

5
.5

47
13

0
9

.0
4

.6
57

13
1

8

選
挙

に
行

く
な

ど
の

政
治

活
動

を
行

う
-.0

1
.9

69
52

6
-.0

4
.7

58
53

5
.0

0
.9

99
47

11
.1

2
.3

89
51

7
-.1

3
.3

37
53

5
-.1

8
.2

14
52

6
.1

0
.2

48
12

7
12

.0
2

.8
34

13
2

7
-.0

7
.4

42
12

7
12

買
い

物
を

す
る

機
会

が
あ

る
-.1

9
.1

83
52

6
-.0

7
.6

33
53

5
.0

0
.9

97
51

7
.1

9
.1

71
55

3
-.1

4
.3

21
55

3
.0

9
.4

89
56

2
.0

8
.3

63
13

6
3

.0
5

.5
70

13
8

1
.0

0
.9

61
13

5
4

家
の

外
に

な
じ

み
の

場
所

が
あ

る
-.0

4
.7

80
53

5
.1

3
.3

62
53

5
.1

3
.3

64
53

5
-.1

0
.4

72
50

8
.1

0
.4

88
54

4
-.0

2
.8

75
56

2
.1

1
.2

15
12

7
12

-.0
2

.7
98

13
3

6
-.0

6
.4

65
13

6
3

自
分

で
使

え
る

お
金

を
も

っ
て

い
る

-.3
9

.0
04

53
5

-.2
0

.1
53

54
4

-.3
1

.0
30

50
8

.0
9

.5
34

54
4

-.0
8

.5
55

56
2

-.1
3

.3
28

56
2

.0
0

.9
59

13
5

4
-.0

3
.7

12
13

7
2

-.1
0

.2
47

13
4

5

家
族

や
周

り
の

人
の

役
に

立
つ

こ
と

を
し

て
い

る
-.0

5
.7

22
55

3
-.0

4
.7

98
52

6
-.0

3
.8

54
53

5
.2

1
.1

28
53

5
-.0

7
.6

28
52

6
-.0

2
.8

65
55

3
.1

2
.1

94
12

9
10

-.0
5

.5
69

13
3

6
-.0

1
.8

91
13

3
6

家
の

周
り

が
片

付
い

て
る

.1
9

.1
88

52
6

.1
1

.4
06

55
3

.1
7

.2
24

54
4

-.0
6

.6
81

53
5

.1
2

.3
78

55
3

.1
4

.2
96

56
2

.1
6

.0
69

13
3

6
-.0

4
.6

48
13

9
0

-.0
5

.6
00

13
4

5

い
ろ

い
ろ

な
行

事
を

楽
し

む
  例

）
誕

生
日

、
正

月
、

花
見

、
七

夕
、

月
見

、
ク

リ
ス

マ
ス

な
ど

.0
1

.9
65

54
4

.0
7

.6
32

56
2

.1
1

.4
19

56
2

.0
6

.6
55

54
4

-.0
1

.9
50

55
3

.1
4

.3
21

56
2

.0
7

.4
36

13
7

2
.0

2
.8

21
13

9
0

-.1
1

.1
97

13
6

3

趣
味

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
た

の
し

い
活

動
を

す
る

 　
例

）
読

書
、

音
楽

鑑
賞

、
旅

行
な

ど
.1

2
.3

69
55

3
.2

1
.1

28
54

4
.2

8
.0

39
55

3
-.0

3
.8

42
53

5
-.0

8
.5

51
55

3
.0

7
.6

13
55

3
.0

6
.4

55
13

6
3

-.0
8

.3
73

13
7

2
-.1

0
.2

46
13

4
5

軽
い

運
動

を
す

る
（

散
歩

を
含

む
）

.2
0

.1
34

57
1

.3
8

.0
04

57
1

.3
4

.0
12

55
3

.2
4

.0
82

55
3

-.1
1

.4
31

55
3

-.1
9

.1
67

56
2

-.0
1

.9
21

13
5

4
-.0

5
.5

91
13

8
1

-.1
0

.2
35

13
5

4

安
全

に
外

出
し

、
帰

宅
で

き
る

-.1
2

.3
70

54
4

.0
1

.9
23

54
4

-.0
1

.9
19

50
8

-.1
0

.4
57

53
5

-.1
1

.4
23

54
4

.0
3

.8
11

56
2

.1
3

.1
39

13
3

6
-.0

1
.9

12
13

7
2

.0
0

.9
96

13
4

5

部
屋

に
な

じ
み

の
も

の
が

置
い

て
あ

る
-.1

5
.2

80
56

2
.1

7
.2

11
55

3
-.0

9
.5

00
54

4
-.1

5
.2

74
55

3
.0

5
.7

28
55

3
-.2

6
.0

53
55

3
.0

8
.3

73
13

7
2

-.0
3

.7
56

13
8

1
-.1

0
.2

43
13

4
5

身
だ

し
な

み
を

整
え

る
-.0

2
.9

05
57

1
.0

9
.4

88
58

0
.0

1
.9

36
56

2
.1

0
.4

44
56

2
.0

5
.6

91
56

2
-.1

9
.1

53
56

2
.0

2
.7

83
13

7
2

-.0
2

.7
77

13
9

0
-.0

4
.6
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13

6
3

テ
レ

ビ
を

見
た

り
新

聞
を

読
ん

だ
り

す
る

-.1
2

.3
95

56
2

-.1
4

.2
90

58
0

-.0
5

.7
36

53
5

-.1
6

.2
34

55
3

-.1
1

.4
23

55
3

.0
2

.8
86

55
3

.0
2

.8
44

13
6

3
-.0

9
.3

00
13

9
0

-.0
7

.4
03

13
2

7

日
中

は
適

切
で

清
潔

な
服

に
着

替
え

る
.0

5
.6

96
56

2
.0

0
.9

91
58

0
.1

0
.4

81
56

2
.1

1
.4

41
56

2
-.1

3
.3

38
57

1
-.2

0
.1

40
56

2
.0

5
.5

53
13

6
3

-.0
9

.2
93

13
8

1
.0

0
.9

60
13

6
3

お
風

呂
に

入
る

-.1
3

.3
49

57
1

.0
3

.8
46

57
1

.2
4

.0
77

56
2

.2
6

.0
54

56
2

-.0
2

.8
58

57
1

-.0
4

.7
74

56
2

-.0
2

.8
38

13
8

1
.0

5
.5

83
13

9
0

-.0
1

.8
85

13
6

3

心
地

よ
い

部
屋

で
過

ご
す

　
例

）
色

彩
、

音
、

装
飾

、
温

度
、

湿
度

、
匂

い
な

ど
.0

0
.9

84
57

1
.0

4
.7

73
58

0
-.0

3
.8

19
55

3
-.0

7
.6

02
56

2
.1

5
.2

76
56

2
-.1

4
.3

08
55

3
.0

0
.9

82
13

6
3

-.1
4

.1
09

13
9

0
-.0

5
.5

73
13

5
4

健
康

的
な

食
事

が
で

き
る

.1
7

.2
16

57
1

.1
6

.2
30

58
0

.1
2

.3
69

56
2

.0
3

.8
53

56
2

.1
0

.4
52

57
1

-.1
8

.1
81

56
2

.0
0

.9
95

13
7

2
.1

4
.1

14
13

6
3

.0
4

.6
84

13
5

4

家
の

中
に

落
ち

着
け

る
居

場
所

が
あ

る
-.0

7
.6

27
56

2
.0

9
.5

15
57

1
-.0

7
.6

29
55

3
.0

0
.9

93
56

2
.0

9
.5

21
56

2
-.0

3
.8

40
55

3
-.0

6
.5

24
13

6
3

-.1
1

.2
15

13
9

0
-.0

2
.8

01
13

6
3

食
事

が
お

い
し

い
.0

5
.6

98
55

3
.1

6
.2

36
57

1
.0

5
.7

43
55

3
.1

2
.3

85
56

2
.0

9
.4

95
57

1
-.0

7
.6

26
55

3
.0

9
.3

11
13

8
1

.0
3

.7
19

13
9

0
-.0

1
.8

68
13

6
3

夜
ぐ

っ
す

り
眠

れ
る

.0
7

.5
86

56
2

.0
8

.5
41

58
0

.0
1

.9
65

54
4

-.1
1

.4
39

56
2

.1
9

.1
70

56
2

.0
5

.7
22

56
2

-.1
2

.1
74

13
7

2
-.0

8
.3

59
13

7
2

-.1
0

.2
41

13
6

3

家
族

や
親

戚
、

親
し

い
人

た
ち

と
の

つ
な

が
り

が
保

た
れ

て
い

る
.1

3
.3

36
57

1
-.0

9
.4

98
57

1
.1

7
.2

02
56

2
-.0

1
.9

33
55

3
.1

2
.3

83
55

3
-.1

2
.3

91
55

3
.0

1
.8

98
13

7
2

-.0
7

.3
95

13
7

2
-.1

1
.1

94
13

6
3

話
を

聞
い

て
く

れ
る

人
が

い
る

-.0
2

.9
01

57
1

.1
9

.1
60

57
1

.2
4

.0
74

56
2

.0
8

.5
73

54
4

.0
7

.6
33

54
4

.1
7

.2
03

56
2

.0
7

.3
97

13
7

2
-.0

7
.4

14
13

8
1

-.1
0

.2
59

13
6

3

ト
イ

レ
に

行
く

-.1
8

.1
99

55
3

-.1
4

.3
05

58
0

.0
3

.8
04

56
2

.3
3

.0
14

55
3

-.1
2

.3
89

55
3

-.2
0

.1
41

56
2

.0
8

.3
54

13
8

1
-.1

3
.1

21
13

7
2

-.0
7

.4
28

13
6

3

き
れ

い
で

清
潔

な
部

屋
で

過
ご

す
.0

1
.9

46
57

1
.0

6
.6

43
58

0
-.0

8
.5

54
54

4
-.2

1
.1

18
56

2
.1

4
.3

13
57

1
-.1

9
.1

61
55

3
物

事
に

集
中

で
き

る
静

か
な

環
境

が
あ

る
-.0

4
.7

98
56

2
.0

6
.6

69
58

0
-.1

4
.3

16
55

3
-.1

5
.2

75
54

4
.1

4
.3

23
55

3
.1

2
.3

78
55

3

予
　

備
　

調
　

査
本

　
調

　
査

生
活

状
態

項
目

を
「

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

や
ご

家
族

等
の

支
援

を
う

け
な

が
ら

実
現

で
き

て
い

る
程

度
」

及
び

「
認

知
症

な
ど

の
病

気
に

よ
り

自
分

の
考

え
を

う
ま

く
伝

え
る

こ
と

が
難

し
く

な
っ

て
も

実
現

し
た

い
程

度
」

と
「

認
知

症
高

齢
者

の
日

常
生

活
自

立
度

」
の

関
連

性
（

Sp
ea

rm
an

順
位

相
関

係
数

）
 予

備
調

査
（

n=
58

）
、

本
調

査
（

n=
13

9）

実
現

で
き

て
い

る
程

度
実

現
し

た
い

程
度

実
現

し
た

い
程

度

注
）

Sp
ea

rm
an

順
位

相
関

係
数

（
bo

nf
er

ro
ni

補
正

：
正

の
関

連
性

＝
橙

色
/負

の
関

連
性

＝
青

色
：

p<
.0

17
=.

05
/3

）

ご
家

族
介

護
支

援
専

門
員

認
知

症
の

ご
本

人
ご

家
族

介
護

支
援

専
門

員
認

知
症

の
ご

本
人

ご
家

族
介

護
支

援
専

門
員

認
知

症
の

ご
本

人
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表
１

９

調
査

種
類

生
活

状
態

項
目

に
つ

い
て

の
質

問
種

類

生
活

状
態

項
目

の
評

価
者

生
活

状
態

項
目

ρ
ｐ

ｎ
欠

損
ρ

ｐ
ｎ

欠
損

ρ
ｐ

ｎ
欠

損
ρ

ｐ
ｎ

欠
損

ρ
ｐ

ｎ
欠

損
ρ

ｐ
ｎ

欠
損

ρ
ｐ

ｎ
欠

損
ρ

ｐ
ｎ

欠
損

ρ
ｐ

ｎ
欠

損

地
域

の
一

員
と

し
て

社
会

参
加

す
る

 例
）

地
域

の
掃

除
等

-.2
6

.0
79

47
11

-.0
6

.6
90

44
14

-.0
6

.6
98

48
10

-.1
2

.3
86

53
5

.1
0

.4
55

53
5

.1
5

.2
89

54
4

.0
0

.9
96

12
6

13
-.0

1
.8

99
13

0
9

-.0
6

.5
01

13
1

8
選

挙
に

行
く

な
ど

の
政

治
活

動
を

行
う

-.2
2

.1
23

52
6

-.1
2

.4
04

53
5

-.0
8

.6
04

47
11

-.0
5

.7
05

51
7

.0
9

.5
44

53
5

-.1
5

.2
92

52
6

-.1
6

.0
65

12
7

12
-.0

5
.5

36
13

2
7

-.0
8

.3
66

12
7

12
買

い
物

を
す

る
機

会
が

あ
る

-.3
3

.0
16

52
6

-.2
2

.1
07

53
5

-.1
8

.1
97

51
7

-.0
1

.9
57

55
3

-.0
2

.8
88

55
3

.1
6

.2
52

56
2

-.2
6

.0
02

13
6

3
-.0

5
.5

83
13

8
1

-.1
6

.0
58

13
5

4
家

の
外

に
な

じ
み

の
場

所
が

あ
る

.0
4

.7
61

53
5

-.1
7

.2
33

53
5

.1
0

.4
84

53
5

-.1
6

.2
62

50
8

.0
3

.8
15

54
4

.1
9

.1
61

56
2

-.1
3

.1
43

12
7

12
-.1

0
.2

75
13

3
6

-.1
1

.2
09

13
6

3
自

分
で

使
え

る
お

金
を

も
っ

て
い

る
-.3

6
.0

08
53

5
-.3

1
.0

25
54

4
-.0

5
.7

35
50

8
-.1

5
.2

83
54

4
-.1

4
.3

00
56

2
.1

2
.3

81
56

2
-.0

9
.3

24
13

5
4

-.1
5

.0
82

13
7

2
-.0

9
.2

84
13

4
5

家
族

や
周

り
の

人
の

役
に

立
つ

こ
と

を
し

て
い

る
-.1

4
.3

21
55

3
-.2

4
.0

93
52

6
-.2

0
.1

55
53

5
-.1

6
.2

62
53

5
-.0

7
.6

26
52

6
.1

7
.2

11
55

3
-.1

0
.2

44
12

9
10

.0
1

.8
98

13
3

6
-.0

2
.8

44
13

3
6

家
の

周
り

が
片

付
い

て
る

-.0
3

.8
47

52
6

.0
2

.8
62

55
3

.0
8

.5
59

54
4

.0
1

.9
51

53
5

.1
8

.1
89

55
3

.0
7

.5
88

56
2

-.1
2

.1
64

13
3

6
-.0

9
.2

70
13

9
0

.0
4

.6
14

13
4

5

い
ろ

い
ろ

な
行

事
を

楽
し

む
  例

）
誕

生
日

、
正

月
、

花
見

、
七

夕
、

月
見

、
ク

リ
ス

マ
ス

な
ど

-.1
9

.1
63

54
4

-.0
8

.5
57

56
2

.0
8

.5
48

56
2

-.1
4

.2
98

54
4

.1
5

.2
64

55
3

.0
4

.7
75

56
2

.0
2

.8
61

13
7

2
.0

0
.9

71
13

9
0

.1
1

.2
15

13
6

3

趣
味

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
た

の
し

い
活

動
を

す
る

 　
例

）
読

書
、

音
楽

鑑
賞

、
旅

行
な

ど
-.0

5
.7

04
55

3
-.0

7
.6

37
54

4
.0

1
.9

29
55

3
-.0

8
.5

83
53

5
.0

1
.9

22
55

3
.1

8
.1

82
55

3
-.0

2
.7

75
13

6
3

.1
0

.2
30

13
7

2
.1

4
.0

98
13

4
5

軽
い

運
動

を
す

る
（

散
歩

を
含

む
）

.0
4

.7
93

57
1

.1
3

.3
33

57
1

.0
3

.8
29

55
3

-.0
1

.9
35

55
3

.2
3

.0
96

55
3

.2
1

.1
12

56
2

-.0
1

.9
23

13
5

4
-.0

2
.8

05
13

8
1

-.0
1

.9
44

13
5

4
安

全
に

外
出

し
、

帰
宅

で
き

る
-.1

0
.4

52
54

4
-.0

7
.5

96
54

4
.0

0
.9

99
50

8
-.0

4
.7

81
53

5
-.0

2
.9

06
54

4
-.0

5
.6

95
56

2
-.1

5
.0

80
13

3
6

-.0
5

.5
64

13
7

2
-.2

5
.0

03
13

4
5

部
屋

に
な

じ
み

の
も

の
が

置
い

て
あ

る
-.2

2
.1

00
56

2
-.0

1
.9

35
55

3
-.1

3
.3

34
54

4
-.1

6
.2

43
55

3
.1

4
.3

09
55

3
-.3

6
.0

07
55

3
-.0

2
.8

08
13

7
2

-.0
8

.3
71

13
8

1
-.0

4
.6

56
13

4
5

身
だ

し
な

み
を

整
え

る
-.1

0
.4

56
57

1
.2

2
.1

04
58

0
.2

2
.1

11
56

2
.0

5
.7

40
56

2
.1

4
.3

14
56

2
-.0

1
.9

31
56

2
-.0

7
.4

46
13

7
2

.0
2

.8
32

13
9

0
-.0

4
.6

56
13

6
3

テ
レ

ビ
を

見
た

り
新

聞
を

読
ん

だ
り

す
る

-.0
8

.5
62

56
2

-.0
3

.8
33

58
0

.0
3

.8
23

53
5

-.1
0

.4
52

55
3

.0
3

.8
54

55
3

.0
5

.7
01

55
3

-.0
8

.3
41

13
6

3
.0

0
.9

90
13

9
0

-.0
2

.8
18

13
2

7
日

中
は

適
切

で
清

潔
な

服
に

着
替

え
る

.1
6

.2
32

56
2

.1
2

.3
52

58
0

.1
4

.2
91

56
2

.2
6

.0
57

56
2

.0
6

.6
75

57
1

.1
1

.4
29

56
2

.0
0

.9
68

13
6

3
.0

3
.7

46
13

8
1

.0
2

.8
51

13
6

3
お

風
呂

に
入

る
-.0

3
.8

42
57

1
-.0

7
.5

93
57

1
.0

1
.9

43
56

2
-.1

8
.1

80
56

2
-.0

2
.8

85
57

1
-.2

0
.1

43
56

2
.0

0
.9

86
13

8
1

.0
2

.8
42

13
9

0
.0

1
.8

78
13

6
3

心
地

よ
い

部
屋

で
過

ご
す

　
例

）
色

彩
、

音
、

装
飾

、
温

度
、

湿
度

、
匂

い
な

ど
-.2

3
.0

91
57

1
.0

3
.7

98
58

0
-.0

5
.7

10
55

3
-.0

8
.5

55
56

2
.1

7
.2

12
56

2
-.1

5
.2

62
55

3
.1

0
.2

37
13

6
3

-.0
6

.5
14

13
9

0
.1

2
.1

84
13

5
4

健
康

的
な

食
事

が
で

き
る

-.0
2

.8
81

57
1

.0
6

.6
62

58
0

.2
2

.1
12

56
2

.0
7

.5
84

56
2

.1
1

.4
00

57
1

.0
4

.7
53

56
2

-.0
5

.5
91

13
7

2
-.0

1
.9

32
13

6
3

.0
8

.3
83
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5

4
家

の
中

に
落

ち
着

け
る

居
場

所
が

あ
る

-.1
4

.3
08

56
2

-.0
3

.8
44

57
1

.0
1

.9
70

55
3

-.0
4

.7
91

56
2

-.0
4

.7
68

56
2

-.0
7

.6
20

55
3

-.0
5

.5
63

13
6

3
.0

5
.5

76
13

9
0

.0
7

.4
33

13
6

3
食

事
が

お
い

し
い

.1
1

.4
29

55
3

.1
1

.4
33

57
1

.3
4

.0
11

55
3

-.0
3

.8
03

56
2

.0
4

.7
46

57
1

.2
4

.0
74

55
3

-.2
0

.0
20

13
8

1
-.0

5
.5

27
13

9
0

-.0
2

.7
74

13
6

3
夜

ぐ
っ

す
り

眠
れ

る
-.2

5
.0

65
56

2
-.1

0
.4

39
58

0
-.1

7
.2

11
54

4
-.1

6
.2

30
56

2
.0

5
.6

94
56

2
.0

7
.6

32
56

2
.0

0
.9

68
13

7
2

.0
6

.4
87

13
7

2
-.0

4
.6

73
13

6
3

家
族

や
親

戚
、

親
し

い
人

た
ち

と
の

つ
な

が
り

が
保

た
れ

て
い

る
-.1

2
.3

74
57

1
-.0

3
.8

47
57

1
.0

3
.8

09
56

2
-.2

2
.1

11
55

3
-.0

7
.6

24
55

3
-.0

1
.9

34
55

3
.0

9
.2

78
13

7
2

.1
0

.2
63

13
7

2
.1

3
.1

26
13

6
3

話
を

聞
い

て
く

れ
る

人
が

い
る

-.0
3

.8
26

57
1

.0
6

.6
63

57
1

.0
3

.8
09

56
2

-.0
9

.5
06

54
4

.0
1

.9
31

54
4

.1
0

.4
50

56
2

.0
2

.7
97

13
7

2
.1

3
.1

36
13

8
1

.1
1

.1
86

13
6
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55
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現
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き
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い

る
程

度
実
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し

た
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程
度

実
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し
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い
程

度

注
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順
位
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係
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（
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色
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生
活

状
態

項
目

を
「

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

や
ご

家
族

等
の

支
援

を
う

け
な

が
ら

実
現

で
き

て
い

る
程

度
」

及
び

「
認

知
症

な
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の
病

気
に

よ
り

自
分

の
考

え
を
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ま

く
伝

え
る

こ
と

が
難

し
く

な
っ

て
も

実
現

し
た

い
程

度
」

と
「

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度
」

の
関

連
性

（
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ea
rm

an
順

位
相

関
係

数
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備

調
査
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）
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調
査

（
n=
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認
知

症
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ご
本

人
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家
族

介
護
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援

専
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員
認
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症
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ご

本
人

ご
家

族
介

護
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援
専

門
員

認
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ご
本

人
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家
族

介
護

支
援

専
門

員

予
　

備
　

調
　

査
本
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表
２

０

「
実

現
し

た
い

程
度

」
の

評
価

者
ご

家
族

の
介

護
負

担
感

（
精

神
的

）

生
活

状
態

項
目

ｒ
ｐ
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欠 損

中
央 値
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欠 損

中
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ｒ
ｐ
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欠 損

中
央 値
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欠 損

中
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ｒ
ｐ

n
欠 損

中
央 値

n
欠 損

中
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地
域
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し
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社
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除
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政
治
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19

1
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00
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4 
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3.
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34

3
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2.

00
3.

00
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.4
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18

2
3.

00
2.

00
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00
33

4
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00
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物
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す
る
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1 
.1
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1
2.
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00
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35

2
3.

00
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00
4.

00
.0

4 
.7

88
20

0
3.

00
2.

25
3.

00
35

2
3.

00
3.

00
4.

00

家
の

外
に

な
じ

み
の

場
所

が
あ

る
.0

4 
.7
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18

2
3.

00
1.

75
4.

00
31

6
3.

00
2.

00
3.

00
.0

0 
.9

76
19

1
3.

00
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00
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00
34

3
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00
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00
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00
.0

5 
.7

36
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0
3.

00
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00
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75
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2
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00
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00
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え
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っ
て

い
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賞
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現

し
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い
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度
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＝
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四
分

位
範

囲
四

分
位

範
囲
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分

位
範
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認
知

症
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ご
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人
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家
族

中
度

以
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軽
度

～
な

し
中

度
以

上

四
分

位
範

囲

介
護

支
援

専
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度
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な
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中
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軽
度

～
な
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位
範
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分
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範
囲

生
活

状
態

項
目

を
「

認
知

症
な

ど
の

病
気

に
よ

り
自

分
の

考
え

を
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ま
く

伝
え

る
こ

と
が

難
し

く
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っ
て

も
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現
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た
い

程
度

」
と

「
介

護
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援
専

門
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が
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測
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た
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家
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感
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表
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「
実

現
で

き
て

い
る

程
度

」
の

評
価

者

ご
家

族
の

介
護

負
担

感
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精
神

的
）
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項
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00

13
4

5
い

ろ
い

ろ
な

行
事

を
楽

し
む

 　
例

）
誕

生
日

、
正

月
、

花
見

、
七

夕
、

月
見

、
ク

リ
ス

マ
ス

な
ど

.4
7

.0
00

52
6

.3
9

.0
04

52
6

.4
7

.0
00

53
5

.3
5

.0
00

13
7

2
.2

2
.0

09
13

4
5

.2
5

.0
03

13
6

3
趣

味
や

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

た
の

し
い

活
動

を
す

る
 　

例
）

読
書

、
音

楽
鑑

賞
、

旅
行

な
ど

.4
9

.0
00

50
8

.2
9

.0
39

52
6

.3
6

.0
10

52
6

.1
8

.0
35

13
5

4
.2

5
.0

05
13

2
7

.3
2

.0
00

13
2

7
軽

い
運

動
を

す
る

（
散

歩
を

含
む

）
.3

0
.0

29
52

6
.1

6
.2

47
54

4
.3

0
.0

27
53

5
.2

1
.0

14
13

5
4

.2
2

.0
10

13
1

8
.2

9
.0

01
13

4
5

安
全

に
外

出
し

、
帰

宅
で

き
る

.5
5

.0
00

51
7

.5
5

.0
00

51
7

.5
9

.0
00

52
6

.3
1

.0
00

13
3

6
.4

9
.0

00
12

8
11

.3
0

.0
00

13
2

7

部
屋

に
な

じ
み

の
も

の
が

置
い

て
あ

る
.4

2
.0

02
52

6
.1

6
.2

56
52

6
.1

7
.2

29
52

6
.3

5
.0

00
13

6
3

.3
0

.0
00

13
3

6
.1

9
.0

25
13

3
6

身
だ

し
な

み
を

整
え

る
.3

5
.0

09
54

4
.2

7
.0

45
54

4
.3

8
.0

05
54

4
.3

1
.0

00
13

7
2

.3
5

.0
00

13
4

5
.4

8
.0

00
13

6
3

テ
レ

ビ
を

見
た

り
新

聞
を

読
ん

だ
り

す
る

.5
2

.0
00

52
6

.2
7

.0
53

52
6

.3
3

.0
16

52
6

.2
6

.0
03

13
6

3
.4

6
.0

00
12

9
10

.2
2

.0
11

13
2

7
日

中
は

適
切

で
清

潔
な

服
に

着
替

え
る

.4
3

.0
01

55
3

.4
1

.0
02

54
4

.4
2

.0
01

55
3

.3
0

.0
00

13
5

4
.3

2
.0

00
13

3
6

.4
4

.0
00

13
5

4
お

風
呂

に
入

る
.1

1
.4

27
55

3
.1

7
.2

19
54

4
.3

6
.0

07
55

3
.3

4
.0

00
13

8
1

.4
0

.0
00

13
5

4
.4

2
.0

00
13

6
3

心
地

よ
い

部
屋

で
過

ご
す

　
例

）
色

彩
、

音
、

装
飾

、
温

度
、

湿
度

、
匂

い
な

ど
.2

9
.0

35
54

4
.3

0
.0

30
53

5
.3

6
.0

08
53

5
.3

7
.0

00
13

6
3

.3
2

.0
00

13
3

6
.2

9
.0

01
13

5
4

健
康

的
な

食
事

が
で

き
る

.2
7

.0
50

55
3

.3
7

.0
06

54
4

.3
6

.0
07

55
3

.3
9

.0
00

13
4

5
.3

8
.0

00
13

3
6

.4
3

.0
00

13
2

7
家

の
中

に
落

ち
着

け
る

居
場

所
が

あ
る

.3
5

.0
10

54
4

.3
6

.0
07

53
5

.2
5

.0
66

53
5

.3
9

.0
00

13
6

3
.3

5
.0

00
13

3
6

.2
7

.0
02

13
6

3
食

事
が

お
い

し
い

.0
6

.6
59

55
3

.1
5

.2
88

53
5

.0
7

.5
92

54
4

.4
2

.0
00

13
8

1
.3

1
.0

00
13

5
4

.3
6

.0
00

13
6

3
夜

ぐ
っ

す
り

眠
れ

る
.3

6
.0

07
54

4
.3

0
.0

27
54

4
.2

9
.0

32
54

4
.3

0
.0

00
13

5
4

.4
0

.0
00

13
4

5
.4

8
.0

00
13

4
5

家
族

や
親

戚
、

親
し

い
人

た
ち

と
の

つ
な

が
り

が
保

た
れ

て
い

る
.6

3
.0

00
53

5
.3

3
.0

16
52

6
.1

0
.4

99
52

6
.3

0
.0

00
13

5
4

.1
9

.0
28

13
4

5
.2

5
.0

03
13

4
5

話
を

聞
い

て
く

れ
る

人
が

い
る

.5
6

.0
00

51
7

.6
0

.0
00

52
6

.5
5

.0
00

52
6

.1
6

.0
56

13
6

3
.3

4
.0

00
13

4
5

.1
6

.0
56

13
5

4
ト

イ
レ

に
行

く
.4

3
.0

02
52

6
.2

5
.0

70
53

5
.5

0
.0

00
53

5
.2

2
.0

12
13

6
3

.1
6

.0
60

13
5

4
.2

6
.0

02
13

4
5

き
れ

い
で

清
潔

な
部

屋
で

過
ご

す
.3

4
.0

10
55

3
.3

0
.0

29
53

5
.4

0
.0

03
54

4
も

の
ご

と
に

集
中

で
き

る
静

か
な

環
境

が
あ

る
.4

3
.0

02
51

7
.4

3
.0

02
51

7
.5

3
.0

00
52

6

注
）

Sp
ea

rm
an

順
位

相
関

係
数

；
bo

nf
er

ro
ni

補
正

（
低

相
関

性
＝

青
色

：
p＞

.0
17

=.
05

/3
）

生
活

状
態

項
目

を
「

認
知

症
な

ど
の

病
気

に
よ

り
自

分
の

考
え

を
う

ま
く

伝
え

る
こ

と
が

難
し

く
な

っ
て

も
実

現
し

た
い

程
度

」
と

評
価

者
間

の
判

断
一

致
傾

向
（

Sp
ea

rm
an

順
位

相
関

係
数

）
予

備
調

査
（

n=
58

）
 本

調
査

(n
=1

39
)

認
知

症
の

ご
本

人
と

介
護

支
援

専
門

員
ご

家
族

と
介

護
支

援
専

門
員

認
知

症
の

ご
本

人
と

ご
家

族
認

知
症

の
ご

本
人

と
介

護
支

援
専

門
員

認
知

症
の

ご
本

人
と

ご
家

族
ご

家
族

と
介

護
支

援
専

門
員

予
　

備
　

調
　

査
本

　
調

　
査

73



表
３

３

「
実

現
で

き
て

い
る

程
度

」
の

評
価

者

生
活

状
態

項
目

κ
p

ｎ
欠

損
　

κ
p

ｎ
欠

損
　

κ
　

p
ｎ

欠
損

地
域

の
一

員
と

し
て

社
会

参
加

す
る

 例
）

地
域

の
掃

除
等

-.1
2

.4
33

41
17

.2
2

.1
50

42
16

.1
3

.4
26

40
18

選
挙

に
行

く
な

ど
の

政
治

活
動

を
行

う
.7

6
.0

00
50

8
.7

0
.0

00
43

15
.7

9
.0

00
44

14
買

い
物

を
す

る
機

会
が

あ
る

.4
7

.0
01

48
10

.5
4

.0
00

47
11

.6
1

.0
00

48
10

家
の

外
に

な
じ

み
の

場
所

が
あ

る
.2

5
.0

80
49

9
.3

4
.0

14
49

9
.4

4
.0

02
49

9
自

分
で

使
え

る
お

金
を

も
っ

て
い

る
.6

4
.0

00
50

8
.7

1
.0

00
48

10
.5

2
.0

00
46

12
家

族
や

周
り

の
人

の
役

に
立

つ
こ

と
を

し
て

い
る

.5
1

.0
00

50
8

.4
1

.0
03

50
8

.5
8

.0
00

48
10

家
の

周
り

が
片

付
い

て
る

.4
6

.0
00

52
6

.6
2

.0
00

51
7

.3
3

.0
15

53
5

い
ろ

い
ろ

な
行

事
を

楽
し

む
  例

）
誕

生
日

、
正

月
、

花
見

、
七

夕
、

月
見

、
ク

リ
ス

マ
ス

な
ど

.4
6

.0
01

53
5

.4
2

.0
02

52
6

.4
7

.0
00

54
4

趣
味

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
た

の
し

い
活

動
を

す
る

 　
例

）
読

書
、

音
楽

鑑
賞

、
旅

行
な

ど
.4

9
.0

00
52

6
.5

5
.0

00
53

5
.6

8
.0

00
51

7
軽

い
運

動
を

す
る

（
散

歩
を

含
む

）
.2

9
.0

27
56

2
.5

0
.0

00
54

4
.4

2
.0

02
54

4
安

全
に

外
出

し
、

帰
宅

で
き

る
.5

7
.0

00
51

7
.6

4
.0

00
48

10
.6

7
.0

00
48

10

部
屋

に
な

じ
み

の
も

の
が

置
い

て
あ

る
.6

3
.0

00
53

5
.7

4
.0

00
52

6
.6

5
.0

00
51

7
身

だ
し

な
み

を
整

え
る

.7
3

.0
00

57
1

.3
0

.0
18

55
3

.3
0

.0
16

56
2

テ
レ

ビ
を

見
た

り
新

聞
を

読
ん

だ
り

す
る

.6
2

.0
00

56
2

.6
9

.0
00

52
6

.6
5

.0
00

53
5

日
中

は
適

切
で

清
潔

な
服

に
着

替
え

る
.5

7
.0

00
56

2
.1

9
.1

39
54

4
.2

6
.0

34
56

2
お

風
呂

に
入

る
.1

9
.1

50
55

3
.4

0
.0

03
55

3
.4

0
.0

03
55

3
心

地
よ

い
部

屋
で

過
ご

す
　

例
）

色
彩

、
音

、
装

飾
、

温
度

、
湿

度
、

匂
い

な
ど

.5
2

.0
00

57
1

.5
6

.0
00

54
4

.4
2

.0
01

55
3

健
康

的
な

食
事

が
で

き
る

.3
1

.0
07

57
1

.1
3

.2
71

55
3

.3
5

.0
09

56
2

家
の

中
に

落
ち

着
け

る
居

場
所

が
あ

る
.8

8
.0

00
55

3
.4

6
.0

00
53

5
.5

4
.0

00
54

4
食

事
が

お
い

し
い

.4
5

.0
00

54
4

.2
4

.0
82

53
5

.3
5

.0
04

54
4

夜
ぐ

っ
す

り
眠

れ
る

.7
6

.0
00

56
2

.0
8

.0
82

52
6

.4
1

.0
02

54
4

家
族

や
親

戚
、

親
し

い
人

た
ち

と
の

つ
な

が
り

が
保

た
れ

て
い

る
.4

7
.0

00
56

2
.4

7
.0

00
55

3
.4

4
.0

01
55

3
話

を
聞

い
て

く
れ

る
人

が
い

る
.0

9
.4

82
56

2
.1

5
.2

50
55

3
.5

6
.0

00
55

3
ト

イ
レ

に
行

く
.8

5
.0

00
55

3
.8

5
.0

00
53

.7
3

.0
00

56
2

き
れ

い
で

清
潔

な
部

屋
で

過
ご

す
.3

2
.0

02
57

1
.3

4
.0

04
53

5
.4

9
.0

00
54

4
物

事
に

集
中

で
き

る
静

か
な

環
境

が
あ

る
.4

1
.0

00
56

2
.2

7
.0

08
53

5
.3

5
.0

01
55

3

認
知

症
の

ご
本

人
と

ご
家

族
認

知
症

の
ご

本
人

と
介

護
支

援
専

門
員

ご
家

族
と

介
護

支
援

専
門

員

生
活

状
態

項
目

を
「

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

や
ご

家
族

等
の

支
援

を
う

け
な

が
ら

実
現

で
き

て
い

る
程

度
」

（
高

・
低

二
群

）
と

評
価

者
間

（
認

知
症

の
ご

本
人

・
ご

家
族

・
介

護
支

援
専

門
員

）
判

断
一

致
傾

向
（

Co
he

n’
s K

ap
pa

係
数

）
 予

備
調

査
（

n=
58

）

注
）

Co
he

n’
s 

Ka
pp

a係
数

；
低

い
一

致
性

＝
青

色
：

（
bo

nf
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補
正

：
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.0
17
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/3
）

）
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調
査

種
類

「
実

現
し

た
い

程
度

」
の

評
価

者
人

ご
家

族
生

活
状

態
項

目
n

ρ
p

n
ρ

p
n

ρ
p

n
ρ

p
地

域
の

一
員

と
し

て
社

会
参

加
す

る
 例

）
地

域
の

掃
除

等
選

挙
に

行
く

な
ど

の
政

治
活

動
を

行
う

買
い

物
を

す
る

機
会

が
あ

る
家

の
外

に
な

じ
み

の
場

所
が

あ
る

自
分

で
使

え
る

お
金

を
も

っ
て

い
る

家
族

や
周

り
の

人
の

役
に

立
つ

こ
と

を
し

て
い

る
家

の
周

り
が

片
付

い
て

る
い

ろ
い

ろ
な

行
事

を
楽

し
む

 　
例

）
誕

生
日

、
正

月
、

花
見

、
七

夕
、

月
見

、
ク

リ
ス

マ
ス

な
ど

趣
味

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
た

の
し

い
活

動
を

す
る

 　
例

）
読

書
、

音
楽

鑑
賞

、
旅

行
な

ど
軽

い
運

動
を

す
る

（
散

歩
を

含
む

）
安

全
に

外
出

し
、

帰
宅

で
き

る

心
地

よ
い

部
屋

で
過

ご
す

　
例

）
色

彩
、

音
、

装
飾

、
温

度
、

湿
度

、
匂

い
な

ど
55

.7
2

.0
0

も
の

ご
と

に
集

中
で

き
る

静
か

な
環

境
が

あ
る

54
.7

3
.0

0

身
だ

し
な

み
を

整
え

る
日

中
は

適
切

で
清

潔
な

服
に

着
替

え
る

56
.8

2
.0

0

テ
レ

ビ
を

見
た

り
新

聞
を

読
ん

だ
り

す
る

お
風

呂
に

入
る

57
.7

2
.0

0

身
だ

し
な

み
を

整
え

る
56

.7
6

.0
0

身
だ

し
な

み
を

整
え

る
13

6
.7

3
.0

0
お

風
呂

に
入

る
日

中
は

適
切

で
清

潔
な

服
に

着
替

え
る

57
.7

2
.0

0

身
だ

し
な

み
を

整
え

る
56

.8
2

.0
0

き
れ

い
で

清
潔

な
部

屋
で

過
ご

す
56

.9
0

.0
0

き
れ

い
で

清
潔

な
部

屋
で

過
ご

す
56

.7
4

.0
0

部
屋

に
な

じ
み

の
も

の
が

置
い

て
あ

る
55

.7
2

.0
0

も
の

ご
と

に
集

中
で

き
る

静
か

な
環

境
が

あ
る

55
.7

2
.0

0

家
の

中
に

落
ち

着
け

る
居

場
所

が
あ

る
56

.7
2

.0
0

健
康

的
な

食
事

が
で

き
る
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表
３

６
－

１

認
知

症
の

ご
本

人
ご

家
族

家
族

や
周

り
の

人
の

役
に

立
つ

こ
と

を
し

て
い

る

・
仕

事
を

し
て

い
る

場
合

も
あ

る
の

で
人

の
役

に
立

つ
こ

と
を

し
て

い
る

と
い

う
項

目
で

判
断

し
た

が
「

仕
事

」
と

い
う

項
目

を
入

れ
て

も
よ

く
な

い
か

と
感

じ
た

。

予
備

調
査

；
生

活
状

態
項

目
に

つ
い

て
の

自
由

記
述

生
活

状
態

項
目

追
加

ま
た

は
削
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意
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そ
の

他
・
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楽

し
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と
思
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こ

と
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楽
し
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あ
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。
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「
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か
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り

た
い

こ
と

が
あ
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。

」
「

毎
日

や
る
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き
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と
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あ

る
。

」
・
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目

が
重

複
す
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と

こ
ろ
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あ
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わ

か
り

づ
ら

い
抽

象
的

な
質
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。
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っ
て
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ま

す
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ま
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。
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独
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家
族
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に
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む

。
定
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に
帰

省
す

る
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本
人

は
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設
入

所
を

望
ま

な
い

の
で

、
で

き
る

だ
け

ギ
リ

ギ
リ

ま
で

自
宅

で
生

活
さ

せ
て

や
り

た
い

。
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表３６－２

追加意見 削除意見 回答に困った項目意見 気づいた点

食事がおいしい

・問1と問4はマニュアルにて
内容の違いを理解できたが、
本人、家族の理解しやすく説
明するのに工夫が必要だっ
た。

・問4と問1と重ねての内容は
どうだろうか？説明の時に少
し悩んだ。

お風呂に入る

・風呂にはいっていない人も
いる。週に○回フロに入って
いると変更した上で、別に、
「清潔に過ごせていると思
う」と回答させる。

健康的な食事ができる

・問1と問4はマニュアルにて
内容の違いを理解できたが、
本人、家族の理解しやすく説
明するのに工夫が必要だっ
た。

・痛んだ食べ物を食べていな
い、又は食べて体調をくずし
ていない、と変更する。
・賞味期限は高齢者は食して
いる。どのような賞味期限？
健康的とはちがう言葉ではな
いでしょうか？
・問4と問1と重ねての内容は
どうだろうか？説明の時に少
し悩んだ。

トイレに行く

・自分では行くことがあって
も失禁していることが多い
為、家族がついて行く場合で
も「行く」という事で判断さ
せてもらいました。

自分で使えるお金をもってい
る

・問8（回答に困った）
・お金は家族が持って管理し
ているため本人が自由に使う
ことはない。買い物も1人で
行くことがないため「できて
いない」と判断しました。
・財布にて1万円が常に入っ
ていて、床屋の支払いを行う
時小銭が出せない。計算がで
きない。お金を持っているこ
とを評価するのでしょうか？

安全に外出し、帰宅できる

・問9（削除した方がよい） ・問9（回答に困った）
・1人では外出できない為、
家族のつきそいで外出する、
またはデイサービスに行くと
いう外出で判断して記入しま
した。

家の周りが片付いてる

・家の周り…というのがわか
らない。マンションだったら
どうしたらよいのか？具体的
に、外の窓ふきができてい
る、草抜きがされて、雑草が
ない…とか？

・家の周りとはどこまでを指
しているのか？質問の意図が
わかりづらい。
・家の周り→自分の部屋では
なく庭などを指すのか？

予備調査；生活状態項目についての自由記述。青字表記は2つの項目を比較した意見のため、2つの欄ともに記載。うち、重複分を色づけ。

生活状態項目

介護支援専門員
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軽い 運動 をす る（ 散歩 を含
む）

・毎日自分の体にあった活
動、運動をしている、続けて
取り組んでいると変更する。

家族や周りの人の役に立つこ
とをしている

・「家での仕事、就労など」
の項目ではどうか？

・役に立つ…手伝い、家事を
しているに変更する。

家の外になじみの場所がある

・今回の事例は、自営の酒店
を経営されていた人でなじみ
の場所はその店だったが、壊
されていて無いことでなじみ
の場所が「あまりない」に
なったが、その場所へ行こう
とするところから、チェック
に悩んだ。

・できているかできていないかというより、そ
の場所が「ある」か「ない」か「時々行く」と
かの方がよいのでは？と思いました（場所に行
くということなので…）

いろいろな行事を楽しむ

・問16に「地域のお祭り」な
どを例）に入れてみてはどう
か？

家族や親戚、親しい人たちと
のつながりが保たれている

・頻度が不明。少なくても良
いのか、年に１回でもご本人
の満足度で良いのか。

きれいで清潔な部屋で過ごす

※削除した項目

・問19、問20例の部屋につい
ての質問は、まとめた方がい
いのでは。
・問19、問20は、同じ質問に
思います。
・問19と問20が似た意味もあ
り、あまり整っていない方の
時、重ねてできていないこと
を言われているように感じて
家族が少し落ち込みました。
重ねてきくのは少し気になり
ます。
・問19と問20が似ていて説明
しにくかった。どちらかひと
つで良いと思った。

・問19と問20の項目をきいて
いて、２人で「片付けんから
や」「片付けたのに出すから
や」と言い合いになってしま
いました
・問19、問22、きれいで清潔
な部屋…どこでもよいのか、
家（自宅）のことなのか、別
の場所のことなのかわからな
い。

心地よい部屋で過ごす

・問19、問20例の部屋につい
ての質問は、まとめた方がい
いのでは。
・問19、問20は、同じ質問に
思います。
・問19と問20が似た意味もあ
り、あまり整っていない方の
時、重ねてできていないこと
を言われているように感じて
家族が少し落ち込みました。
重ねてきくのは少し気になり
ます。
・問19と問20が似ていて説明
しにくかった。どちらかひと
つで良いと思った。

・問19と問20の項目をきいて
いて、２人で「片付けんから
や」「片付けたのに出すから
や」と言い合いになってしま
いました
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ものごとに集中できる静かな
環境がある

※削除した項目

・意味が説明しづらかった。 ・問22、問23は、集中する、
落ち着くといった環境の部屋
があるか、表現を工夫した方
が良い。

・問22（回答に困った）
・問22と問23の違いが微妙で
選択しにくい。
・問19、問22、きれいで清潔
な部屋…どこでもよいのか、
家（自宅）のことなのか、別
の場所のことなのかわからな
い

家の中に落ち着ける居場所が
ある

・問22、問23は、集中する、
落ち着くといった環境の部屋
があるか、表現を工夫した方
が良い。

・問22と問23の違いが微妙で
選択しにくい。

夜ぐっすり眠れる

・夜8時頃寝て午前3時頃目が
覚めて明るくなるまで寝付け
ない方の場合の判断。本人は
眠れないと訴えている。
・トイレ夜中よくおきる人が
多い。ぐっすり眠れる…基準
がわからない。○時間起きず
に寝れる…とした方がよいの
では。

選挙に行くなどの政治活動を
行う

・問25削除した方が良い
・認知症の方は判断力も記憶
力も低下しているため、自ら
行くこともなく、政治内容も
理解できないため
・問25の選挙や政治活動はよ
くわからない（必要性）

・選挙がない為、答えられな
かった
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特になし、なし…6名 特になし、なし…5名 特になし、なし…3名 特になし、なし…2名

その他 ・「お茶を飲めているか、ま
たは飲んでいるか」
・「電話の利用」、「口腔機
能」など
・「家事をする、あるいは手
伝う」
・「医療について」。薬を飲
めているとか？通院の状況
（自分で行く、家族に連れて
行かれる？）、かかりつけ医
がいるか等
・「なんでも相談できる医師
がいる。」「ゴミ出しが決め
られた日にできている。」
「転倒しないように安全に入
浴できている。」「家の中で
転倒していない。」「食事を
楽しみにして毎食たべてい
る。」「毎朝、夕に着替えて
いる。」「自分で買い物をす
る機会がある。」「相談に
乗ってくれる人がいる。」
「災害時に非難が安全にでき
る。」「好きな本が読める
（買える）。」「家電が買え
る。」「修理がすぐにでき
る。」「週に○回なじみの人
と会う。」「月に○回地域の
活動に参加している。」「ひ
とりで安全に外出できる。」
「天気のよい日に散歩に行
く。」「天気のよい日に戸外
に出る。」「安心して買い物
ができる？」「生活に必要な
情報をわかりやすく手に入れ
られる。」
・「家事等何らかの役割を
持っている。」
・「食べたい物、欲しいも
の、やりたいことなど自分で
決めている。」
「口腔」「服薬」の項目。

・きれいな部屋、心地よいと
か家族に負担をいう所で、自
分の家や自分が家族の負担に
なっている、掃除等の家事も
できなくなった、と悲観的な
言葉を発言された。自分の意
思もしっかりある面、マイナ
ス面に感じられていました。
・質問の聞き方（聞き方）に
ついて、何点かの質問が抽象
的で困った。質問は具体的記
載がよいと思います。例）食
事がおいしい①食事だけに焦
点をしぼり、ただおいしく食
べていればいいのか？②食事
は1人で介助を受けず自立し
て食べることなのか。
・本人中心の質問の内容なの
で判断基準があいまいになり
そうである。
・今回認知症の人を選んだ
が、質問1は答える事が出来
ても質問2は答えにくかった
様子。また、聞き取りに時間
がかかりました。家の周りの
片付けや部屋の掃除は、本人
が行って出来ている場合と家
族が行い出来ている場合があ
るので選択に困った。
・軽度判断能力の低下がある
方のアンケート実施であった
為、説明をわかりやすく行わ
なければならなかった。選定
ミスかもわかりません。年齢
が若く自分の思いはしっかり
言う方でした。

・本人と家族と質問の回答の部分が同じ項目で
あれば、あえて回答を別々にしなくても1冊でよ
いのではないかと思いました；本人の横に家族
の欄をもうけるなど
・御本人様が記入されました。いくつか判断に
迷われましたがきちんと選択されていたと感じ
ました。
・認知症の方にとって、質問2は想像するの事が
難しい面があり、説明するのも大変でした。質
問の数が多すぎてご本人が疲れてしまった。
・本人の願望や現実とはなれている。家族が口
をはさむ等もあり、むずかしかった。認知症と
いう文字に対して反応も様々で、調査マニュア
ルではしにくい面もあった。
・ご家族様就労のため、ほぼ毎日デイサービス
を利用されている方です。他者との交流や活動
を通して、快活に過ごされています。
・答えが「できている」「できていない」だと
答えにくい質問もある。
・形容詞は、主観に幅がありすぎて基準があい
まいになり、わかりにくい。介護者の負担感
は、同居、別居でも異なる負担感があります。
都県市、過疎地でも大きく異なると思います。
地域性もあるので、詳細なアンケートが必要で
は。アンケートもそうだが、今の介護サービス
は、同居家族の存在が前提になっていることを
考慮に入れて欲しい。本人の自立、家族負担の
軽減に焦点をあててほしい。
・家族等介護者の支援と介護サービスを一緒に
していることに疑問、何を調べたいのか分から
ない、家族等による介護を前提にしている？家
族等によって実現できていることと介護保険
サービスで実現できていることとを分けるべき
では。しかも介護保健サービスではできないこ
とをあげている。世帯構成の差、認知症レベル
の差、地域サービスの差もあり、それが考慮さ
れていない。サービスの利用状況も考慮すべき
では。サービスが使えるのに使っていない（使
えていない）人もいるわけで比較にならない。
高齢ふたり暮らし、就労世帯、子育て世帯もあ
り、単に認知症というだけで生活象は見えてこ
ない。アンケートに深みがない。対象者の世代
でも感じ方は異なるので、どれだけ意味が今回
のアンケートにあるのか疑問です。
・アウトカム指標ということで数値化と思われ
たが、（本人）自分記載は難しかった。
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x² df ｐ ｎ ｒ ｐ ｎ ρ ｐ ｎ
6.31 2 .43 53 .30 .320 50 .42 .002 50

.03 .540 49 .66 .000 49

.17 .224 50 .62 .000 50

ｒ ｐ ｎ ρ ｐ ｎ
.13 .35 54 .52 .000 54

評価者
ρ
ｐ
ｎ
ρ
ｐ
ｎ
ρ
ｐ
ｎ

Wilcoxon符号付順位和検定

表３７－１

表３７－２

表３７－３

注）Wilcoxon符号付順位和検定、Spearman順位相関係数（bonferroni補正：有意差または相関性あり＝橙色：ｐ＜.017=.05/3)

Wilcoxon符号付順位和検定

生活安定度（VAS） 「現在、ご本人の生活の内容はどの程度安定していますか」の評価者間（認知症のご本人・ご家族・介護支援専門員）の関連性（Friedman検
定、Wilcoxon符号付順位和検定、Spearman順位相関係数）　 予備調査（n=58）

認知症のご本人 ご家族 ご家族
精神的健康状態（WHO-5） 生　活　安　定　度　（VAS）

Spearman順位相関係数

精神的健康状態（WHO-5） の認知症のご本人とご家族の関連性
（Wilcoxon符号付順位和検定、Spearman順位相関係数）
予備調査（n=58）

注）Wilcoxon符号付順位和検定、Spearman順位相関係数
　（有意差または相関性あり＝橙色：ｐ＜.05)

注）Spearman順位相関係数（bonferroni補正：相関性あり＝橙色：
　精神的健康状態（WHO-5）ｐ＜.025=.05/2または.<05)、生活安定度（VAS）ｐ＜.017=.05/3)

認知症のご本人の生活の質（short QOL-D） と精神的健康状態（WHO-5 ；認知症のご本人とご家族）、生活安定度（VAS） 「現在、ご本
人の生活の内容はどの程度安定していますか」の関連性（Spearman順位相関係数） 　予備調査（n=58）
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表４１

因子 1 2 3 4 5 6 h² 1 2 h²
.675 -.004 .002 -.037 -.154 .144 .470 .576 .212 .529
.668 -.050 .087 -.005 -.030 .122 .483 .397 .324 .423
.576 -.093 -.060 .137 -.004 -.087 .308 .549 .213 .494

.573 .061 -.055 .000 .191 -.124 .422 .515 .286 .531

.489 -.022 -.103 .026 .228 .013 .362 .334 .254 .282

.478 .047 .116 -.091 .048 .048 .288 .510 .083 .320

.426 .025 .100 .157 -.015 -.080 .267 .505 .195 .415

.293 .049 .042 -.064 .000 .255 .218 .630 .064 .451

.248 .135 -.058 .036 .187 .105 .281 .426 .055 .214
-.053 .912 .059 .154 .062 -.210 .820 .987 -.292 .700
.120 .683 .027 .026 -.039 .101 .675 .820 -.112 .570
.203 .342 .032 .320 -.339 .177 .555 .760 -.228 .413
.278 .327 .024 -.258 .158 .039 .298 .536 .031 .310

.033 .123 .562 .112 .065 .069 .435 .019 .522 .285

.001 .029 .457 .031 .093 .147 .282 -.004 .434 .186

-.063 .087 .091 .663 .031 .006 .496 .071 .584 .398

.260 .127 .064 .417 .076 -.227 .397 .248 .391 .336

.052 -.055 .302 .381 .116 .000 .302 .117 .438 .269
-.029 .377 -.149 -.053 .605 .127 .680 .278 .406 .383
-.007 -.212 .262 .193 .535 .031 .459 -.333 .789 .406
.254 -.043 .228 -.123 .488 -.116 .376 -.038 .512 .240
-.213 .062 .153 .257 .463 .304 .589 -.042 .667 .411
-.003 -.064 .282 -.137 .045 .845 .709 .038 .408 .187
.171 -.143 -.282 .328 .084 .468 .587 .226 .454 .386

1 2 3 4 5 6 1 2
1 ー 1 ー
2 .648 ー 2 .624 ー
3 .117 .035 ー
4 .449 .503 .024 ー
5 .330 .317 .174 .376 ー
6 .394 .466 .023 .421 .342 ー

生活状態項目を「認知症などの病気により自分の考えをうまく伝えることが難しくなっても実現したい程度；認知症のご本人・ご家族評価」の因子分析による2カテゴリー
（因子抽出法: 最尤法、回転法: Kaiser の正規化を伴うプロマックス法）　本調査(n=139)

生活状態項目

Kaiser-Meyer-Olkin の標本妥当性の測度 および Bartlett  の球面性検定

423.526
229
.000

心地よい部屋で過ごす　例）色彩、音、装飾、温度、湿度、
匂いなど

部屋になじみのものが置いてある
家族や親戚、親しい人たちとのつながりが保たれている
家の中に落ち着ける居場所がある

「実現したい程度」の評価者

p
df

地域の一員として社会参加する 例）地域の掃除等
選挙に行くなどの政治活動を行う
家族や周りの人の役に立つことをしている
安全に外出し、帰宅できる
軽い運動をする（散歩を含む）

自分で使えるお金をもっている
趣味やレクリエーションなどたのしい活動をする 　例）読
書、音楽鑑賞、旅行など
いろいろな行事を楽しむ 　例）誕生日、正月、花見、七夕、
月見、クリスマスなど
家の外になじみの場所がある
家の周りが片付いてる

身だしなみを整える
日中は適切で清潔な服に着替える
健康的な食事ができる
トイレに行く

買い物をする機会がある

テレビを見たり新聞を読んだりする
夜ぐっすり眠れる
話を聞いてくれる人がいる
食事がおいしい
お風呂に入る

.850
1306.261

276
.000

276
.000

.809
997.131

注）下位尺度の区分は、研究委員会での理論的背景の検討と因子分析結果「実現したい程度」認知症のご本人（因子1・2，因子3~6）とご家族2因子の区分で共通構造とな
る２カテゴリー（１３項目・１１項目）の下位尺度とした。
なお、この２カテゴリーは認知症のご本人が「実現したい程度」が「高い」の割合で二区分（８０％以上；１３項目、８０％以下１１項目）した結果と一致した
（表１１）。

Kaiser-Meyer-
Bartlett   x²

df
p

x²

認知症のご本人 ご家族

因　子　相　関　行　列

適　合　度　検　定
189.141

147
.011
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表４２

「実現できている程度」の評価者

生活状態項目 平均 標準偏差 α

１３項目カテゴリー合計（n=53、欠損値＝5） 3.39 .45 .86

家の中に落ち着ける居場所がある 3.62 .60 .85
家族や親戚、親しい人たちとのつながりが保たれている 3.51 .72 .86
部屋になじみのものが置いてある 3.53 .67 .86
心地よい部屋で過ごす　例）色彩、音、装飾、温度、湿度、匂いなど 3.28 .72 .86
テレビを見たり新聞を読んだりする 3.11 .93 .86
夜ぐっすり眠れる 3.25 .70 .85
話を聞いてくれる人がいる 3.36 .81 .86
食事がおいしい 3.38 .74 .85
お風呂に入る 3.47 .70 .86
身だしなみを整える 3.40 .63 .85
日中は適切で清潔な服に着替える 3.26 .76 .85
健康的な食事ができる 3.28 .72 .85
トイレに行く 3.57 .69 .85

１１項目カテゴリー合計（n=37、欠損値＝21） 2.45 .64 .81

買い物をする機会がある 2.35 1.21 .80
自分で使えるお金をもっている 2.41 1.21 .80
趣味やレクリエーションなどたのしい活動をする 　例）読書、音楽鑑
賞、旅行など 2.57 1.14 .77
いろいろな行事を楽しむ 例）誕生日、正月、花見、七夕、月見、クリ
スマスなど 3.00 .97 .80
家の外になじみの場所がある 2.59 1.17 .80
家の周りが片付いてる 3.05 .91 .80
地域の一員として社会参加する 例）地域の掃除等 1.46 .77 .80
選挙に行くなどの政治活動を行う 2.14 1.32 .81
家族や周りの人の役に立つことをしている 2.22 .92 .78
安全に外出し、帰宅できる 2.70 1.22 .77
軽い運動をする（散歩を含む） 2.51 1.10 .78

生活状態項目を「介護保険サービスやご家族等の支援をうけながら実現できている程度；ご家族評価」の基礎統計量と
生活安寧指標（２カテゴリー）の信頼性検討（Cronbach α 係数）　予備調査(n=58)

注）α（項目毎）；項目が削除された場合の Cronbach  α
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表４３－１

ｒ ｐ n 中央値 n 中央値 ｒ ｐ n 中央値 n 中央値

0 .795 17 3.38 2.69 3.39 34 3.50 3.15 3.69 0.1 .752 14 2.36 1.73 3.39 21 2.36 2.00 2.77

0.1 .491 15 3.46 3.15 3.69 37 3.54 3.08 3.77 0.2 .903 10 2.45 1.86 3.07 26 2.36 2.00 3.11

介護負担感

精神的 0.2 .169 18 3.58 3.31 3.77 35 3.38 3.08 3.69 .03 .214 13 2.55 2.05 3.23 23 2.36 1.73 2.55

身体的 0.2 .087 31 3.54 3.31 3.77 22 3.23 2.98 3.63 .02 .116 22 2.45 2.25 3.20 14 2.05 1.73 2.57

経済的 0.4 .005 39 3.54 3.23 3.77 14 3.19 2.96 3.46 .00 .017 27 2.45 2.09 3.27 10 1.86 1.73 2.39

表４３－２

要介護度

認知症高齢者の
日常生活自立度

障害高齢者の
日常生活自立度

女　性

四分位範囲 四分位範囲

軽　度　～　な　し 中　度　以　上

な　しBPSD

軽　度　～　な　し 中　度　以　上

あ　り な　し

生活状態項目を「介護保険サービスやご家族等の支援をうけながら実現できている程度;ご家族評価」の2カテゴリー（13項目平均と11項目平均）と属
性（性別・BPSD・介護負担感）の関連性（Mann–Whitney U test）  予備調査(n=58)

.400 .102

11項目カテゴリー平均（合計）
(n=37、欠損値＝21）

13項目カテゴリー平均（合計）
(n=53、欠損値＝5）

ｐ

四分位範囲 四分位範囲

１３項目カテゴリー平均（合計）

男　性 女　性

１１項目カテゴリー平均（合計）

男　性

あ　り

性別

.151

.391

注）Spearman順位相関係数
（bonferroni補正：正の関連性＝橙色/負の関連性＝p<.017=.05/3）

注）Mann–Whitney U test；「実現できている程度」に有意差あり=橙色：p<.05

生活状態項目を「介護保険サービスやご家族等の支援をうけながら実現できている程度；ご家族評価」の1３項目
カテゴリー平均と1１項目カテゴリー平均と属性（要介護度・認知症高齢者の日常生活自立度・障害高齢者の日常
生活自立度）の関連性
（Spearman順位相関係数 ）　予備調査(n=58)

ρ

-.273

.241

.-145

ρ ｐ

-.118

.104

.094

.458

.502
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表４５－１~３、図２

表４５－１
基礎統計

度数 平均値 標準偏差 標準誤差
13項目カテゴリー 35 3.35 .47 .08
11項目カテゴリー 35 2.45 .65 .11
13項目カテゴリー合計 35 46.00 6.17 1.04
11項目カテゴリー合計 35 17.00 7.12 1.20

表４５－２
Pearson 相関係数

度数 ｒ ｐ
13項目カテゴリー平均(合計)と
11項目カテゴリー平均(合計) 35 .56 .001

表４５－３
Paired t-test

r 下限 上限

13項目カテゴリー平均と
11項目カテゴリー平均 9.72 34 <.001 .86 .72 1.09

注）有意差あり =橙色；p<0.05

注）相関性あり =橙色； p<0.05

生活状態項目を「介護保険サービスやご家族等の支援をうけながら実現できている程度；ご家族評価」の13項目カテゴリー合計
(平均 )と11項目カテゴリー合計（平均）の比較（Paired t-test）

t値 df p
95% 信頼区間

図3 13項目カテゴリーと11項目カテゴリー平均値の比較。エ
ラーバー；95％信頼区間
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表４６ー１~５

項目評価者 認知症のご本人 ご家族 介護支援専門員 合計 Cramer's V .09
度数 32 28 32 92 x² 3.2
(％) (35) (30) (35) (100) df 2
度数 54 41 30 125 p .200
(％) (43) (33) (24) (100)
度数 86 69 62 217
(％) (40) (32) (29) (100) 

表４６－２
本調査（n=139）

項目評価者 認知症のご本人 ご家族 介護支援専門員 合計 Cramer's V .13
度数 27 12 47 86 x² 9.25
(％) (31) (14) (55) (100) df 2
度数 76 36 60 172 p .009
(％) (44) (21) (35) (100) 
度数 103 48 107 258
(％) (40) (19) (41) (100)

表４６－３
項目評価者 認知症のご本人 ご家族 介護支援専門員 合計 Cramer's V .11

度数 32 28 32 92 x² 6.78
(％) (35) (30) (35) (100) df 2
度数 27 12 47 86 p .030
(％) (31) (14) (55) (100)
度数 59 40 79 178
(％) (33) (22) (44) (100)

表４６－４
項目評価者 認知症のご本人 ご家族 介護支援専門員 合計 Cramer's V .16

度数 54 41 30 125 x² 9.48
(％) (43) (33) (24) (100) df 2
度数 76 36 60 172 p .008
(％) (44) (21) (35) (100)
度数 130 77 90 297
(％) (44) (26) (30) (100)

表４６－５

予備+本調査
（n=197） 項目評価者 認知症のご本人 ご家族 介護支援専門員 合計 Cramer's V .10

度数 59 40 79 178 x² 9.48
(％) (33) (22) (44) (100) df 2
度数 130 77 90 297 p .008
(％) (44) (26) (30) (100)
度数 189 117 169 475
(％) (40) (25) (36) (100)

合計

11項目カテゴリー

13項目カテゴリー

合計

予備調査（n=58）
11項目カテゴリー

本調査（n=139）
11項目カテゴリー

合計

予備調査（n=58）
13項目カテゴリー

本調査（n=139）
13項目カテゴリー

合計

11項目カテゴリー

13項目カテゴリー

表４６－１
予備調査（n=58）

生活状態項目を「認知症などの病気により自分の考えをうまく伝えることが難しくなっても実現したい程度」の13項目カテゴリー（合計）と
11項目カテゴリー（合計）の欠損値の関連性（x²検定）

11項目カテゴリー

13項目カテゴリー

合計
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